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昨今の材料の暴騰、入手不足は深刻です。特に建築面においては節材節労が重

要な課題となり、それに適合する構造部材が要求されてきました 。住友の軽量

H 形鋼、 リップ付 軽量 H 形鋼、及び軽量 H 形鋼を素材としたスミフレーム Hは、

こうした状況に対処すべ〈生まれた画期的な製品。現在、全国で販売され軽量

のため 、他の形鋼に比べコストが安〈、しかも加工性、施工性抜群。工期が大

幅に短縮できるといった数々のメリットが絶賛をあぴ、各地の倉庫、工場、畜

ゐ、体育館、事務所、モータープールに数多く利用されつつあります。 なお、

大型構造物用プレハブ骨組としては先に開発したスミフレーム V が大活躍。好

評を博しておりますので、併せてご利用ください。

軽 量H 形鋼の特長

1  . 大形サイズの生産可能

最大サイズ (450 X  250)。軽量 H 形鋼としては今までにない大形肉厚サイズ

(l 2"lん)

2 . 材料から製品まで垂直的一貫生産でコストダウンを実現。 品質も最高。

3. 走行切断機によるプレスカ ッ トのため、切断面が美しい。

4. オンラインによるエアスプレー式塗装のため美麗 ・強固でかつ均ー な塗膜

厚が得られる 。

5. 軽量のため他の部材に比べて総鋼重が少なくてすみ経済的。

6. 標準設計が完備 ( スミフレーム H )

。 佳 友 金 属

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社

合 軽 量 H 形 鋼

会 リ ッ プ 付 軽 量 H 形 鋼

合 ス ミ フ レ ム H
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- 日本住宅公団

20年のあゆみと

今後の開発の方向

中 村 司 ( 日本住宅公団関西支社高IJ 支 社 長 )

2  建 築 と 社 会/ 1975年 9 月号

は じめに

最近、公共住宅の建設は危機に立っているといわれている。事実、

第 1 期住宅建設 5 ヵ年計画より第 2期住宅建設 5 ヵ年計画へと 戸数

も仲ぴ悩み、第 3 期住宅建設 5 ヵ年計画を前にして住宅問題は、一つ

の折点へ差しかかったように 見受けられる 。しかし、住宅難は解消し

たのではなく、むしろ複雑性、多様性をおび、広い意味では逆に広が

ってきてい るともいえる。

住宅公団もこの昭和50年 7 月25日で発足以来20周年を迎えた 。 こ

れまで住宅難解消のため公団住宅が果してきた役割は、功罪ともに

大きいと恩われる 。 しかし、 20年の誕生日を迎え、現在の住宅公団

は、量、質、家賃等の建設主体自身の問題の他、地方公共団体の人

口抑制策とか建設予定地の住民パワー等で、四苦八苦している。こ

れの解決には一公団だけではなく、国の住宅政策、あるいは国民自

体の、住宅問題に対する意識向上をまたねばならない問題も多い。

現在の社会情勢では、サラリーマンのマイホーム建設は、立地、地

価問題、建設費問題等で段々難し くなりつつある。

しかし、現在の住宅問題を追求し、また、貧しい住宅水準を向上さ

せていくことは、どうしても必要なことであり、その中での施策住

宅中で、比較的多量に建設され、供給される公団住宅の果す役割は、

非常に重要と恩われる 。

今、公団誕生20周年を迎え、過去の 20年の歩みを振り返 ってみ る

とともに、もう 一度公団住宅の果さねばならない役割を考えてみた

し、 。

1  .  20年のあゆみ

1  )  誕生とその後の沿革

昭和20年 8 月、第 2 次世界大戦が終 った時、国中の都会の大半は

焦土と化し、その復旧は急務をきわめていた 。戦後の住宅不足は、

420万戸と推定された 。そのため、 li没後より昭和25年頃までの住宅は、

もっぱら応急対策を中心に建設された 。

昭和25年になって、初めで恒久的な住宅政策が考えられ、同年 5

月、「住宅金融公庫法」が制定され、これにより長期低利の資金を融

資し、持家制度を国が積極的に援助する手法が定ま った。 そして、

さらに昭和26年 6 月、「公営住宅法」が制定され、国および市町村

が協力して良質な住宅を供給し、低所得の住宅困窮互にも、低家賃

の住宅を提供することを基本とする方策が確立され、持家手法、貸

家手法の住宅政策の 221王の柱が揃 ったのである 。 また、 わが国の

鉱工業生産も急速に回復し、衣食については昭和27、28年頃には !i堤

前の水準に達した 。 しかし、住宅については、都市への人口集中、

世情分離の傾向が続いて いたため、戦前の水準に 回復 させるこ とが

できず、依然として住宅難は解消できなかった。

こうした状況を打開するため昭和29年12月に成立した鳩山内閣は、

住宅建設 ＱＰ ヵ年計画を策定し、住宅Ｑ， Ａ ｾの解消をめざしたのである 。

しかし、 地方行政単位 を越えて拡大しつつあった東京、大! 阪等の

大都市圏では、住宅不足の解消は、前述の二本柱の住宅施策では非

常 に困9l! gであ った。

そのため、大都市圏における大規模な宅地開発と、勤労者住宅の

大量建設を推進することとし、それに要する資金に民間資金を導入

するなどの方策を講ずるための機関として昭和30年 7 月25 目、 「住

宅不足の著しい地域において、住宅に困窮する勤労者のために 、耐



火性能を有する集団住宅の，建設、および、宅地の大規棋な供給を行

うとともに、健全な市街地を造成するため、土地区画盤迎 ')J 業を施

行し、国民生活の安定と、社会福祉の増進に寄与すること 」等を 目

的とした住宅公団が誕生した 。 これは公団法第一条に明記されてお

り、この目的は現在も変らない。

創立当 11寺は東京、名古屋、大阪、福岡に支所をおき、その初年度

の住宅挫設計図戸数は 2 万戸であったが、年度内にこれを上回る戸

数の発注を完了し、昭和31年 3 月に賃貸住宅第 1 号として金岡団地

の入居募集を行った。

昭和32年 4 月、公団の建設範囲が拡充され 、住宅建設のため の宅

地の造成と、あわせて行うことが適当な学校、病院、商庖、工場等

の用地の造成、および水面埋立事業の施行が加えられた 。

昭和36年 4 月、業務の範囲に市街地住宅と 一体として建設するこ

とが適当な商庖、事務所等の施設の建設等が加えられ、既成市街地

の再開発とあわせて、住宅供給を促進することとなった 。

昭和37年 7 月、増大する管理戸数に対応して、各支所に営業所を

設澄し、入居者サービスにつとめるようにな った。 また同じ 7 月、

建設合理化要綱を制定して P C工法およびM F 工法を中心とした、

住宅の量産化、合理化のための研究実施方針を確立した。

この時点までは比較的供給戸数も少なく、むしろ公共団体と相協

力できた密月 H寺代といえよう 。

40年代に入ると第 11胡住宅建設 5 ヵ年計画が制定され、戸数も飛

躍的にのぴ始めた 。一方、戸数が増大するにつれて、団地と附随す

る公共公益地訟の問題が顕在化し、地方公共団体よりその是非が聞

い直される事態に入ってきた 。

昭和42年、この事態にイl耐えて五省協定が制定され、団地により、

急培1 した公共公益施設は公団が立替施行させ、後年度補助をえる制

度が確立した。

昭和44年 6 月、 「都市再開発法」の施行に伴って、業務の範囲に

市街地開発卒業の施行が加えられた 。

昭和45年に入ると、第 2Wl 住宅建設 5 ヵ年計画は予知1どおり完結

に向いつつあ ったが、 一方、このころから地価高騰の彩響をうけて、

住宅建設資が上昇し、これによって家ローの高額化の傾向が自立つよ

うにな った。 このような状況に対処して、初めて面開発団地に傾斜

家賃制度が設けられた 。 その後この制度は次第に拡大され、 48年度

からは一般市街地、および団地高層住宅に、さらに 49年度からは全

賃貸住宅に適用されることにな った。

昭和48年、長期特別分譲住宅制度が設けられた 。この制度は勤労者

の持家取得を 一層容易にするため、支払い方法を改善し、また住宅の

1' 1 の向上を図 ったもので、これによ って賃貸住宅家賃と同程度の宮1)

l政支払いで、持家が取得できるようにな った。

UtlHI 49年度には、勤労者の住宅需要動向によ って、分譲住宅の建

設戸数を地加することとし、建設計画では、賃貸分譲戸数が同戸数

とな っている 。

公団が発足して以来の建設戸数は、 50年度には 100万戸に達しよう

としている 。 この問、鉄筋コンクリートの集合住宅の建設が大いに

進み、「団地族」とか r 2  D  K 夫人」という新語まで生れるに至り、

ある時期、公団住宅は 一級のあこがれの自でみられたこともあ った。

またその反面、団地はや画一的コンクリートの墓場。等の批判もう

けた 。

しかし、公団はステンレス流し、シリンダー錠の普及、規格化、

寝食分離のためのダイニングキッチンー D K方式一等都市勤労者の

居住形態に大きな変革をもたらし、集合住宅における住まい意識の

向上に大きな役割を果したのも事実である 。

2)  建設計画( 戸数) のあゆみ

H召和30年に発足以来、 49年度末までの建設実績戸数は全国で、

926，787. 5戸( 分譲住宅338，176 .5戸 賃貸住宅588，611戸) となり、

住宅建設にはたした役割はそれなりに評価されて良いと思う 。 その

経緯をたどると、発足された 30年には年度半ばであ ったが、 2 万戸

の計画に対し 、22，599戸( 賃貸と分譲との入替などにより年度区分

を整理し、図表では 17，228戸となっている) の建設を行った 。翌31

年度の計画は 2 万 3 千戸と前年度に比して、 3 千戸増加した 。

昭和32年度に至り、昭和30年度に策定された「住宅建設 10ヵ年計

画」を短縮し 、32年度から 5 ヵ年計画で住宅事情をおおむね安定さ

せるという基本方針がとられ、前年度より、 1 万 2 千戸増iの 3 万 5

千戸と大幅に増加l した。しかし、 H前日33年度には、なべ底景気によ

り国際収支が悪化し、財政投融資の引締等の財政事情により、建設

計画戸数は 3 万戸と若干減少し、 35年までは同数であったが、その

後の景気の立直りとともに 36年度から 39年度までは毎年 1 千戸 - 2

千戸別加し、 39年度には 3 万 6 千戸となり、実績においても 30- 39

年度の 10年間で30万7，163. 5戸に達した 。

昭和40年度は、それまて・の高度成長政策の反動から経済不況に見

舞れた年であった 。同年度の建設計画戸数は、当初 4 万戸であ った

が、景気対策の一環として、年度途中において 1 万 3 千戸の追加事

業が決定され、その結果、建設計画戸数は 5 万 3 千戸となり、前年

度より 1 万 7 千戸増と飛躍的な増加を示した 。

昭和41年度に入り、「住宅建設計画法」の制定に伴い、総合的な住

宅建設計画が策定されることになり、 41年度を初年度とする「第 1

WI 住宅建設 5 ヵ年計画」が決定され、 一世 帯一住宅を目標とし、量

の硲保に重点が置かれた 。最終年度の 45年度には 8 万 1 千戸となり、

発足当 H寺の 4 倍強の事業量となり、J t ! l問中の建設笑績も 33万 5 千戸

となり、建設計画戸数の 34万 2 千戸とほぼ 同数で当初の目標を達成

した。

第 1 期住宅建設 5 ヵ年計画に引続き、昭和46年度から第 2 期住宅

建 設 5 ヵ年計画が実施に移され、人口の都市集中、世衛の細分化等

に伴う新期の住宅需要を充足し、あわせて 50年度までに、おおむね

「一人一室」の規模をもち、適正な構造と設備を備える居住環境を目

標とし、初年度の 46年度は、当初 8 万 4 千戸であ ったが、年度途中

で景気対策として 4 千戸の追加事業が行われ、含めて 8万 8千戸で、

建設実績もほぼこれを消化した 。

しかし 、第 2 期住宅建設 5 ヵ年計画の期間中である現在はまさに

激励の i時期であり、公団は発足以来最大の試練の場に立たされたと

いえよう。

昭和40年代の前半から 、地方公共団体の抱える諸問題が表面化し、

これに加えて交通騒音、日照、風害、テレビ電波障害等が社会問題

として大きくクローズアップされ、地域住民の権利意識の高まりが

住民パワーという形で住宅建設をより困難なものとした。建設1"( も

年々増大してきたが、 47年末から 48年にかけての石油問題を契機と

して、建築資材、労務費が著しく高騰した。

昭和47年度以降、上記のような原因もあり、建設計画戸数の縮少を

余談なくされ、日召和47年度は、当初 8 万 8 千戸であ ったものを、 7

万戸に計画変更を行った。

昭和48年度、昭和49年度においても、年度途中での事業計画の変

更が行われ、それぞれ、 5 万 9 千戸と 5 万戸にな った。

関西支社では、表 - 2 に示す通り着実に実績を増やし昭和49年度

末までに、全国の約25% に当る 23万7，640. 5戸の公団住宅を建設した。

第 1 期住宅建設 5 ヵ年計画では、計画戸数 8 万 7 千戸に対し、達

成率93. 6% の 8 万 1，439戸であり、第 2 期住宅建設 5 ヵ年計画戸数10

3  



表一 1 住宅建設計画一覧表

建 2主 計 画 戸 数

公団住宅向

計 薗 名 計画期間1

総 戸 数 公よ的る伎資毛金に 主民il1設:1J戸自数力

計画決定

計 画 戸 数

住宅挫設 10ヵ年計画

昭和(年度)
(万戸9)  ( 万戸 ) ( 万戸 )

E1(1 1股1百3省0策1定的 ( 万30戸3)((6%3))  

30- 39 478 199.7 279.2 

住宅主s設 5 均年計画 32- 36 284 113  171 E1(2H設目3省2筑4定)  15.7 (5.5)  

新 住 宅 建 計 画設

5  "  ，年

36- 40 400 160 240 主1(1昭設3省5策8定)  18.8 (4.7)  

住宅建設 7 " 年計画 39- 45 780 320 460 
ｉｾＢ 高説明

43.1  (5.5)  

( 日目39. 2)

第5 一ヵ期住年毛計建画設 41- 45 670 270 400 
l証l 駁 決 定

34.2 (5. 1)  

("目41. 7)  

第5 二ヵ期住年宅計建画設 46- 50  950 380 570 

開 設 決 定

( 昭46.3)

( 注) r公団住宅の計画戸数」欄におけるカ y コ内は、 r挫殺計画戸数」に必ける「総戸数」に対する

当該計画戸数の比率である.

表 - 2

J市"
.. 

図 ー 1 公団住宅の地峻別建設戸数 ( 49 . 12 . 31現在)

型 式 昭和30 31 32 33 34 35 36 37 

民

単身向住宅 l  K  776 1，754 1，686 1，539 657 578 626 589 

一応也* 型 I  0  K  
。

412 3，935 

世

3，567 3，912  4，841 6，998 4，875 

貰
帯 ニ居住室型

2  K  2，520 2，973 4，400 1，993 3，013  1，386  2，231  1，993 

2  0  K  5，928 5，781 9，400 8，457 8，196 7，621  7，054 6，122 

向

3  K  296 516 3，914 3，902 4，021 4，046 2，880 7，147  

住 三回ーI経 型
住

3  0  K  480 65 617  539 186 1，508 511 1，265 

毛

四居住室型 4K以上
。 。

48 4  16 22 55 9  

毛

計 10，000 11，501 24，000 20，001 20，001 20，002 20，355 22，000 

分

単身向住宅 l  K  
。 。

136 
。

119  
。 。

世 一居住室型
I  0  K  

。 。 。 。 。 。 。

;o  
帯 二居住室型

2  K  928 88 
。

30 
。 。 。

2  0  K  1，591  1，032 336 
。 。 。 。

向

3  K  180 116 256 32 
。 。

96 

住
住 三居住室型

3  0  K  20 1，072 618  124 
。

36 108  

宅 四回世ミ室型 4K以上
。 。

6  26 22 60 180 

ム屯

計 2，719 2，308 1，352 212  141 96 384 

£ロ、
計 12，719 13，809 25，352 20，213  20，142 20，002 20，451 22，384 

( 注) 分譲住宅町戸数は、特定分設住宅を除いた戸数である 。
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万 4 千戸に対しては、約80% の達成率となる見込である 。 ちなみに、

これら陶西支社関連での公団住宅の居住者総数は約86万 人 ( 1戸当

り 3. 4 人) と 推定され、これは、堺市の人口を越え 、滋賀県の人 口

にとどくものである。( 参考 堺市人口 697，572人滋賀県人口 952 ，124人)

3)  住宅の質のあゆみ

イ. 住宅の規模について

「団地」 ーという言葉は、公団が発足してから一般に定着してきた

が、「団地サイ ズ」という言業も公団が生んだものである。限られた

予算の中で、その計画戸数を建設するための知恵であった。その予

算計画規模か ら見ると、昭和30年の賃貸住宅は 43. 0rげであり、 2 D

K が主流であ った。その 後いくらか増減はあるが、 39年度には 52. 9

M となり、 3 K 、 3 D K の比率が増加 してきた。

昭和40年度に至り 、「団地サイズ」の 解消 への取組が開始され、徐

々に実施に移されていった。しかし、高層住宅化 が進み、また平均

規模の伸 びがほとんどなかったため 2 D K 中心の線をくずす ことは

できなかったが、分譲住宅では、 41年度か ら特別分譲住宅制度 ( サ

ラリーマン向分譲住宅) が発足し、「団地サ イズ」であるが 3 D K 型

住宅が定着した 。

昭和46年度から始まった、第 2 期住宅建設 5 ヵ年計画の期間 には、

各種住宅の規模も徐々に増加し、最終の 50年度には 7 0 . 1 m' となり、

「団地サイズ」を全て 解消することができることとなると共に、分譲

住宅では 3 L D K 中心といえるようにな った。発足以来、寝食分離

を生活機式の中に定着させ、「一世伺: ー住宅」の笑現を目ざし努めて

きたが、さらに「一 人一室」など 、質の向上に努力を続けている 。

表- 3 平均住宅規模( 計画

ＨＱｾ 位戸 Ｉ

39 40 41 42 43  44 45 46 47 48  計

467 471 287 
。 。 。 。 。 。 。

241 9，671  

3，482 2，051  1，661 1，099 1，560 2，768 4，739 7，864 11，062 3，718 1，148  69，692 

1，360 165  45 46 30 455 15 15  
。 。 。

22，625 

7，778 11，028 15，636 11，797 13，977 17，843 22，731  22，291 30，103 18，784 12，275 242，802 

8，211 6，195 11，048 10，450 12，755 12，558 11 ，344 13，864 12，570 6，023 2，884  134 ，624 

1，702 4，074 7，862 8，608 7，666 9，093 10，201 6，980 5，193 3，981 4，049 74，580 

。
16  81  

。
12 

。 。
12 38 16  330 

23，000 24，000 36，620 32，000 36，000 42，717 49，030 51 ，000 58，940 32，544 20，613 554，324 

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。
255 

。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。 。

。 。 。 。
20 

。 。 。 。 。 。
1，066 

。 。
120 

。
987 733 

。 。 。 。 。
4，799 

24 80 
。

80 393 150 
。 。 。 。 。

1，407 

462 1，011 2，463 7，329 9，333 9，992 7，866 8，115  11，572 6，874 6，373  73，368 

318  429 2，711 2，591 1，267 1，008 1，934 1，385 963 1，960 1，892 16，752 

804 1，520 5，294 10，000 12，000 11，883  9，800 9，500 12，535 8，834 8，265 97，647 

23，804 25，520 41 ，914 42，000 48，000 54，600 58，830 60，500 71，475 41，378 28，878 651 ，971 
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ロ. 団地設計について

昭和30- 32年の 3 年間に、 157 団地、約 7 万 7 千戸の建設が行われ

たが、大多数が周辺依存型の小規模団地であ った。Ill:Hl135年頃以降

は郊外の大規模団地が主流となり、都市の生活関連施設一式を組込

んだ独向の完結した団地が建設されるようにな った。周辺依存型か

ら自己完結型へ、そして、昭和40年頃から、工場跡地等を利用した

商開発団地の建設が始 った。関西では、森之宮団地を第一号とし、

住吉、伝法、公園住区の千品、 ペアー住宅のある盟皇、ゴミの空気

輸送の森之宮;( 2)、などがある 。 これらは、既存の都市施設をも利用

しながら、盟臼な利便施設や、オープンス ペースを生み出し、密集

市街地の環境改善に資そうとするものであ った。

面開発団地

団地椛成で与は、 日ｾ明石在保によ っ て得られる開放的な空間 Ｑ がｻ主戸の

他の居住性の要素を保証することにも役立つため、現在でも居住性

の総合指標として、重要視されている反面、性能水準を平等に保証

する考え方は、全体として函一的な配置を生みがちである 。発足当

時はこれらの観点から、平行配琶を基準とした配置とな っていたが、

昭和 38年頃か ら、住棟のまわりに多様な屋外空間を取ることに重点

を置いた団地設計が行われるようにな った。団地の集会場や、遊び

場は地域の小コミュニティ形成の物的手がかりとして重視され、囲

み型配置など、グルーピルグ、コミュニティ作りが行われたが、最近

では、周辺既在住宅との融和を考慮、して、団地内にとらわれること

が少なく、周辺との融和を強制する配置、仔IJ えば、公園、広場; etc.

を団地周辺に配置するなど、周辺地区との調和に力を注いでいる 。

また、昭和37年ごろから、車の急激な普及を背景に、歩車道分雌を

行い、歩行者の軸に、遊び場、広場、植栽ス ペー スを取り込んで、

一体化し、団地の屋外生活の大部分を集約するような、多目的空間

として、設計されるようになり、昭和41 - 42年頃には一般化した。

一方、駐Zドー場も社会の要請が強〈、戸数比にして、昭和40年度は、

5 % であ ったものが、 45年度は 10% 、49年度は 30% と、のびてきて

いる 。

造図設計では、昭和41年頃、 1 ha当り 200 本程度の植栽本数であ

ったものを、昭和46年以降、緑に対する世論の高まりの中で、より

良好な緑の環境をっくり出すと共に、周辺地域とのスム ー ズな隔和

を意図して、緑化対策が強化され、この予算措置によ って1ha当り 600

本程度の植栽本数にまてて附加すると共に槌裁の手法でも単木、亨IJ 植か

ら自然、風を取り入れた1洋地設計が行われるようにな った。 また現在

では、既存の緑をできるだけ残し、自然環境の改変を最小限にとど

め、既存の緑、土壌などを笑施計画の中に可能な限り、反映させる

べく努力を続けている 。

ハ. 住宅設計について

一標準設計一

設計の目標を明確化し、設言十三子法、住宅の造りをそろえること 。

同種の設計による建物の反復生産から得られる反省を標準化され

た設計なら逐次フィードパックさせ、設計の質を高めていくことが

できる 。 また、ひとたび標準化された設計は、フィードパックにより、

設計の質を徐々に高めつつ、自動運転が可能となる ので浮いた設計

| 却を新たな開発に投入することなどができる 一方、公団住宅の立地

は大都市周辺に限られ、その入居者は都市中堅勤労者であり、住宅

の桃造設備は比較的高度で、建設形態は ー ヵ所大量建設であるなど、

一般の建築が個別的、分散的であるのに比べ、非常に標準化しやす

い類型をも っていた、等々の理由により、標準設計化の取り組みに

力を注いだ。 当初の標準設計には、本社で設計したものと、それを

もとに支社で地域性などを考慮して多少の修正を行 って設計された

支社標準設計とがあり、実|擦に建設されたものは、支社標準設計で

あった。 このようにして標準化の第 1 期が完成し、続いて全国統一

型 ( 63型 ) の登場を見て 、標準化第 2 期を終え、この H寺期から支社

で作成する設計はすべて特殊設計扱いとなり、普遍性の高いものは

本社において標準設計化し、本社標準設計の支社における手直しも

昭和47年度まで禁止された 。48年度に入札中層標準設計において強

か った設計の固定化傾向と画一感などが顕在化し、また、資材の需

給状況の悪化、施工方法の変化、技術水準の低下など、標準化の前

提内容の変更に類する条件変化が続出するに至り、標準設計を標準

化第 2 期設計ーから平面設計に関する標準化事項などを除いて、必要

に応じて標準設計を変更して使用する文字どおりの「標準設計」へ

移行した 。 さらに、画一化傾向を払拭するための一つの試みとして、

バルコニーおよび手すり部品の付替え、 73- 5  J 型にみる住戸、階

図 - 2
特 Ｗ ＳＭＵｾＭ Ｓｌｄｋ ー 分 特73- 5，J - 3LDK - 分

段室等の組替えによる f主棟形状の変化手法など、線L格化のなかで可

能なものについては、標準設計で対応する試みなども、あわせて実

施されるようにな った。

住戸の平面計画では、公団発足から、その型式を居住室+ D K と

して、呼称される 。 D K型住宅、いわゆる、食寝分離を指向してき

た。 その後、この考え方を「主たる住まい方」として、受け継ぐほ

か、「従たる住まい方」 として、第 l 就寝室を、 L 型 ( 公私杢問型 )

の住まい方にも、対応できるものとし、特に K 型については、 L 型

の住い方を「主たる住まい方」と考え、設計するようにな った。40

年から増加してきた分譲住宅には、居間を専有する L 型住宅の設計

がなされた 。42年度以降から、それまで 800 モジュールを 900 標準

モ ジュールとなり、賃貸住宅についても、量産工法住宅を中心に実

施し、 49年度に至 つては、全住宅について実施した 。 また、 47年度

に至り、老人対策住宅として、( 複合家族用住宅として) ペアー住宅

( 盟里住宅) の供給を始め、 1 団地の中で離れた 2 戸を組み合わせ

て賃貸する方式も、検討されるようになり、住宅供給の論理と実態

の隔りは、より柔軟な住宅の管理体制の導入とあわせて 、解決の方
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前l をとった 。

また設備等では、昭和31. 1 : f 三には洋風使器を採用し、昭和33年には

ステンレス流しを自IJ 作 採用するなど、その後も、昭和40年、 B F 釜

ホーロー浴槽、 H召和45年遠隔指示メーターの保則など種々の改善が

行われた 。

図 - 3 技術開発のあゆみ

iF 三

i己三三

川

町

4)  宅 地 開 発 の あ ゆ み

住宅用地の 11日発については、当初大都市周辺に母都市の都市計画

一 広 域都 市 計 画ーを考慮した住宅用 地を建設することにし、第 11tH

工事として 15地 区の開発に新手した 。 関西では、| 日| 控算用地の枚方

市香里、池田市五月ケ丘、堺市| 古l ヶ丘、神戸市東舞子等がこれに当

り、これらの地区の開発は、大i誌の住宅用地の供給と健全な新市街

地 の 造 成 を 目 的 と し 、 先 貸 方 式 の 土 地 区 画 雄 理 '10 ; 業により行われた。

これらの地区は、大半、公団中層住宅を団地の伎とし、その周辺に

戸 建 宅地を配世する方式がと られてお り、現イ仁では環境の良好な住

宅地として、居住者の好評を利ている 。

昭和 30年代後半に入ると、さらに人口の大町11市への集中が許しく

なり、住宅用地、また工業用地の諒要は増大の一途をたどってい っ

た 。 このような ｾ ｆ 態に対処するため、また、住宅用地に ついては大

誌の宅地を供給するため、者11市として独立に機能する大規棋開発を

行うようにな った。 中部地区の日放寺ニュータウン、関西での平城

地区 の ｉｾ 日発等 である。さらに悶においても、 比較的短期間 に計画 的

に大量に宅地を供給し、宅地の湾要に対応するため事Ir しい手法とし

て、昭和 38年 7 月、新住宅市街地IjfJ

発法を制定した 。 公団関西支社の第

1 号 は 、 和 泉 市 に お け る 鶴 山 内 団 地

である。

昭 和40年 代 に 入 る と 、 大 都 市 周 辺

の既成市街地はさらに都市化の波を

うけ、開発適地は減少し、また地価

は著しく高騰した 。 この地価の騰立

は地主の売摘しみを誘発する等、大

都 市 周 辺 で の 団 地 取 得 は さ ら に 悶 雌

になってきた 。力I l えてこ の当11寺より、

人口集中、団地開発による地方公共

団体の財政問題が表面化し、 '1¥;佐の

illi 捗は困難度をましてきた 。 この時

期 で 開 発 に 着 手 し た も の は 、 京 都 府

八幡町の男山、神戸市の新多 Il f I 、奈

良県高陵町、香芝町等があるが、い

ずれも現夜、 ＧＱ Ｐ［［定は継続 ｉｾｊ である 。

近郊地域の |J日発 が 困imとな ってく

ると、新しい開発地としては、従来

より外側か、文は交通機関をも含め

た総合開発にならざるをえないため
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表- 5 宅地開発地区一覧表

膨大な投資を必要とする。この投資効率を高めるためには 、 大 規 模

開 発 を行うことが望まし く、40年 代 中 期 以 降 は 従 来 に も ま し て 開 発

地区は大規脱化して きた。

特に 500 haをこす北侠地区では、むしろ独立した都市で、公園、

上下水道、小中学校と幼稚園等の公共地設の整備はもちろん、高等

学校、公民館、児童館等の教育文化施設、総合病院等の医療施設も

必 要 に 応 じ 確 保 につとめ 、都市的施設の完備した大規模宅地開発の

推進を図 っている。

図 - 4 宅地開発計画 ( 49. 12 . 31現在)

着手

年度

〔総事業費〕 市: コ
〔施行面積〕

地 区 名 所イ正 J血 下

法 随 行

而 w
，n  画

地 区 名 所{ E 地 手
法 施 行

面. f i 't

計 画

主 体 人 口 主 体 人 口

ha 

8，80人0  185h.6 a  32，00人O  
JiJi ヶ丘 池 111 Ji i  区闘幣理 池問 ili 52.7 八 中市八崎町 区画笠理 公 団

南 芦 屋 市 liiJ 上 公 団 31. 8  3，700 エ 新 多 ↑1f J 神戸市 同 上 公 団 193.4 35，000 

Jt li'l ヶ丘 早i 市岡 上 向 上 75.2 13，700 iii 合 神 戸 市 同 上神戸市 238.8 35，000 

末 降 F 神 戸 市 問 上神戸市 41. 3  6，400 光 明 池 和 泉 市 新 住 公 団 127.8 15，000 

i'i' 笠 枚 方 11i Ifi J  上 公 団 155.2 25，800 金 剛 来高閲林市 区画盤理 同 上 230.5 40，000 

-(，¥ 雄 奈 良 市 Ifi J  上 向 上 71.7 9，300 中 平 減 奈 良 市 同 上 向 上 348.7 43，000 

湖南 Ｈ ｾ Ｉ 中西町 Ifi J  上滋賀県 291. 5  13，000 工事中 計 1810 283，000 

了イF

狭 山 町

[ii J  上 公 団 216.4 31，000 

(: i f 減川 木津町

区間務理 公 団 264.2 32，000 

剛' i ) ; H] 林市 'Ii 相 楽 精 華 町

鈴 南 台 神 戸 市 同 上神戸市 136.1 18，000 

業

北神戸 1.2.3 神戸市 同 上 岡 上 502 75，000 

完 了 計 1071. 9  129，700 北 mu主) 三 田市
新 住 向 上 603 65，500 

回

工

的山 ft ;tt 泉市 新 i主 公 団 77 .9 16，000 

作

ｾｴ 打ｾＨ 1  )  Ifi J  上工業団地 同 上 143  

li 大久保束
明 石 市 区闘技連 兵庫県 109.6 17，000 成 藤 原 神 戸 市 区画務理 同 上 280.7 36，000 

中 ｴｬＺｾ ヶ丘
香 芝 町

Ifi J  上 公 団 297.8 50，000 中 ｾ ｴ 恒｝作戒中計 1792.9 208，500 

広 陵 町

作 ｾｉＧ 4，674. 8 ha  人口 621 ，200 人 ※他に用地口収rl.'数団地あり



2. 今後の方向

1  )  開発について

住宅建設も、 30年代における地方公共団体との蜜月時代、続いて

所得倍増計画によ った高度成長H寺代の人口集中 11寺代を経て、現在は

低成長福祉H寺代へと時代は大きく変わりつつある 。そのいずれの時

代でも、常に住宅建設の必要性はとなえられてきた 。 しかし、現実

は財政問題を背景にした地方公共団体の“ 団地お断わり" 等 、情勢

は非常にきびしいものがある 。 なぜ、いずれの時代の流れにおいて

も、必要性が叫ばれている住宅建設が進まないかを考えてみたい 。

これの主因は、 l つは財政問題、 2 つめは地域開発計画との調和

というが、新規団地とイF米団地との奥手[1点であろう 。!j 成後から 30年

代までの住宅開発は、既成市街地の一部で行われていたが、だんだ

ん規模が大きくなるにつれ、周辺の公共施設の充分でない山林地帯

に、用地を求めて開発していき、その結来として開発に関: i f する公

共施設の必備をめぐ って、受' 入側の市町村との聞に種々の問題を生

じさせている 。

現在のところ、公共施設の繋備は原則として市町村の義務事項と

されている 。大都市周辺の都市は、大なり小なり開発が進んでいる

が、住宅団地が進出することにより、これが急速に進み、それに対

応するためには、短期間に相当量の公的施設を整備する必要が生じ、

多頒の資金を要する 。 この財政上の困難に加えて、開発地区の住民

は、既夜住民に比べて全〈呉質で、その社会的要求も在来住民と異

なっており、権利意識も強〈、その要求の出し方も強烈であり、新

しい行政サ ー ビスを要求する 。 そして新住民のために作られたが「し

い施設は、収在住民の悶イE施設に対する不満を H乎び、その整備をも

行わねばならないことになり、この過程で住民感情が悪化するなど、

好ましくないことが起 っていく 。

地方公共団体の仕事は、地方公共の秩序を維持し、住民の安全、

健康、福祉を保持することにあり、住民全体の豊かな生活 ( 精神的

にも物質的にも ) を目襟にして行政を行 っている 。 そして地域開発

は、本来、地方公共団体が、その目標にあわせて、その地域の価値や

位置づけ、将来計画などから総合的に行わねばならないものである 。

しかし、大都市周辺における人口の集 中は、その周辺の術生都市に、

好むと好まざるにかかわらず、大規模の住宅開発を生じさせること

になり、結果的には時代の波におされ、大きな財政需要とさらに異

質の新住民により、行政サービスの質の転換を余談なくされ、その

対策に苦慮する立場に立たされているのが市町村の現状である 。

これらの問題に対応するため、市町村1l!1J ではいわゆる宅地| 持l発指

導要綱を制定し、これにあたろうとしている 。公的住宅建設側でも、

財政需要に対応するためには関係各省と協議し、公共公益施設につ

いては、補助金の要請、事業費の立替等を行 っているが、これでは

十分ではなく、まだまだ地方財政に与えている影響は非常に大きい 。

この問題の解決には粍々の難かしさがあるが、今後、これらの財政

負担について、一考を婆することは間違いない。 しかし、恨本的に

いえることは、国は住宅団地に対し、特別助政策をとり、媛助対象

の拡大、宇il i助率の引上げ、地方財政の付与等を考慮し、財政而で手

厚く面倒l をみるべきであろう 。

しかし、また一面、見方をかえると、通常住宅進出を予恕される地

域は、おそかれ早かれ都市化はまぬがれないところである 。 これを

現状のまま政置して、自然発生的な市街地( スプロール ) が生じる

ことを考えるとき、公的機関による基幹者11市施設の整備された団地

の設定には、これを輸にして計画的な都市化を推進することは、非

常に重要であり、かつ有利であろう 。

このように、住宅開発が、長い目でみて好ましいものである限り、

現在の負担能力を理由に、これを拒否したりせず、むしろ固に対し 、

現体制の中での負担力の増大: を求め、積極的に公的機関のもつ技術

力、資金力等を利用し、新しい地域開発を行う方に役立ててほしい 。

また開発者1WJ としても、在来の住宅団地は、ただ単に住宅のみを

建設すればよいとする傾向があり、これも地域計画を混乱させた l

つの原因である 。今後の団地建設計画は、地方公共団体の総合計画

にそ ったものであることが第ー である 。公共公益施設の挫fj i i J につい

ても、団地自身のもののみでなく、その市町村の将来計画に合致し

ていることが必要で、また、その周辺が者11市化を予想されるときは、

それらも含めて総合的な施設等を考慮するなど、総合計画、地域環

境整備計画にそ った形の住宅団地である必要がある 。

現在の都市に人口集中を起こす高度成長政策については、秘々批

判があり、多くの修正案が提案され、現笑には低成長 11寺代へ入りつ

つある 。 しかし、現実には、大都市周辺は依然として人口がT MJJl し

おり、また不良住宅の建替、住宅の質の向上等に対処する必要があ

る以上、住宅建設は不可欠である 。 それを考えると、地方公共団体

の地域環境盤側i計画に従い、良好な都市環境を造り出す公的住宅開

発は、むしろ市町村にとって喜ばれる仕事であろうと怠 っている 。

今後の公的住宅開発機関は、それのもつ技術力、資金力を生かし、

市町村と相協力してよりよい街造り、住宅造りを行 っていくべきで

あろう。

2)  設計について

発足以来20年をあゅんできた経験は何ものにも換えられないもの

である 。 それらを生かすも殺すも今後の課題である 。一応、世帯数

に見合った戸数は充足されたが、住宅の質の面では、未だ、その域

を出ていない 。

新たに、 flti 'f 日51年度から発足される第 3 期 住 宅 建 設 5 ヵ年計凶l

では、今、国を初めとして、地方公共団体で計画の策定に当り、色

色な見地から住宅の見直しを行 っておられ、当公団も、その計画に

は種々の計画目標を立てなければならないが、住宅の註より 'I 'l の時

代に入ることは言うまでもない 。住宅の質とい っても、現在、 一番

問題となっている広さ、規模の外に、設備の商を含めて居住性のレ

ベルア ップが問題となるであろう 。

住宅規模では 、20年のあゆみの中でも、後半に入り相当の規快増

が行われ、大型住毛のしめる ;III J今が増加してきて、的山台団地の 3

L DK、 4 D K、男山団地の{ 民層 4 D K、また、ハウジング、コンペを

行った泉北 O 団地も 4 L DKなど、大規模住宅の建設が、目じろ押し

となってきた 。

図 - 5

また、設備面でも、暖房給湯等の稜々の設備向上がなされてきた

が、今後の方向として、広さの面では、本城提案にもあるように、

その規模を約90m' を目標とする 一方、ライフサイクルに合った住宅

の住替えをも考えられなければならないと思う。

住替えについては、ひとり公団住宅相互のみならず、公営、公社

住宅を含む公共住宅全般を対象とし、所得階層5 . J Jj ( エアーポケット

のないＩ、家族 ｾｗｴ 成 Ｕｊ ｉｊ の住替がて・きるようにしたいものである 。
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また、既存の「団地サイズ」住宅て¥しかも、小規模な住戸につ

いては 、 2 戸を 1 戸の大型住宅に変える等の措置など、最近話題と

なってきた既存住宅の増築をも環境等の恐化につながらない限り、

前向きの検討がなされることになろう 。

設備面 では、 1I! J ，t 房給湯( ゴミの! 発熱利用 ) にとどまらず、現在研

究がなされている省資源のための中水道、太陽熱利用等の実用化促

進は、ひとり公団のみものものでなく、回全体にかかせないものと

なってきており、ますます新しい試みが必要とな ってきている 。

その昔、上水を率で給水していたものが、 パ イプ給水に替り、汚

水処理においても、現在、車 ( パキューム111) で処理しているとこ

ろも多いが、それも、近年全て、公共下水道等によるパイプ輸送に

替るごとく、ゴミの処理も 、現在の集塵卓 ( ロードパ ッカー車 ) が、

全てバイプ輸送に替る時代がくる本は、予 illlJ し得ると思われる 。 そ

のトライアルが、森之宮(2)団地のゴミの空気輸送である。また、ゴ

ミを、焼却場 とパイフ・で直結し、その焼却平熱で住宅の暖房を行う

など、公益的施設への辺元は、処理場、中水道 と似て、 巴か ら出た

ものは、それ自身で処 理するというように、 他 の者 ( 所 ) への依有

が問題 とな っている今日、どうしても実現されなければならないと

考えると共に、国の補助体系の確立を 一 日も早〈望むものである 。

その他、 住宅建設に伴う周辺への修平'' l l では、日照. 障害、テレビ電

波障害、風筈など、新たな問題を提起しているが、どれをと ってみ

ても、解決の方法の定説はなく 、 とりわけ風害については、具体的

な因果関係の究明など、これからの問題として 山積し ている 。 なか

でも日照については、半IJ 例 など、数十件におよび一応の方向が見出

されたが、未だ、問題は 多種多様にわたって 一般解決はない状況で

ある 。

また、テレビ障害においても、新宿のピル街の影響が、遠〈千葉

方面まで延びて、手のほどこしょうがないとの、報道があ ったが、
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公団でも 例にた がわず、大きなものでは影響戸数が 1 万戸にも及ぶ

例も出ているのが現状である 。 ニュータウンでも、住宅棟相互での

電波障害などが起 っており、被害者が原因者にもなるという複雑な

ものとな っている 。 このようなことをさけるため、 CAT Vのf采用に

ふみ切 っているものが出てきている 。公団においてもこれらの検討を

今後進める こと が必要となろう 。

そして、風害にいた っては、 具体的な対策方法が確立されていな

いが、これまでの配置技法に加えて、たとえば、低層から高層まで

ミックスさせるなど、新らしい空間化の手法が求められる 。

おわりに

大都市への産業、人口の過度集中が種々の弊害を生み出している

ため、人口の集中を抑f I j I lするという議論が以前から展開されている 。

そして、そのため種々の策がとられているが、いずれもその緒につ

いたばか りで、そ の効果が現れ るには、 相 当の 11寺聞を要する であろ

ヲ 。

その聞にも、世帯分離や住宅の老朽化が進行し、あるいは、住水

準の向上に伴い、相対的に狭い過密住宅が増加するなど、良質な住

宅に対する需要は、当分衰えをみせることはないと恩われる 。人口

集中抑制論、大都市改造論などは、それなりに意義があるとしても、

現在の住宅需要を満たすためには、地道な施策を粘り強〈進めるこ

とが必要である 。 それには適切な計画と、施設整備を伴 って、既成

市街地を再開発するか、または市街化する区域を外周に発展させる

かのいずれかしかない 。

再開発と外延的発展は、いずれも公団がすでに実施してきた事業

である 。確 かに戦後の経済発展が、社会資本の充実をあと回しにし

てきたため、そのひずみが、公団の事業の遂行に大きな障害とな っ

ている 。 しかし、その状況を悲観的にとらえるばかりでなく、問題

点の所在を 明 らかにし、その解決を早めるように努力することこそ、

公団に諜せられた使命であろう 。

事実 、公団事業を通じて問題があ らわれ、解決に進み出した事がら

は数多くある 。公共公益施設の整備に 対する国 の助政策の拡大は、

その最も大きなものであろう 。

また、今後においても、公団が積極的 に改善を要製していくべき

事がらは多い 。関連公共施設の盤備にかかわる国の補助、地方修[ お

よび地方交付税の大幅な改善、開発者負担規準の明確化 、関連公共

施設整備費用の立替制度 の改善など、いずれも早急に措置を講じる

必要があろう 。 これらの 一つ ずつは、そのまま地方公共団体の団地

お断り論の緩和に速なるも の である 。公団の開発を受け入れること

が決してマイナスにな らないような条件づ くりこそ、現状打開の最

短距離といえるのではなかろうか 。

一方、公団においても配慮すべき問題がある 。 たとえば施設整備

水準の一層の向上、公団団地のコ ミニュティ焔設の整備、団地景観

の調和 、規模の問題 、住宅性能の 問題、 家賃の問題等、公団に対す

る種々の指摘、批判も多い 。公団は 、 これらについての意見を謙虚

に受け 止め、理想的 なコ ミニ ュティの形成を目ざして、たゆみない

前進を続けていきたいと考える 。

公団はこの 20年間、大都市地域での、住宅、宅地不足の解決に全

力をあげて取組んできた 。 しかし、この| 剤、経済の高度成長、これ

に伴う都市の急激な発展という巨大な流れに対しては、必ずしも十

分に対応し得ず、ややもすれば、これに抑し流されようとした、と

言える商もある 。

しかし、今20周年を迎えて、住宅生活環境の繋備に対する国民の

期待は、非常な高まりをみせている 。 この時期にあたり、国の住宅

政策の重要な担い手である住宅公団は、その責任の重さを思い、国

民の期待に こた えるよう努めていきたいと考えている 。
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③ ⑬ ⑫  

聾 里 市街 地 住 宅 A - D地 区

⑪ 聾 里 市街 地 住 宅 金 景

( 設計 束 畑 建 築 事 務 所 )

日本住宅公団関西支社

昭 和49年工事優良施工表彰業者 ( P R )  

八 幡 地 区 第 6 エ 区 整 地 工 事

日本国土開発株式会社大阪支庖

光明池地区和泉市公共下水道汚水幹線築造その 2工事

大阪市東区北浜 2- 22 (三井信託ビル)

T  E  L  (06 )  231 - 2564(代表)

大阪市北区待問 2 (第一生命ビル)

三 菱 建 設 株 式 会 社 大 阪 支 庖 T E  L  ( 06)  341ー 71れ(代表)

新多聞団地センタ一地区造成 その他工事

株 式 会 社 今 西 組

iiij 諮問鵠12E童話22F

旭 化 建 工 業 株 式 会 社

大阪市天王寺区上本町 7- 2- 1

T  E  L  ( 06)  7 7 9 - 3 3 6 1  

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 38

T E L  ( (あ) 371- 6555 - 7  

ロ

回目

新 多聞 団 地 B C 地 区屋内 外電気工事

沖電気工事株式会社大阪支庖

新 多 聞 団 地 H J 地 区 屋 内 電 気工 事

京 阪 電 気 興 業 株 式 会 社

豊 里 市 街 地 住 宅 A 地 区 電 気 工 事

三和大栄電気興業株式会社大阪支店

( 別) 新多聞団地 A 地区屋内 外電気工事

西 宮 電 機 工 業 株 式 会 社

(順不同)

大 阪 市 東 区 安 土 町 4 - 10 

T  E  L  ω6)  261- 9136(代表)

大 阪 市 旭 区 中 宮 2 - 13 - 24 

ω 6)  951- 3271( 代表)T  E  L  

大阪市淀川区西中島 4 - 2  - 21 

( 06)  301- 1261( 代表 )T  E  L  

西 宮 市 池 田 町 13 - 9  

(0798)  34 - 1  1  8  5  T  E  L  



昭和49年工事優良施工表彰業者 ( p R )  

新 多 聞 団 地 l 地 区 屋 内 電 気 工 事

大阪市東区今右! i i 2  - 16 

松 重 電 機 株 式 会 社 T E  L  ( 附 2 3 1 - 6 9 5 1 - 3

小 栗 栖 団 地 A - C 地 区 屋 内 衛 生 工事 京都市右 京区西院西 田町30

株 式 会 社 大 鳥 居 工 業 所 T E  L  ( 075) 313- 2191( 代表)

大 阪 南 港 高 層 団 地 衛 生 そ の 他 工 事

大 阪 市 北 区 宮 田 町 16

株 式 会 社 三 晃 空 調 T E  L  ( 削 363寸371 ( 大代表)

新 多 聞 団 地 K L 地 区 屋 内 衛 生 工 事

大阪市大淀区中津南通 4 - 11

株式会社西原衛生工業所大阪庖 T  E  L  ( 侃) 458- 353l ( 代表)

@迂1xl } 醍 醐 石 田 団 地 高 層 G 地 区

( 1主計 共同官文書十)

新 多 聞 団 地 G ，H  I 地 区 造 園 工 事

株 式 会 社 植 捨 組

新 多 聞 団 地 L M N 地 区 造 園 工 事

( 順不同)

社 伊 丹 市 荒 牧 宇 山 道 10 - 1

-g- tr:; 所 宝 塚 市 設 省 丘 2 ー 1 - 8

T  E  L  ( 0727)  8  1 ー 1 5  3  6  

T  E  L  ( 0727)  59 - 9505 ・7651

大阪市西区千代崎町 2 - 17- 10 

関 西 植 木 株 式 会 社 T E  L  ( 侃) 581- 3 ω l ( 代表)

新 多 聞 団 地 J K 地 区 造 園 工 事

伊 丹 市 荒 牧 東 晶s 悶 7

田 中 建 設 株 式 会 社 T E  L  ( 仰7 ) 8 1 - 1 6 5 9

小 栗 栖 団 地 A B C 地 区 造 園 工 事

尼 崎 市 田 能 1 1 4 9  

株 式 会 社 辻 本 龍 松 園 T E  L  ( 附 491- 9307( 代表)
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日 本 住 宅 公 団 指 定 壁 布

古 く 新 し い サ イ コ ー ク ロ ス

全 国 各 地 に あ る サ イ コ ー ク ロ ス

世 界 に 拡 が る サ イ コ ー ク ロ ス

建 材 に 拡 が る サ イ コ ー ク ロ ス

サ イ コ ー は 原 糸 よ り 最 終 製 品 迄 一 貫 生 産 販 売

し て い る 業 界 唯 一 の 存 在 で す 。

ザ4 ヨ ー 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 京 区 南 本 urr 1 丁 目 22 帯 地 ( 第 2 サ イ コ ー ビ ノ レ )

T E L  大 阪 ( 06 ) 261 - 9671 - 9677 

東 京 }南 東 京 都 台 東 区 台 東 1 丁 目 22帯 地の 4 ( 第 1 サイコービノレ)

T E L  刃ミJj1; ( 03 )  833 - 8571- 8575 

名 古 屋 唐 名 古 屋 市 中 区 西 境 H汀 3 丁 目 25 番 地 ( 丸 田 11可 ビ ノ レ )

T E L  名 古 屋 ( 052 ) 262 - 7846- 7847 

製 造 部 門 梶 田 工 業 株 式 会 社

本 干 上 京 都 府 相 楽 郡 加 茂 町 大 字 北小 字 船 屋 3 番 地

製 i生部門 サ イ コ ー 化 エ 株 式 会 社

本 社 滋 t.:t ｾｲＮ ｬ 栗太郡架束 ＱＱ Ｑ｝大 字 小柿 Ｕ ＷＶ 番地



タ フ ネ ス 防 水 仕 様

フ ジ シ ー ル 防 水P C仕 様

昭 和 石 油 ア ス フ ア ル ト 株 式 会 社

東 京 東 京 都 品 川 区 南 大 井 1 - 7  - 4  Tel  03- 761 - 4271 計。

大 阪 大 阪 市 北 区 締 回 目T 27 産 経 ピ ル 九1 06 - 341 - 6395 

名 古 屋 名 古 屋 市 中 区 丸 ノ 内 1- 17- 19 長 銀 ピ ル Tel 052- 231 - 6568 

新 潟 新 潟 市 平 和 町 4 Tel 0252- 74 ー 756 1

福 岡 福 岡 市 博 多 区 綱 場 町2 - 2 宿 岡 第 一 ビJ レ Tel 092- 29 1  - 0008 

建 設 省 東 計 振 発 第246号 認 可

毎夕/ コ、ムフフスファJレト防水工事業協同組合

昭和石油アスフd レト株式曾従

1 5  
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1 6  

⑮ 

東亜アスフ到Lト 陥ll[

年 限 仕 様

近代アスフアルト防水工法に即した

ビニボンデル

乾 式 法 に よ る 合 成 長 繊 維 不 織 布 ( ス パ ン ボ ン ド ) を 骨材 と し た ル

ー フ イ ン グ二 層 分 を 特 殊 工 程 に て 貼 合 し た 積 層 品 で す 。

この程の芯材としては均質強靭で、、加えて引張り強度もあり、

且 つ伸 び 率 抜 群 で 柔 軟 性 が あ りま す 。 特 に 原 布 の ス パ ン ボ ン ドは

長 繊 維 で あ り 多孔 質 の た め ア ス フ ア ル ト 浸 透 率 お よ び 含 有 量 も 大

で 、 ア ス フ ア ル ト 防 水 層 の 骨 材 よ り 一 歩 進 ん だ も の で 製 品 そ の も

の が一 つ の 防 水 層 と い え る も の で す 。

， ・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・ ・・・・

一 'l 〆

.. 

イルミ ナイト制立→ 不織布- l ;: 

l ヲ

l 〆

L- - . . . . - . "/_ 

"  

忽w

ｾ＠

'. 
l・ー

， 
， 
， 
， 
， 
， 
・ .

ト一一→ー特殊アス フアルト

・ l• 

.  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .  .. .  .  .  .  .  

近代建築様式に適した特殊ルーフィング類

. ビ ニ ボ ン デ ル . T Nグ ラ ス シ ー 卜

( 合 成 長 繊 維 不 織 布 積 層 品 ) ( グ ラ ス 繊 維 不 織 布 )

・T Nパ ワ ー シ ー ト
. T Nコ ー 卜

( 合成長繊 維 不織 布 ) ( 特殊 コ ン パ ウ ン ド)

・T Nス ポ ッ ト

( 穴 あ き 砂 付 グラ ス 繊 維 不 織 布 )

. 建設省計振発第55号認可

東亜アスフアルト防水事業協同組合

〒581 大阪府八尾市南太子堂6丁目 4- 27 TEし 0729- 23- 3921 

名古屋連絡所干462 名古屋市北区長喜町4丁目 1 東亜工察側内 TEL. 052-99ト将55

和敬山連絡所干640 利政山市寄合町1 ( 腹井松ピル内) 興陽章旗側内 TEL.0734-22-3705 

広 島 連 絡 所 干733 広島市舟入町7-9 丸福建材工察側内 TEL 成立2-32-6155

北 陸 連 絡 所 干921 石川県金沢市入江町イ 20番地北国防水エ操センター内 TEL. 0762-引 -0759

1'('.，' Ｎ Ｎｾ印ルーフィング 薦室主業株式曾示士
、区与， 本 社 〒581 大阪府八尾市南太子堂6丁目 4-27 TEL. 0729- 23-3921 

. . ; 主税



住宅部日工業化のパイオニアと

し

て

建

生

庄

の

近

代

イじ

を

担

内装システムの一貫性をテーマに・・…・

〈住 む 人 の 身 に な っ て 〉

よ り 良 く 一一一品 質

〈造 る 楽 し み と し て 〉

よ り 早 く 一一一施 工 性

G主 文 の 味 わ い を も っ て 〉

よ り 安 く 一一一 コ ス ト

ト ー タ ル シ ス テ ム と し て の 内 装

天井 ・壁 ・床 ・開口音11など、こ

れら名苦11位を例別に考えるので

なく、百Illi 全体を一つの部位と

して、 トータルの中から、機能

性 ・居住僧など全る特性を追求

しています。

パネ協は、現在公共住宅などで

採用されているパネル組立方式

を最初に開発した内装施工技術

をさらに前進させています。

工 業 化 の た め の 部 品 ・ 部 材

〈公団住宅〉

9 ゐ

。本所・本所分室

0 支 所

- 出張所・その他

一つ一つの部品・音11材は 一見何

んでもないようですが、内装シ

ステムの中から生まれたもので、

内装工事での重要なカギをも っ

ています。パネ協創立の第一目

標に掲げたや建築生産の近代化。

は、現場一品生産方式から各部

材を工場で品産し、施工の省力

化、品質の安定、コストの引下

げを行ないます。

パ ネ 協

日本住宅ノマネル工業協同組合

-

つ
グ
• • 

大 阪 支 所 大 阪市北区富田町46 (第 2 富田町ピル) f r06 (313)  3321代 干530

1 7  
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丸菱油化の責任施工

内舛装高級吹付仕上剤

_ } - ぺ) ) 1リ乙p

J - ぺ) ) I : : J - ' ト

γ 』トヲイＩｾ

ｽＭべ ｊ ｝ｉｾこ ｊ 勿Ｂ勺イＩＩ［

} - ベルヲ，弓ゅfフヌヲイル

丸菱油化工業株式会社

建 剤 事 業 本 部 大 阪 市 北 区 芝 田 町 57 (西 阪 急 ビ ル 5 F )  〒530 T E L  (06)  372- 5431 (代 )

本 社 ・ 工 場 大 阪 市 都 島 区 友 測 町 3 ー ア ー 1 2 干 534 T E L  (06)  928 - 033 1  (代 )

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 丸 之 内 3- 3- 1 (新東京ビ j レ5 F )  〒 100 T E L  (03)  Ｒ Ｑ ＲＭＸＸＶＶｾＸ＠

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 中 村区笹 島 町 ト22ト2 ( トヨタビj レ6F ) 干 450 T E L  (052)  561 - 4251 ｾＴ＠

福 山 営 業 所 広 島 県 福 山 市 昭 和 町 6 - 27 干 720 T Eし (0849) 2 2 - 3292・3260



明 研 の 内 外 装 防 水 化 粧 用 吹 付 塗 装 材

④ エ マ ル リ シ ン 11二本庄川 セメン卜 11大付材ー

⑮ エ マ レ ッ ク ス リ シ ン 合 成 樹脂 エ マ ル シ ョ ン砂 壁 状

ＱＱ 欠イ寸材 ａ ｾｊ ｉ

。 エ て7 口 J レ 令 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン砂 壁 :1犬

l吹付ー材 A # l

⑬ エ マ ル ス キ ン 令 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン砂 壁 状

11欠付ー材 B まJi

⑤ メ イ ケ ン リ シ ン セメ ン 卜 系 佐 合 型 吹 付 材

( 厚l次型 )

⑤ プ レ ハ タ イ ル セ メ ン 卜 系 複 層 快 保1次付材

⑥ エ
で7

ト ン 被府中 ｾＱ 活 ｮ 火付材

( 作 成 樹 脂 エ マ ル シ ョン 系 )

⑪ エ

i ゲ

ｾＴφ ・ ｊ

⑩ y  

て7' ト
、ソ フ

① エ マ ジ ュ ラ ク

① エ
で司F カ

、ソ
ト

⑮ エ マ ー ソ フ 卜

⑤ エ
て7 J レ ヨ二 ポ

⑩ エ
て7 ロ ツ ク

作 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン 砂 壁 状

H火付材 A 類

作 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン砂 壁 状

n欠イ寸材 A 委員

イト成樹脂エマルシ ョン 砂 壁 状

n欠付材 A 類 ( 厚 n欠型 )

介 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン砂 壁 状

ｬ 次イ τ ｪＭ材 ｃｾ ｜ 長

絞 府 税 様H欠付材

反応硬化型合成樹脂エマ ルション系

作 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン 砂 段 状

11欠付材 B 類 ( 厚 11欠型 )

圏
建 築 用 吹 付 壁 材 ・壁 塗 料

の 総 合 メ ー カ ー

明研化学工業株式会紅

本 社! 日 J.1 idi Ji i 江，，-，谷 II1f888t存地 ( 078)928 ー 3456間

約 : 工 場 事11)  i  di  垂 水|玄T t l両jlllf 野 '1' 'j-:: ｾＧ，Ｇ［＠ 'i 'i 5  6  4  

常業所大阪 ・ 米 ｊ ［ｴ Ｇ ｾｬｩ￮｢ｩ Ｇ μ 、 ＩＺ，Ｉ "机 阿 見i:イE所i J I l fi 

19  



現代ビルに要求されるメカニカルな機能美、

続出性や悦i lI性、短期工法など構造技術の

進 ) t に、 Y K K ビル用アルミサ ッシは充分

に応えています 。

'i行にtliJ :なと技術の追求を続け、居住性の高

い伝 ｾ ｩｓｩ される製 品 を生産してお り ます 。

. . ) 1 5 表示許可工場ω A4706 : K. )  B 製作認定 工 場

・B L マー ク認定製品( 防音サ ッシ ・手摺ユニ ッ 卜)

V K K  ｾＩｾｦｦｬ ｐ Ｎｬ ｌ］＠
吉 田 工業 株 式 会 社 吉 田 商事 株 式 会 社

本 社 / 東 京 都 千 代 田 区神 田 和 泉 町 1 f i  ( 03 )  866 ー 7241

支 庖 / 大 阪 市 東 区 両 倖11汀1 一 2 f i  ( 06 )  942 - 2351 

生 地 工場Ｏ日 山 ｾ黒部市吉田 ＲＰＰ f i  ( 0765 )  56- 8500 



昭和50年度 茶室見学会( 第 1 回)

4 大徳寺の茶室見学の会( 1  )  

恒例の茶室見学は本会名誉会只の問凹孝男先生の御案内により、

京の茶室の宝庫といわれる大徳寺を 2 回にわたり見' 宇:することにし

ました 。 多数のこ' 参加l をお待ちいたします。

1 . 穣光院の密庵 ( 国宝) 密庵は日LJII I占半台目、下座床、 中柱 、 台 目 切

密庵床っき 。 江戸 H寺代初期、小編遠州、|の好みです。

2 玉林院の蓑庵と霞床の席 妥庵は三帖中板、下座床、中柱、台目

切り ( 重 文 )

ｩＱＲ 床の附は ｼ 凡 ｉｉｉ ｉ ， ｾ 半、霞床 付 Ｈ重文Ｉ 。 いずれも江戸 ＱＱ 寺代 ｾ ｉ Ｇ Ｚｗ｝、 山中

石窓、の好みです。

3.高桐院の松向軒 松向軒は二 11山台目、下座床、 中柱、台目切り 。

江戸時代初期、細川二 斎の好みと伝えます。

日 時 10 月2 5 目 的 集 合13 :30→ 解 散 16: 00

集合場所 京都市北区紫野大徳寺勅使 門前 - 目標会旗

〔参与 1 rli パス ボ持11駅前(西山口 fjij ) 又は阪急.!ttlII 凶粂九九バス停より (204 'P)  

来 jl1→大徳寺前 F 1ド (50阿)

ポ京阪 ミ条から I! 来 停 えでm. oはあ 1) ま せ ん.

帝塚山学院大学教授工学博士 岡田孝男氏

30名

1，200円 ( 搾観料、抹215その他 )

f主{反はがきに限ります。 はがきは 1 人に ! fx限りとし、

氏名 ・勤務先名及び所在地名 ・連 絡 屯 話 番 号 ・返 信 用 宛

名 ・郵便番号を記入し、 「大徳寺の茶室見学( l) J と明記の

上、 10月11 日までに建築協会事業課へ。

ただし、定員を超過したときは 抽せんにて決定し、ご通

知l' 、たします。

ドfl ，;己 本年1主第 21Jjl1W定見学的会と して 米る 11 JI 15Rl日の午後、同線問問先生町御袋内で

大徳寺 町 工 ｾｾｊ 曜 の 雌 ｊ ｩＮ 軒、主 ｊｩＮ ｾ ｊ 曜 の 忘ｬｦＺｩＦぴ山主床 の Ｑ 町、 て玄院のlXlli を見学する

予3主です。な お洋絢は「建築と社会 J 10Jl号に会告いたします。

司会員の受賞

このたび下記会員諸氏は、建設界における多年の功績によって建

設大臣表彰を受けられました。こ 、に誌してその栄誉をお慶び申し

上げます。

( 建設大臣表彰)

記

氏 Ｈ 附大林組 ｾｉ ￯Ｍ務取締役 Ｉ

氏 ({ 悌新w強材工業所社長)

氏 {藤岡設計事務所長)

氏 (サンエス ;{i 膏側代表取締役 tl :1正)

氏 ("7 1レエス工業( 聞社長)

昭和50年 6 月26 日開催の通常総会におきまして、下記議案がそれ

ぞれ原案のとおり承認されましたので、ここに会告申し 上 げます。

言日

武

蔵

良[1

夫
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4 沖縄海洋博建築写真集申込受付

詳 細 7 }-J 号会告欄参照、会員特価2，6001工J ( 送料 200 円別 )

4 なにわのかくれた散歩道を歩く

一 一 一 一 デ ィ ス カ バ ー 大 阪 ・ そ の 1一一一一

議尋の宮の昔より現代に至るまて嘆い歴史を有する大阪には由緒

ある史跡、や神社 ・寺院が数多く残されています。しかしながらその

多くのものは人の自にふれることも少なく忘れきられようとすらし

ています。

若い会員の集いでは、私達が日頃身近に接していながら見すごし

ている歴史的な史跡などを自分遠の足で一つ 一 つ確かめて大阪を見

なおそうという企画をたてました。

今回は、それらのうちで大阪城の南部にある越中井戸 ・真田 山公

園 ・円珠庵を初め上町台地に点在する高津神社 ・生国魂神社 ・愛 染

堂などを訪れてみようと考えています。

いままでとはちょっと巡った大阪の顔を発見できるかもしれない

散策を 一 緒に楽しんでみませんか。

多数のご参加をお待ちしています。

日 時 10月 18 日 凶 集 合13 : 30→ 解 放17 ・00

集合場所 大阪府立青少年会館前 ・目標会1J J1 ( 東区森之宮西之町)

ただし、地下鉄 環状線 「森ノ宮J 駅よリ中央大泌を商へ徒歩 5 分左側

30名

300円 ( 資料代 ・その他)

13 :  30→ 14  :  15  越中井戸 ・真田山公園 (休恕)

14  :  30→ 15  :  30 阿珠庵 ・井 原 西 鶴 纂

近 松門左 衛 門 基 ・高 津 神 社 (休必)

生 国 魂神 社 ・愛 染 堂 (休憩)

清 水 寺 ・増 井 の 清 水 ・安 居 神 社

( 懇談の後. 解散)

※ 解散地一最寄駅 ・地下鉄「谷町線 ・四天王寺」

〔注〕 ・小雨決行、水筒おやつ車iを持参して下さい。・徒歩金行桜 約 5 ｾＧｭ＠

往復はがきに |浪ります。はがきは l 名に l 枚限りとし、

氏名 ・勤務先名 ・連絡電話番号 ・返信用宛名 ・郵 便 番 号

を記入し「ディスカバー大阪・その 1 J と明記の上、 9

月30 日( 刈までに建築協会事業課へ。 ただし、定員を超過

したときは 抽せんにて決定し、ご通知いたします。

〈きらい〉 な空間」

本 誌 u 読者の頁 H では「私のすきな空間I
J

につづいて、

らい 〉 な空間』 のテー? で投稿を募っております。

日常生活の中、衡を歩いたり車で通るとき、建物、街角、界限な

どで、妙に気にかかる場所、真相感や抵抗をおぼえるところ 、不 快

感や嫌悪をもよおし無意識のうちに避けているところ、また、目ざ

わりに感じておられるところを、その原因、到由、空間の構成要素

なども含めてレポー卜して下さし、。

近年、環境がかなり立識されてきていますが、きらいな空間はや

やもすれば避けられ、聞い直されることも少なく立識下に沈められ

がちではないでしょうか。 今回、しいてこれらを見据え 、反面教r. lli

としてアプローチするとともに、その現実をもさらなる想像力の粧

にできれば、と考えております。

下記要領にて、ふるってご投稿下さい。

記

・場所は特に限定いたしませんが、できるだけ知られた場所を希望

します。

・建築に直接関係されていない方の投稿も歓迎いたします。

・その空間の雰閤気を伝える写真 ( 手札以上) またはスケ ッチ ( ス

ミ書き、ハガキ大の大きさ ) を添付下さい。

・見 出 しのタイトルは、各自でつけて下さい。

・字 数 8 0 0 字 以 内

・締1; 1J 昭和 50年 10)1 3 日樹

・掲載分には薄謝進呈

・おくり先 干541 大阪市東区北浜 3 - 37 

社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 編 集 部

『私 の 〈き

『私の4 投稿募集. グ

15 :  40→16 :  30 

16 :  40→17 :  00 

員

費

程

込

定

会

行

申
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昭和50年度・第 3 回若い会員の集い

解体修理中の

古建築見学会(第 4 回)

一一 国 宝 ・ 東 福 寺 三 門 そ の 他 一一

レ ポ ー ト

7 月 5 目、心配していた悔雨空が、ぽつり

ぽつりしだしたころ見学会は始まった。

まず当日の講師である京都府教育庁文化財

似謎謀の JI I山I鳥、 中尾両氏の紹介があり、引

き続き 川嶋氏よ り東福寺の歴史と 三 門解体

修理工事の概要説明がなされた。東福寺の

|羽右IJ は、藤原忠平が法性寺 (東福寺の前身 )

を延長年間 (923- 931) に建立した事に遡

ることができる。三門の造営については明

らかではないが、法堂の落 j変が文永10年に

行われていることから 、こ の頃には 三 門 も

建立されていたものとみられるが、元応元

年 ( 1319) 、建武元年 ( 1334) 、同 3 年 ( 1336)

と回禄の災に ili ぃ三門もこのとき焼失して

おり、現存する三門はその後の再往になる

ものである。至徳 3 年 ( 1384) には工事中と

みられる記録が残されているが、 三 門の1/;¥

額は応永32i!三 (1425) となっている 。

その後の修理については 、l変長 9 年 (1604) -

享保 5 年 ( 1720 ) にか けての 3 肢の屋根五替

が知られており、寛政 3 年 ( 1791 ) - 同 4 年

にかけての二重小屋組の修理、間支柱のネm

入、板壁による 補強等かなり広範な修理が

行われており、現在に至っている 。

今回の見学会の特 色は、現存、わが同で行

われている W(，体修理工事として故大規肌て6

あることと 、解体修辺i工事 としてゆるされ

る限り現状の新しい技術が導入されている

点にある 。 まず旧楼門線不[ のj立柿を保護す

るためのコンクリート 杭お よびS. R. C 造の

地rl' 梁工事があり、 三 門の巨大な主訟を支

える柱 内音 Ｑ ｜ には鉄骨の布 ｉ￬ Ｇ［ｾｬ 昔 Ｑ｜ 材が入れ られ

ている 。 また長大な 軒先を支 えるために垂

木ｾ ， ｲ には欽付梁が注立深〈挿入されること

となる 。 そしてこれらの工。]¥をスムーズに

進行させるために、巨大な欽廿迭の索w . . 十N

がかけられ、数 Ｑ ，ｾのクレーンが工Ｇ ｊＧ［現場内

を走行している 。

見学会に参加したわれわれはこれらの新し

し、技術が約600年の歳月を経た 、 かけがえ

のない文化遺産を守るために実に注意深〈

使川されている点に Ｇｊｾ Ｎｩ ｾ、興味をひかれると

同時に、川嶋氏が見学会の ':1ヨで話された、

rU({ 和lに生きるわれわれの使命は、与l代の

技術を駆使し先制から受け継し、だかけがえ

のない文化財ーを次の世代に正しく Ij_:、えるこ

22 也 築 と社 会/ 悶75年 9 月号

とだ。」という言葉に深〈感銘を受けた。

見学会は、現場の! よさ等の問題もあり、 2

班に分かれて行われることとなり、東稲寺

境内の法iJI 、禅堂、 i盈天怖その他の見学コ

ースと、 三 門解体修J l ll 現場コースとに分か

れる。

約 2 時間後、 それぞれの班が無4. ]¥見学をお

え 、東福 寺の塔ｾｊ￭の 一 つである屯吟庵にて

懇談会がもたれた。あいにくの梅雨空でも

あり、約 2 11寺間熱心に見学したためか、参

加者全員いささかグロ y キ一気味ではあっ

たが、寄炉、お茶を飲みながら 、風通しのよ

い広縁での懇談会は 、川嶋、中尾両講師を中

心 にして、活発にしてなごやかな雰凶気の

中で iffi められた。 {赤木図文 .l el

今回は企画当初より京都府文化財保被献の川的- :I1t氏、

中尾正治氏に多大のご協力をいただきました. 誌上より

厚くお礼申しあげます.

伝統的な大工技術を現代に生かしてほしい

一 一 一東 福寺三 門見学会に参加して一 一 一

東野良平

東福寺は京阪鳥羽街道下車、南東へ約10

分ほど歩いたところにある。東福寺は今も

多くの塔頭を持ち 、( 竜l吟庵は重要文化財 )

伽藍諸堂とあわせ、広大て1羽m'. なー草1I を形

成している 。しかもここには、京都五山の

伽藍諸堂が中世の泣 椛 を残さないのに 比 べ、

三 門を始め数棟の中世の遺 構 を残している

のは ft 霊といわざるを待なし、。

今 日はその三 門の見学会である。 三 門は

上層 の高欄 を禅宗様とし、組物を大仏様系

とする、手口様に大{ム様を色波〈採用した様

式を持つといわ れ る。大仏様を採用した遺

構は現在知 られている 範囲ではそ の数が少

なく 、その点でも呉彩を放つ建築といえる。

恐らく、 三 門 として最大級のこの建築は、

大仏様 が大規模な建物に好んで良〈用いら

れたことを思えば、やはり、その例にもれ

ないて' あろう 。

ところで、今回の見学会の焦点は、私見

によれば、 「鉄骨の補強による古建築の修

理」の是非であろう 。 そこで、この問題に

対する私の素朴な意見を簡単に述べてみた

い 。 ｭ ｾｮｭ の説 明 によると、 三 ｦＧ ｉＺ ｊ は木造屈指

の大建築 のゆえか、架tiVi上 に無J : ] _ l があるら

しく、特に、軒先の垂下がilli けられない泣

緋 てa あるという 。 それゆえ、崖恨 の{22がひ

どくなり、幾十年も経ないうちに屋板修理II

を行ーわねばならなくなるらしし、。 したがっ

て、屋恨荷主を支える鉄骨・を姉入して、直

桜、霊一木や斗供に伝達させることなく、屋

織を補強する ということであった。 (30- 50 

正|三ごとに屋線修理! をすることは経済的に困

難で、税金 のムダ使いにもなる ? ) しかし、

おおよそ、建築美は荷重と支持のバランス

や合理性のうちに見出されることが多〈、

建築史は架織の洗練、発展の空間創造によ

って 、その歴史が綴られてきたとし寸見方

が許されるなら、鉄骨補強の京福寺 L門の

きを木や斗供は単に見せかけだけで、その本

質的役得IJ を失うことにな々をいだろうか。

また、法ド金寺 ｎ Ｈｧ絵図岡 ｲ［［ｾ 一 氏によれば、鉄

骨と木造昔11材の按令は 、鉄の 7 ギやボルト

がそのf . i!;によって木材の生命を著しく早め

ると符告されている 。 ただしこの問題は単

に修理上の問題にとどまらない。 それは文

化財行政のあ リ方、建築技法の研究、建築

論等々、さまざまな未解決の問題を包含す

る、困世It な問題であるが、それでもなお、

( 未熟な私には代案はないが) できることな

ら、木造はやはり木材てネiIi 強し、その欠 Jλ ‘

を祁術i つてほしいと素朴に思う 。

現代は大工技術の低下がIUいまれて久し L 、。

だからこそ私は、わが国が誇るべき伝統的

な大工技術を娃らすために、 ｃｅ 駆的なＺｖ ｾｉ 味

で古米の技術に忠実であってほしい。

私は、社寺建築が多くの現代人には縁ｾ

し、存在となり、文化財あるいは観光の対象

としてしか縁の無いものとなりつつあるこ

とに対し、現代に誕生らす努力とともに、古

きものの中から新しい発見の可能なことを

学びたいと思う 。 なぜなら 、伝統という過

去のない人 li¥J は、伎を持たぬ人 11¥J は、どこ

にも、明日への生のエネルギーの収点を持

つことができないからだ。 ... . .. )，1; りの

来初寺日下 I] l J 1拘のゆるやかな石立 を|伶リ な

がら、この企図に' 百折られた協会関係弁伎

と修理現場の人々に感謝しつつ、こんなこ

とを考ーえた。 ( 大阪府立布施工業日後 )

日 時 昭 和50:年7 月 5 白出 l  

集合 14 :  00-，- '解散 17 :  00 

場 所 京都市 ・東山区・東福寺境内

参加者 38名

E皆 目市 京都府文化財保11I 果 川嶋一雄氏

中尾正，台氏

行 程

) 4:  10-- . )5:  40 lIt1lil 寺三門腕里1慰品その他の見学及!lIJl .月

) 5:  40- 16:  30 通天橋その他の構 E

16:  3Dー・17: 00 抹茶、税査会、 終 了後現地解散
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法 令 建 築事務所制度の建築確認、審査 事務 に 対 す る 活 用

ｬｉ ｾｦ ｛ｊ ＴＸ ｩｦＭ 6  ｮ に発足いた しました大阪建築士 ・ ｲｾ 務所団体協談 会が 運営ー する法 令建築事務所 ｩｬ￬ ｬ ｊｉ 支 の 、建

築 指 持 行 政への 活用 については 、過去 2 ヵ年 Hl J に亘り 、大阪府下の 11特定行政庁と 、大阪建築士事務

所団体協議会が、協議を重ね、このたびつぎの袈領により本年 8 月 1 I : l から尖施する巡びとなりま し

た。これを ili f I J する ことは、行政庁 と法令建築 'Ji . 務が、相協力 し、相互信頼にむ とづき 特定行政庁 の

建 築主 事の 業務 のー 苦11を、法令主] ! ; 築事務所に委淡するものでありまして 、全凶 (I (J にち類がないもので

あ ります。長] ! ; 築士が元米持つべきプロフェッショナル性 を伝大|肢に活かされ、かつ、社会的使命の責

任姿勢を明確にすることにより、建築士の行政への 活 用 の 法11，IJ 化が図られていくものと思料されると

ころであります 。Ｈ大 阪 ｉ Ｈ ， ｦｩｬｬｾ 古 ｉｬｭｬｈ行 ［ｮ Ｚ ｾ 梶原明 Ｉ

大 阪 建築士事務所団体協議 会 が運営する法令 建 ( 建築士事務所の範囲 )

築 事務所に対 する建築確 認審査 事務の一部を簡 第 2 この要 領 の適 用 を受ける 建築士事務所は、

略するニとの特例扱いの実施について 大 阪 建 築 士よれ務所団体協議会 ( 以下 「団体協議

会」という) に法令建 築 ギ 務 所 として登録した

S50. 7. 14決定 建築士事務所を対象と する。ただし 、登録後に

大阪府下特定行政庁連絡協議会 おいて、建築基準法第 9 条の 3 に基づき 、建設

大臣 、又は大阪府知事に通知1され、行政処分を

上記に ついて 、ｬｉ ｾｦ 日 Ｔ Ｘ 年 Ｖ )-118日付で社団法人 受けた建築士事務所は |徐〈 。

大阪府建築士会 、社団法人日本建築家協会関西 ( 建 築 物 の 規 絞)

支部、社団法人大阪建築設計協会の三 団体から 第 3 この婆領の対象建築物は、| 荷数が 2 以下

なる大阪建築士事務所団体協議会の自主運営に で、かつ延べ而桜が500平方メート J レ以下とする 。

より法令建築 ・J' ;務 所 制 度 が発 足し、こ の 2 ヶ年 ( 審 査 事 務の範 囲 )

聞にお いて 445社の建築事務所が法令建築事務 員H この要領 の対 象 となる 帯査事務は次 の各

所 として、 建築指導行政に対 し協力 し巡営 がな 号に掲げるもの以 外 とする。

されたところであります。 一 建築 物 の 敷地 に係る 関 係 法 令の適 合する旨

これ ら法令建築事務所を建築確認業務の協力す; の照合にかかるもの 、( 施行規則1tl'¥ 1 条第 5 項 並

として 活用するこ とについて 5J Ij 添の要望書にも ぴに関係法令)

とづき 硲認得益事務の簡略化並びに若手査WJI:¥Iの 二 道 路 の定義に係る若手益事務 ( 法第 42粂)

短縮を図るとともに、建築士の資質 の向 上 と、 三 敷 地 と道路 との 関係に係 る議資事務 ( 法第

社会的使命の責任姿勢を確立させることにより、 43粂f(.f 粂 f91J tl'¥6 条第 5 i立)

行政庁と建築士が協力して逃反建築物の防 止 に l山 用途地域内 の建築制限に係る審査事務 ( 法

つとめ 、かつ急激な 都市化現象に対応 した 環 境 第48条、t l ' ¥49条、男Ij 表第 2 )  

強制IJ を図ることが府民の生命と財産の保設に得 ( 笑施 の方法 )

与されることと思料される ので次の要領により、 第 5 . この要 領の 実施 の方法は、第 2 にぬげる

法令建築事務所が作成及び作成に協力した建築 士 建 築 事 務 所の作成に係る 確 認申諮舎が、第 3

確 認 申請の 務 査の一帯11を簡略することとする 。 に定める 規紋以下 の建築物 である 場合に限 ')、

第 4 に掲げる審査事務以外について確認の審査

確 認 審査業務簡略化の実施要領 を術時 化 し、迅速に事務処理II を行 うものとする。

( 創11 EI)  

( 目的 ) 第 6 この要 領 の円滑な迎用 を図るため、特定

第 1 . 大阪府下の特定行政庁は、大阪建築士 ・Jo， 行政庁は団体協議会 と協 議 して 、細目 を定める

務所団体協議会が運営する法令建 築 事 務 所lli lll .lt こととする 。

の 趣旨をｩＡ ｾ Ｎ Ｑ ｅ Ｚ し、当該協議会が実施している資 (十;)- jj1J )

格検定を了 した 者を有 して い る建築事 務 所 ( 以 1  この要領 の実施 のH寺J切は、昭和50年 8 月 1

下 「法令建築事務所」と いう ) が、建 築 指 導 行 日か らとする。

政 の協 力 者 であることの認識に たって 、相互 信 2  第 2 に掲げる建築士、Jo ，務所のうち、本要領

頼 に基づき、 硲認審査事務を簡略化 して 、建築 の適用を 受ける 建 築 士 事 務 所は、当分の 1: 1] 、団

主事の確認J町長の能率化、迅速化を図り、違反 休 協 議会に 11tH日48年度、第 1 回登録の法令建築

建築物の防止、および現場桁導の充実に資する 事務を対象と する。なお、 第 2 回以降 の登録法

こ とを 目的 とする。 令建築事務所の取扱 いについては 、1ft 下 特 定 行

この ため本制度の脊成充実につとめ、この要領 政庁連絡会議が、団体協議会に、本要領の適 用

を段階的に拡大し、法制化を促進することとす する旨の泊知をした日から尖施するものとする 。

るものである 。 以 上

...-_--_---------ーーー・・ー曲、

1昭和50
11乙6 H  4  11 

大阪府知 'J> ［ｾ ｉ，ｬ，＠ 日l 了 股

大阪市 "i ｬ ｾ 大 山 ，)j 'l 殿

ｾｾ＠ qJ 山市 民 下 村 純 kiK 股

堺 市 "i ｬｾ 我 Ｎ［Ｚｾ武犬殿

京大阪，，; ，Ii ｬ ｾ 伏 見物之助 殿

吹l l J ，，; "i lk 緩 l京 犬 殿

ｲＨｾ＠ i瞳，，; "i  ｬｾ 千 ｩ 111  i!T 解2

吟‘ LI ，，; ，，; ｬｾ 木崎正附殿

校 )j ，，; "i ｬ ｾ 山村山 ｩｩ ｴ 殿

八尾市 "i 民 山 脇 悦 百j 殿

泌hl 川市 ，，; U 北 川 J宝 9J 殿

大阪挫ｾ上 Ｇ ｊ＾ 務所団体協ぷ会会 ｌｫ 小河 吉之助

-tP3= 1I.'fl ご嬰務ご多端の-tJr柄、建築士 ・J¥. 務所の

;(:; flj について 、絡f止のこ'r :百円己 を賜リ J!l- <  i却礼 11'

し」ニげます。

きて、過般 Ｂ ｈ｝Ｉ［ 築 士 Ｇ ｊ｜Ｎ ［ｪＧｊｬ 所 同体協議会 が 述 ＧｾＱ ・ に

当ってお ります法令建築・J¥. 務所制度にWJ しまし

て、去る II( {利50! " 4  n  1 円十j の要望 ，1::で、法令

愁築 'Jq;i)所ヵe行 う確認 '11uNについての特f9l] t品い

の) . ( 地方をお距!fi ' 、11' しよげた ところであ ります

が、当協［必会的本 ＱＱｾ Ｑ 伎 の ￯ＡＧ ｩ ［￭Ｇ 及び特例扱 いへの

対応 i.'itll については 、下記の J[; 本方針に基づき

ま ｦ 主主建築 ・ ｊ ｾ 務所を指導し、かつれ自の自主規 ＱＱ ｊＱ Ｑ

に努めて参りたいと 巧えて J; ' ) ます ので、特例

扱い の '，!JYI災地方をあらためて袋s ' l rl' し上げま

す。

d  

1 .  (法令，幻住: 築 '1芥E可1務E所制 J戊宣の主旨 )

本il Jl IJ 交は、主l ! 築士法に定められた怨築士 ，]';務所

が、本; J H;干たねば主らない f t'l't を、特に法令の

I侃かり TIJ. 検討して、これの I" j_l をはか リ、独築

行政への協 力を来そ うとするむので、すべての

処 築士 Ｇ ｊ｜Ｎￆ ［￭Ｉ 所を法令処ｾ ＧＩＧ［ｾ［￭Ｉｦ ｦｲ の水準に ｪ 主せし

めるための手法でありまして 、特定行政庁 と法

令建築 Ｇｊｾ 務所とが協力して、相互 ｦ ， ｩ 車 ｩ ￭｛の上に立

ってこれが制度を椛極的にil fii 止するむのである 。:

2. (特定行政庁と法令建築 ・F務所との| 見l係)

特定行政 ｊｲ は、法令建築・｝Ｇ［務所が ｬｩｾ 耳 ｩ の主 旨 に

沿って建築設討、確認手紙、工 目 ｊ ｜Ｎｬ 也 里 ｪｾ ｾｦ を ￌￚｬ し

て、建築指持行政への松良 の協力.r， であること j  

のご思解をいただき、指導 '(;成 をお願いすると

とらに 、純;a. Ｍ ＧｊＺ［Ｇｾ ＩＵ＠ ｾ手の迅 ｩｬｩ 化 をお腰 Ａｦｩ｜ 、する。Ｚ

3. (法令ill 築']';;j' j5PJ 庁の義務 )

法令建築 Ｇ ｊｾ 務 所の義務はＮ別添の 「 法令建築・ ｊｾ

Ｚ務所ｩｉ ｾｊｊ 主 ｊｊｩＮＭｉ ，エ 」に Ｇえめる辿リであるが 、特 に次

の 山について 履行に努め ることとする。

て 舵iUf.け I ，，/i 上疑義があ る場介は、必ず特定行

政Jr の主l ! 築主事と 'J¥. 前協泌を行う 。

士ミ 6在認以後の工 目J¥. 良型について沢任をむつ。

弓 工 ιｊ｜Ｎ ｴＩ ，完了したときは、必ず工・ ｊｾ 完了 脳 の

Ｍｶｾ 出を処築主に促し、エ ー ｊ ￯Ｎ 完了 検読 をうける。

巴! 特I9I] f&い のili JTi にとむない 、法令建築 ・rq;i)

所の' i '(fT-:に係る業務総問の政認上の;m問題は、

特定行政JI" の協力を符 て当該法令主)!; 築事務所の

立f . f : に布いて解決する。

4. (建築 J ご・J¥. 務所団体協議会の施策)

法令主ｬＡ築 Ｇ ｊ ｜Ｎ 務所 ￭ｬｾＱＱ 文規位 の 適 正な 運営に努め る

f也、確認' f 1 .r，I，-'1';務の特例級い の尖施に当っては 、:

当協議会は次の地策を尖組iする。

て 法令処築事務所の業ｾ［￭Ｉ ｊｈｬ ｬ 報告を受けて、

各 Ｇ ｊ ｾ 務 所の業 ｴｾ ［￭Ｉ ｾ紡を抱 ｩ Ｑｬ ｴ する 。

二弓 法令往築・ ｊ ｾ ［ｪＧ ｨｩｬ 斤の桁導のため次のことを尖

泊する 。

イ 法令ニューえの刊行による情報処供。

ロ 法令相談室の運営による illg甚法令相談及び

JR得。

ハ 実務"昨習会の災施。

三モ 法令 ｩｬｬｾ ')W;i) r. 止の義務及ぴf l H:の履行に| 弘l

する存1ヨJ，JI . I l 苧のための審判 ，澗停委只会を設置す

る。

同 法令 ｩｬｬ 築 Ｇｉｾ 務所 としての不誠実な行為のあ

る事務所に対する戒告、{ f 録取れ'1等の処分を行

， 0  

現法令主 ＩＡ［ 築 ・ ｝Ｇ［［ｪＧｊｬ 所の行った ［ＨＺ［ｾｩＶ にｼ刻し、制度

税位ｾＢｬ Ｗ 粂のｾ Ｇ ￬ｩｦＺの履行に係るｷＮ令を必要とす

る士晶子干のための共済基金ILi ) J 交を設ける。

以上

強築と社告/ 1915年 9 月号 23  
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今 回 、 続 者 の 買 で は ' 私 の す き な 空 間 A の テ -

7 で の 投 稿 を ご 紹 介 L 、たします 。

こ れ に 引 き つ づ い て r私 の 〈き ら い 〉 な 空 間 」

の テ ー 7 で 、 現 在 、 投 稿 を 募 っ て お η ます 。 街

を 歩 い た 円車 で 通 る と き 、 建 物 、 街 角 、 界 隈 で

妙 に 気 に か か る 場 所 、 異 和 感 、 不 快 感 、 ま た 、

抵 抗 を 感 じ ら れ る と こ ろ な ど を 、 そ の J京 圏 、 理

由 、 空 間 の構 成 要 素 な ど も 含 め て レ ポ ー ト下 さ

い 。 締 切 は 10 月 3 日倒 。 尚 、 そ の 場 所 の 写 真 、

ま た は ス ケ ッ チ ( ス ミ' き ) も 添 付 下 さ い 。

回

引

っ

日

H

V
土る

〉

あ

引

の

1

一
一

柱

剖

材

極

諸

問
山

大

制

こ れ は 、 明 治H寺 代 ま で の一 般 j災 家 の 住 宅 の 土 fl rJ

ホ ー ル で あ る 。 全 而将tの % 以 上 が 土 1111のホ- ) レ

で あ っ た。 入 口 は 六 尺 怖 の 大 板焼 の ') I 戸で、 中

に入ると、 工 ｅ 而に大極柱、幅広 い リ ｾ ｊＨＡ 耐 ｬ ￮ と平の

ＧｉＡ 品川、 それに太い 小 屋梁の舌 ｌｗＡｦ ー する ｾｪｙ ｴ ｪＱｴ災には

まづ、 j斤 を 抜 か さ ん ば か り 。 そ れ に 、 天 井 は 吸

っ てないので懲 ｴＱｾ しが明り窓をなし、漏れるか

す か な 光 に は 、 神 秘 な 件 ま い が し て く る も の.

何 分 に も 広 〈 、 悠 々 と し て い る 。 答 の 20人 く ら

い入っても、 ilfJ 余 裕 が あ る 。 昔は、 !. 馬に米をつ

け た ま ま 入 っ ても、イ士 t: f.. カf で き た 。

こ ん な 馬 庇 げ た プ ラ ン の 土 問 は 、 ど こ の 民 家 で

も あ っ た も の だ っ た。 だから、家に入った途端、

安心したものだった。この土! 日1が 、 日 本 人 の 生

活をi ' l んだものと、手' J . " は信ずる 。

私の忘れ難い少年 ｈ 寺代の、すきな ｾ ｉｈｊ だ った 。

もう 消 滅 せ ん と し て い る 傾 向 は 留 め銅色いが、な

んとな〈惜しいような感がする 。 現在 の主 ｉＡ ｾ企

問 7作品在からは 、到 底 考 え ら れ な い 。 だ が 、 こ の

こヒII a を 必 姿 と し た 良 民 の 生 活 を 、 現 在 め 建 築 家

さんは十世 islJ で き る で あ ろ う か。

大樋柱のみ える民家の悠々たる土問ホール。

10坪 を超えるものも少 な〈 なかった。

炊

寧

室

台所 土問( ホーJ レ)
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11の 弱 ー い 目 ざ し を あ び て 、 海 水 浴 に 下 駄 を カ ラ

コロ l鳴 ら し な が ら 海 へ一 直 線 に 下 り て い っ た 思

い 出 。' ーー一。

緑 の 山 々を 'I'f に liiJTI信に キ ラ 、 キ ラ と 輝 く ibJ 。 そ

して、 両 Ｑ ｬＱＱ ｊ の務えられた松Ｚ［ｉｾ木、途 中 の洋 館 Ｉｩｦｴｾ

の 昼根 な ど が 、 何 か 拠 図 的 で 日 本 に な い 明る さ

を 出 し て い た 。

こ こ 須 磨 の 離 宮 iuは 布、の 家 の す ぐ 械 、 好 き な 空

nJJ の ひ と つ だ。 今も1 l ' も変りはないが、車のラ

ッ シ ュ で 巡 のn中 を 歩 け な い の が 非 常 に 残 念 で

ある 。

こ の 離 宮 巡 の あ た り は 、 神 戸 の典 型 と も 言 え る

ぐらい梅と山とが按i ! i : し、徒歩で 10分 も す れ ば

ど ち ら に も 行 け る 。 そ う い っ た 地 形を生かし、

天 皇 に よ っ て 巡 ら れ た i立で は あ る が 、 海 と 山 と

f反 と、 そ こ に は ド ラ マ が あ り、人H l J 的 ス ケ ーノレ

の 松 並 木 と と も に 楽 し さ を か も し 出 し て い る 。

以前の離宮は、王見ギE南並1苔公闘になっているが、

南佐 官道からあｾ < 正 門 をくぐり、 111寄 せ の ス ロー

プ を 登 っ て い く と 中 門 が あ り 、 そ の 入 っ た と こ

ろが、また、 パ ッ と 海 へ の 展 望 が あ る 。 ( 今 は

中 門 か ら ア プ ロ ー チ せ ず 、 す ぐ 新 し い 公 園 に 入

っ て し ま う。)

担E物 に 向 う の で は な く 海 へ の バ ル コ ニ ー と な っ

て い る と こ ろ な ど 、 昔 の 魁 l味 と い う か 、 自 然 と

造 形 の す ば ら し さ と い う か 、 小 な う 託 な 感 じ で 、

うまいものだと感心、している 。 た だ し 、 現 在 は

静H多|封l に も れ ず111I， く な っ て い る 。

( 神 戸 市 住 宅 局 住 宅 建 股 諜)

離宮道

〈私 のす きな笠 I1U>

意 味 さ れ る べ き 空 間

内 海 利 彦

私 の さ ら い な 空 間 と い う の は あ っ て も 、 す き な

ｾｉ ｈｉ というと 、これがな かなか恕いあたらぬ 。

し か し 、 こ れ は い い 空 間 が ま る で な い こ と η 十

分 条件 ではないので、すごくうえが楽だ。でも、

だ れ で も が 好 ま し く お も う そ れ は 、 i扇動 の 途 中

街 中 に 満 ち 溢 れ て い る と は い え な い よ う だ。 と

い う よ り も 、 建 築 に 直 接 関 係 し て い る と い な い

と に よ ら ず 、 こ う い う こ と に 興 味 が な い の か も

し れ な く て 、 そ れ は そ れ で 自 然 で 、 つ ま り 、 そ

こ に は 砂 浜 の よ う な 都 市 空 間 に 対 す る 不 信 感 に

装 打 ち さ れ た 版 が あ る よ う に 解 せ る か ら だ。

が 、 こ と 万博 と か 街 の 一 角 に す ご い ピ ル が 主s っ

た と か い う と 、 関 心 の 声 か ま び す し い か ら フ シ

ギで、フシキ・のJ I 5 ーをすすめると、多くの人々が

ひ ど い 住 生 活 を ( 一 種住専、 - . di高 度 と い っ た

ク ラ ス 分 け が あ っ て 、 少 数 の め ぐ ま れ た 人 は 5 ] 1]

だ が ) ｾ主いられているそのそばを、』まくのよう

な軽海男児にはトンとＧｦＧ ｾ ｊ らぬそのときどきの日

立置な形式論理をひっさげた* 大主I! 築 ゆ が ま か り

と お る と い っ た 現 状 を 後 づ け る 、 一 部 建 築 ア カ

デ ミ ズ ム 、 ジ ャ ー ナ リ ズ ム の 存 在 は 、 現 実 へ の

他全な平衡感、党を失わせるに多いに: r }J あ る と い

う と こ ろ ま で い き つ く 。 一 方 通 行 の ふ る い に か

け ら れ た 附 報 し か 得 ら れ ぬ 人 々 は 、 今 日 の 情 報

化 社 会 で は ま す ま す あ わ れ な 位 flL に追いやられ、

そ の 度 合 た る や ヒ ッ ト ラ ー の こ し ら え た 操作 可

能 の 「ラ ジ オ 的 人 flJJ J ど こ ろ で は す で に な く 、

条 件 反 射 で 深層 心 理 に 繰 り 返 し や ら れ る と 、 そ

の プ ロ パ ガ ン ダ か ら は 身 を J盟 り き れ な い と い う

キ占J命カぜて' ているそうた〉

か よ う な 、 広 く い え ば政 治 と マ ス コ ミが っ く り

だ す 定 義 の お し つ け に ウ ン ザ リ す る こ と が ま づ

必 姿 で 、 た と え ば 、 あ る 団 地 に 対 す る 通 過 交 通

を 、 つ ま り 自 分 の 王11が他 の 団地 の そ れ に な っ て

い る 自 分 を や め さ せ る と い っ た 変 換 を 経 た 地 域

生 活向 上 、地 域生活基主主強制ii に 110J う自 身 の 住2

/I ¥J 、定 義 を た て る ダ イ ナ ミ ズ ム が 大切 だ ろう 。

人 司 の 生 活 が ! 感 じ ら れ る よ う な 笠 1111 には、、ホ ッH

とする 。 たとえば、、御堂筋公 l却 " が あ る 仕 事ZE

!日! な ぞ は い か が な も の か。 ( 大成主Il 般 ・設計税)
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大阪建物株式会社

小豆島貸別荘

設 計 ・ 施 工 株 式 会 社 大 林 組

設 計 担 当 上 村 幸 之 ・船 橋 昭 三

山固ま井治・中川原正平

所 在 地 香 川 県 小 豆 郡 内 海町 橘

工 期 1975年 4 月 ー 7 月

貸 別 荘 A 貸 別 荘 B 管 理 棟

構造・規模 R C・木造 2 F 木 造 1 F

建 築 面 積 11 6 m'  

延 床 面 積 122 m'  

127 m'  

109 m'  

電気・衛生 設 備 大 阪 電気 暖房 株 式 会 社

設; 十主旨

149 m'  

144 m'  

この ｴｲ 別ｾＺｦＺと包［ＧｊＱＱｉ械か ら なる 別荘 Ｏｩ ｴＮ は 、よ市勝灘 が Ｍ

ｦ 型できる瀬戸内海、小豆 ｽ ［， ｉ ｪ 点端 の 揃 ｾｦｉ［ にｦＨ ｩｪ した 、 風

光 Ｑｾ ｉ ｗｩ￭ な山 ＱＱ Ｑ の傾斜 ｉ 也に ｩｬｬ っている 。

こ れ ら の 建 物 は 、 自 然 を 破 壊 せ ぬ よ う、夫々 J也形に

応 じ て 計 画 さ れ 、 管 理 練 は H 告がt 1' J 1lll 日l係、 2 1: 皆が

l当社専用 の保 養 地設 、 又 11別荘は夫々 1 L  0  K タイ

プ の む の と な っ て い る 。



建 築 と ネ土

ふ

一

品

二L -ー

ニュースJ j ; t fpj をお送り〈ださい。

工 藤 国 雄 著 A 5 判 230頁 ' " 1800 鹿 島 出 版 会

『私の J レイス ・ヵ ー ン 』 と 題 さ れ た 本f_!} は 、 晩

年 の J レイス ーカ ー ン の も と で 直 接 働 き 、 そ し て 、

この小柄な老人から「決定的な ｪｾ ＱｌｬＯｬ ｊ を受けた

著 者 が 、 そ の 精 神 的 起 点 を ア ク チ ブ な 時 点 で 再

現 す る も の と し て 、 著 者 自 身 的 制H忘 録 と し て なF

カ、t L たもグコで、ある。

こ こ で は 、 力 ー ン と の 出 あ い 、 怒 り を テ コ と し

て 、 カ オ ス カ ず わ ず か な オ茨 を た よ り に 刻 主 々 し く 自

らを 秩 序 づけるようなエネノレギ' / Y ュ な 笑l般 の

お時十円進め方、守、 iE1、 エ ピ ソ ー ド 、 想 い 出 な ど

に よ り、維持草 で 謎 的 多 い 怨 築 家 ノ レ イ ス カ ー ン

(  1900- 1974) の 炎 の よ う な 生 を 浮 き 彫 り に す

る と と も に 、 〈 建 築 に 化 す 〉 こ と の ホ 久 指 向 者

と し て 、 己 れ の 生 を 最 も よ 〈 生 き た と い え る カ

ー ン の 「 存 在 の 意 志J = 近 代 怠 織 の祖 型 と し て

E N R編 ・ 池 辺 研 究 室 ・寺 崎 恒 正 共 訳 の 生 の 純 粋 運 動 = を も 表 出 し 、 統 む も の を 強 烈

A  5 判 27日 頁 ￥ 2 ，200 鹿 島 出 版 会 に 引 き 込 ん で ゆ く .

本山: は E ng ineer i ng Ne ws ーR ec or d( E N R ) 誌 一 方、 「大 む こ う を は ったノレ イ ス ・ カ ー ン 論 で

が、その ＱＰＰ 年記念ｈＺ ｾ 版 と し て 、 ア メ リ 力 的 建 築 技 は な い 」 と い う 著 者 の こ と ば に も か か わ ら ず 、

術 100年 の 歩 み か ら 21世 紀 に 向 け て の 展 望 を 拭 こ の 備 忘 録 を 過 し て 「 彼 ( カ ー ン ) の 住 み か を

み た も の で あ る 。 編 集 者 16人 が そ れ ぞ れ 魅 力 的 作 」 っ た 著 者 の 新 た な な 志 が 感 じ ら れ る 。

会ｾム企企 ｾａ 樹 の話シリーズ・ ＱＳ 企ｾ

圏 固 圃 園

『建 築 経 済 学」

岡 島 孝 雄 著 A 5 半IJ 281頁 ￥ 2300 相 模 書 房

建 築 と い う も の は 、 も と も と 技 術 的 1 nI) j 商だけで

な 〈 、 社 会 科 学 的 側 面 を あ わ せ も っ て い る も の

だ け に 、 建 築 経 済 学 的 側 面 を 知 ら な く て は 、 と

う て い 総 体 と し て の 怨 築 を 把 鑑 で き な い 。

そ れ で は 建 築 経 済 と は 伊I か 。 著 者 に よ れ ば 、 こ

う 概 念 規 定 を さ れ て い る 。 r建 築 経 済 と は 、 特

定 工 業 苦1I門 で あ る 怨 築 工 業 に お け る 生 産 向 関 係

な ら び に そ れ を 器 量 産 と す る 流 通 」この 持 関 係 の 総

休 を 内 答 と す る 一 定 的総 巡 で あ る 。 J こ の よ う

な 建 築 経 済 の 榊 造 を 法則 的 に つ か む こ と が 、 こ

れ か ら の 建 築 技 術 者 に と っ て も 、 建 築 の 領 域 的

広がりとともに必、主Zに な っ て 〈 る と 思 わ れ る 。

本 山 は そ う い っ た 意 味 で 、 第 1 主主において、「抱E

築 経 済 学 の 対 象 と 方 法」 を論じ、由主 2 訟では、

「挫 築 生 政 機 材 』3命」 と し て 、 下宮古 生 産 関 係 、 処

置生企業 Il¥] の競争、 市 場 制 造 な ど を 論 じ て いる。

さ ら に t l 13 按では、 「建 設 企 業 倒 産 論 」 と し て 、

い ろ い ろ な 訓 授 か ら み た 抱E設 企 業 倒 産 の 特 典 な

休質を分析し、政后の自ｾ 4 設 で は 「建 設 労 働J命J

を 展 開 し て い る 。 こ れ か ら の 建 築 学 徒 の み な ら

ず 、 姐Z築 の 実 務 者 に も 由 子i底 的 岱 で あ る 。

『建 設 業 は ど う 変 わ る か 」

な ＱＶ 主主的タイトノレをつけてレｾー卜している 。

都 市 、 住 宅 、 エ ネ ル ギ ー 、 交 通 機 関 、 水 、 ゴ ミ 、

建 設 業 、 労 働 者 、 道 具 、 材 料 、 デ ザ イ ン 等 々 は 、

ど の よ う に 変 化 し 、 す す ん で い 〈 の だ ろ う か。

こ れ ら の 「 未 来 的 子 ililJ
J

は 怨 股 撲 に と っ て 、 「 こ

れ か ら の 人 間 環 境 と 技 術 」 を 考 え る に と っ て 不 可

欠 の 聖 書 紫 だ 。 建 設 業 関 係 者 に と っ て 一 説 を す す

め た い 本 で あ る。原 題 r pROBI NG T HE  F UT URE
J  

0  

巻 末 に 「ア メ リ カ 怨 設 100年 史 」 の 年 表 が 付 さ

れ て い る の も 興 味 深 い。

『私のルイス・カーン 』

あ き に オl

小 川 の君主の紋 に 小さな主主をい っ ぱ い つ け た が さ

つ な 枝 振 り の 木 が 立 っ て い る 。 樹 皮 は 全 而 !f<i 1げ

裕 ち た よ う な 褐 色 の 組い! ULて ¥ 秋 に は 平 た い 小

'1' 11型 の 拠 の つ い た 種 子 を 枝 先 に た わ わ に つ け る

の が あ き に れ で あ る 。

に れ は 、 け や き 、 え の き 、 む く の さ な ど と 同 じ

に れ 科 に 属 す る 。 に れ 属 の 中 で 北 日 本 に 多 い は

る に れ と 本 件|中 古11以 西 に 多 い あ き に れ に 別 か れ

て い る 。 容 に 花 を つ け 、. 樹皮 が コ ノ レ ク 貿 で 厚 い

の が は る に れ で 、 札 帆の. ! l E木 は 有 名 で あ る 。 秋

に小さな淡' V'l 色 の 小 花 が 主 主 の つ け 根 に 咲 き 、 種

子 が つ く の が あ き に れ で あ る 。 学 名 の Ul mus

と は に れ の 古 い ラ テ ン 1'， で こ れ が エ ノ レ ム と な る 。

ヨ ー ロ ッ パ の に れ は / ニ レ で 並 木 と し て 優 れ て

い る 。

あ き に れ の par vi f ol i a と は 小 型 業 と い う 意 味

で あ る 。 5 月 l釘 校 先 の 主 主 に 虫 こ ぶ が で き る 。 は

じ め 白 っ ぽ く や が て 賞 色 か ら 赤 色 、 紫 色 に な り

一 月 ほ ど で 虫 が と び 出 し て 梨 く し ぽ む。 虫 こ ぶ

の こ と は あ ま り 詳 ら か で な い が 、 多 分 或 る 極 の

にt L干'4 UJ mus  Parv ifolia J acg 

ハ エ の 類 が 新 築 に 産 卵 し 、 ふ 化 、 幼 虫 の 成 長 に

と も な い 純 物 細 胞 の 一 昔11が 異常 地殖 す る の で あ

ろう 。 秋 に は ま 産 は ま ば ら に 筑 紫 化 し 落 語 主 す る 。

あ き に れ は 成 長 が 退 〈 材 が 硬 い の で男11名 い し げ

や き と l呼 ば れ る 。 心 材 は 赤 字品色 、 辺 材 は 淡 紫色

で は っ き り 別 か れ る 。 大 き な 材 は 得 ら れ な い の

で 特 に 利 用 さ れ る こ と は 少 な い が 、 樹 皮 の 繊 維

か ら か つ て 織 を つ く っ た り 、 ま た 、 内 皮 の 白 い

音11分 を 楽 や 食 用 に し た と も い う 。

川 沿 に 生 え る 名 も な い 雑 木 で 、 か わ ら げ や き な

ど と も H乎ば れ る が 、 万 葉 集 に も 詠 わ れ 、 ま た 、

織 と い う 何 と な く 楽 し そ う な 字が あ て ら れ て い る

の で 、 ロ マ ン チ ッ ク な 木 と い う イ メ ー ジ が も た

れ る の も お も し ろ い。 最 近 で は 公 園 や ピ ノ レ の 足

元 の テ ラ ス な ど の 芝 生 地 に 木 彬 を つ く る 木 と し

て 利 用 さ れ て い る が 、 も と も と の 性 格 か ら や や

湿地を好むようである 。 盆ｾ主にも使われており、

大 阪 城 の 石 垣 の 縁 に 生 育 し て い る あ き に れ の 種

子 を も ら え ば 、よ い 苗 が 沢 山 ふ や せ る だ ろ う 。

( 関 線 記)

中国建築学会訪日代表団来阪

日 中 建 築 技 術 交 流 会 ( 吉 阪 隆 正 会 長 ) では 一 昨

年 11 月 設 立 以 来 、 日 中 両 国 の 友 好 と 建 築 技 術 の

交 流 に 務 め 、 昨 年 代 表 が 中 国 を 表 敬 訪 問l したが、

今 回 、 同 会 の 招 き に よ り 中 国 建 築 学 会 訪 日 代 表

団 ( 団 長 ・張 哲 民 ・中国建築学会副理z r ; . 長、王告11

f' 国家主! ' ; 託生委只会処長、李承砕 'ii'i 宣伝大学: 高I j 教

授、釧正発・国家主1 ! ; 設委貝会機械化施工工程r.iJi 、

孫 明 描It ・北 京 市 建 築 工 程 局 施 工 機 械 公 司 工 人 、

尤 視 徳 通 訳) が 7 月 18 日より 8 月 1 日の 日 程

で訪日、関東、近畿を中心に見学、交流の; 場を

もった 。

26 日大 阪 入 り し た 一 行 は 、 五 日 聞 の ス ケ ジ ュ ー

ノレで近後各地 ( 京 都 奈 良 の 古 建 築 、 万 博 施 設 、

千 里 ニ ュ ー タ ウ ン 、 大 林 組 京 都 プ レ ハ プ 工 場 、

J梅田阪急氾欽地下椛法、伊藤誠ピノレ、地下鉄シ

ーノレド、 南 港 施 設 、 身 障 者 ス ポ ー ツ セ ンタ ーな

ど) を見学した。

その 中 で、 7 月 28 日干主ロイヤノレホテノレにおいて

一行 の歓 迎 パ ー テ ィ ー が 関 西 地 区 の怨 築 関 係 者

約 100 名 を 集 め て 開 催 さ れ た 。 当 日 は 、 * 知l謙

三 日 中 挫 築 技 術 交 流 会 高11会長、横尾義: i ' t 日本建

築 学 会 会 長 の 歓 迎 挨 拶 に つ づ い て 、 帰 国 長 の 挨

拶 が の べ ら れ 、 岐 団 長 、 塚 本 級 次 日 本 総 築 協 会

会 長 の 音 頭 に よ る 乾 杯 で 開 宴 、 一行 か ら束 畑 氏

に 花 瓶 が JI円 ら れ 、 こ れ に 応 え て 、 建 設 機 械 新

処 村 の 税擦 を 主 な 目 的 と し て い る 一 行 に 松 新 の

カタログ北、判明 られ 、手[ 1 やかな雰囲気 の な か で

交 流 の 場 が も た れ た 。 な お 、 日 本 怨 築 協 会 か ら

は 、 同 会 編 集 ・出 版 に な る 「建 築 デ ー タ シ ー ト J

( 1組 4 分/111' ) を 代 表 団 各 貝 に 夫 々 許 贈 さ れ た 。

，｟ー一一一一一 一一一一一一ｾ • 

挫築と社会 Ｏ ＱＹ ＷＵ Ｇｾ 9 月号 2 7  
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N S 防煙シャッターは建設省告示第 2564号の規定に適合. グ

政令墓準¥火災時の空気圧 2kgj m
2

時¥煙の

漏気量0. 2m
3

j min. m
2

をはるかに下廻る0. 03

m
3

j min. m
2  

(業界NO. l ) を記録しぎし疋。

福輩出主宰彊由 .. 司

園画面画圃臨想盟関掴圃

厄・ 幽 雌 輔 幽 幽 自 圃

防煙シャッターの開閉には、業

界最高の性能を誇る、 L 型電動

開問機を使用しております。

御一報次第カタログお送りします。

近年¥ビル火災でのいたましい¥犠11空音

の続出はそのほとんどが〈火〉よりも

〈煙〉によるものでその為建築物の防

煙性能の向上ガ段と重要になってま

いりました。

建築物の設計上¥防煙¥防火区画での

シャッターの役割は非常に重要なポイ

ントとなっております。

その防煙区画に¥すばらしい遮煙性能

を備えだ" N  S 防煙シャッターを¥

御採用下さい。

株式会社日本シャツター製作所

大 阪 本 社 大|仮 di 淀 川 1><: ｛｛Ｑ 川北 Ｓ 丁目 Ｒ 番 Ｔ 号Ｇ ， ｉｬ ｾ ｍＶ Ｈ Ｓ ＰＱ Ｉ 3656- 9 営 業 所 横 浜 ・大 宮 ・静 岡 ・千 葉

大 阪 工 場 大 阪 府 枚 )i 11， t(4 -t)e 111 jft 1 丁目 7 番 地 也 前0720(57)4535- 9  

東 京 工 場 川崎 市'l' /i ; l 区新丸 f 束 3 丁目 1 1  5  9 接地 'a;:l; 以内044 (411 )  6325 

名 古 屋 支 底 名前 座 d，'1' 川 区 北 江 IIIT 2 丁目 1 Ｒ 帯地 ｾ ｾ話ＨＨｴＩ Ｐ ＵＲ (361)  7441 

九州支庖 ・工場 制l凋り，l .j:j '1昼m; 納屋町大' j - : j 'I' ij ;t 'j':IVl や1' 984 - 4  ｾｉｬ 話 ＰＹＲ ＹＳ ( 8 )  4661 

北 陸 ・京 都 ・神 戸 ・高 松

広 島 ・北九 州 ・ 大 分 ・ 宮 崎

鹿児島 ・佐 賀 ・長 崎



口 写真ーと概裂を ど しどし お送。) < だ さ い.

凡例 a 所在地 b 敷地 l( lI flt c  主s築 fhH世 d 延曲 ｾ ｦ ｬｴ e 情造組侠 f . 工JUJ

1126 .  竹 中 工 務 庖 総 合 研 修 セ ン タ ー I 1127 .  ダ イ エ ー 教 育 セ ン タ ー

設計 . 竹 中 工 務 J吉

総工 : 竹 中 工 務 底

a  兵1・11県川西市柳谷字隠場41のl

b .  83，573m'  

c.  2，150m'  

d .  2，944m'  

e .  S 、R C、2 F  

f . lI 71相47年 2 月~昭和47年 10月

設計 ・ 竹 中 工 務 庖

施工 : 竹 中 工 務 庖

a  . 大阪府吹I s 市植山古 5丁目 3番地問4

b .  4，388. 77m'  

c .  1. 260.00 m'  

d .  5，672. 70m'  

e .  R  C 、3 F 、P 1  

f  昭和47年 9 月~昭和48年 4 月

E ':1 7- 7 ' :1 7  

1128 .  目 立 造 船 阿 蘇 三 畢 舎

設計 大 林 組

施工 . 大 林 組

a  . 銀本県阿!i 郡阿蘇町大字11[ 姑字下道t

b.  132，357 .10m'  

b .  1. 556.44m'  

d .  2，169. 48m'  

e.  R  C 、B 1 、2 F 、P 1  

f  昭和49年 3 月~昭和49年 10月

1129 .  住 友 信 託 銀 行 千 里 研 修 所 I 1130 田 近 鉄 百 貨 底 東 生 駒 研 修 所 I 1131 大同生命保険相互会社 六 甲 山 荘

設計 ・日 建 設 計

地i工 ・ 戸 田 建 設

a  . 大阪府吹悶市銚山台 5- 24- 3

b .  2. 日4.01 m'  

786.14m'  

3. 083. 45m'  

R C、B 1 、4 F 、P 1  

f  11自;f 日4911' 3 月-11自キ1149$1三9 月

設計 : 近量産設 計 事 務 所

焔工 ' 清 水 建 設

生駒市東生駒 4 丁目 398- 170

10，538.00m'  

933. 76m'  

1.918. 12m'  

e.  R  C 、3 F

f . 昭和48年 8 月ー昭和49年 3 !'l

設計 大 林 組

地工 大 林 組

a  神戸市灘区六甲山町北六'1' 4512ノ21

b .  5，381. 41m'  

c .  695.80 m'  

d  .  1  ， 322 .  08m'  

R C 、B 1 、2 F 、P 1  

H百手1149年 8 月一昭和50年 6 月

1‘ .・M ・-・・・・・

1132 .  青 蓮 寺 レ ー ク ホ テ ル I 1133 目 エパーダ リー ン 西 田 辺 ハ イ ツ I 1134 長 崎 パ ス タ ー ミ ナ ル ホ テ ル

基 本 設 計 : 近飽日本鉄道技術室

設計、施工 ・大日本土木大阪支庖

a 三 1fi !県 名 張 市 11f i型 寺

b .  74.606m'  

C  .  1. 559m'  

d .  2，864m'  

e .  R C 、B 1 、2 F .  P  1  

f .  I昭和49
1
1' 12月一 11百手1150

1
1' 6  JJ 

設計 ・熊 谷 組 大 阪 支 底

地工 熊 谷 組 大 阪 支 庖

大阪市阿倍野区西田辺町2丁目 58- 1

1，458. 74  m'  

c.  875. 16m'  

d  .  5， 71 7. 21  m'  

R C 、7 F  

昭和48年 1 月~昭和49
1
1' 2  ｾ ｉ＠

設計 : 泉 沢 建 築 設 計 事 務 所

地工 : 大 長 崎 建 設

a 長 崎 市 新 地 町 151

b .  597. 940m'  

3，812，202rri を

S R C . 10 F  

e  昭和48年 10月~昭和50年 1 月

2 9  
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マスチッヲヲ1 : 1 - 9:.1ヲ“

耐 久 性 のす ぐれた防湿床材

特 長

耐久性: 而す久性にすぐれている 。

2  耐摩性: 摩耗の度合が低〈、ホコりなど生じない。

3  すベり子正抗; 性 : すベ り十正抗;性にすぐれている 。

4  復元性 : 弾性があり 、万一亀裂ができても使用している問に復元する 。

5  粘着性 : 多少湿っていても、コンクリート、金属、木など、どんな面にも

よく粘着する 。

6  不燃性 : 引火のおそれがなく、ガス工場 、爆薬工場の床に使用されている 。

7  無毒無臭 : 完全無毒で各種食品工場、貯蔵庫に多〈使用されている 。

J 圏、@

FLl NTKOTE 

、園〆

フリントコートにつ いてのが問合 せは下記 へ

。
航武釘 ｩ シェル厄 ｾ￦ｸ 版発売所
τｙ 宅 ｉｾｉＭ こ ｉｾｉＭ 施 工販売部

大阪哩 ｾＵ Ｓ Ｒ 大 阪市 淀 川 区 西中 島 Ｒｔ 目 ＱＱ 番 Ｓ Ｐ 号 合 ( 06) 303 - 713 1  

東 京 ⑮104 東 京 都 中 央 区 宝 町2丁目 4番 地( 第Eぬ 町 彦 ビ ル3階 ) n ( 03)  562 - 4646  

名 古 屋 週 間 61 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町3の 47 ( 日 本 橋 ビ ル4 階 ) n ( 052 ) 931 - 8537 

広 島 司!- 730 広 島 市 東 白 島 町 1 5 容 6 号 ( 酋林 ピ ノレ3 階 ) 合 ( 0822) 2 1- 1224  

福 岡 ⑮810 福 岡 市 中 央 区 舞 鶴 l ー 1 - 5  ( 舞 鶴 ビ ル 3 階 ) n ( 092 )  77 - 1961 

11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 



建 築 の 眼

団 地 と 動 物

梶 浦 恒 男 . 大阪市立大学講師生活階部住居判住生活学講座

坂 本 勝 比 古・ 待戸市教育委員会祖鋭部損、工学問士

瀧 光 夫 ・瀧 光 夫 建 築 都 市 設 計 事 務 所

荒 川 治 { 葱 ・清 水 建設 大 阪 受 后 疫 術 部 佼 術 課 長

7 月号より 12月号ぎでよ! G4 氏で担当

鉄 筋 の ア パ ー ト 団 地 に 住 ま っ て 数 年 、 団 地 ず ま い に つ い て 、 い ろ い ろ 感 じ る こ と が 多 い 。 先 日 、 夕 日 の さ し こ む 住 械 の 1: ¥1の芝

生 で 、 小 犬 と 遊 ん で い る チ 供 た ち を み た。 同 地 で 犬 を 飼 う こ と は 祭 じ ら れ て い る か ら 、 こ う い う 風 景 は め ず ら し い。 小 一 時 1:¥1

ほ ど 遊 ん で い た 子 供 た ち は 、 。Iや ら 相 談 し て 、 地 え こ み の な か の ダ ン ボ ー ノレ箱に 小 犬 を い れ 、それ ぞ れ の 家 に も ど っ て い っ た 。

夕食の時に小学 一 年生のｽｾＮチが、皆んなで犬を飼うことになったと話していた 。 ｬ 明日は自分の当番で、犬の世話をするのだと

い う 。 と こ ろ が 残 念 な こ と に 、 小 犬 は J I: EI  EI ぐ ら い に 、 団 地 の 規 則 だ と い う こ と で 、 保 他 所 に ひ き と ら れ て い っ た ら し い。

H本 的 に 住 戸 を 重 ね た 共 同 住2と で 、 独 半 住 宅 と 同 じ よ う に 各 戸 が 犬 や 紡 を 飼 う の は 、 た し か に い ろ い ろ な ト ラ ブ J レ が お き て 困

難 で あ る 。 し か し な が ら 、 団 地 で そ だ っ 子 供 た ち が 、 犬 や ハ ト や 、 あ る い は ニ ワ ト リ と い っ た 動 物 と 、 日 常 生 活 の 坊 で 桜 す る

機 会 は っ く り だ し て や り た い。 団 地 で の 動 物 飼 育 は 、 共 |百j 生 活 の 形 態 を と っ て な さ れ る べ き で あ ろ う 。 共同の犬小! 五やニワト

リ小泌がつくられないものだろうか 。 共同の用地は、灰色のコンクリ ー トが数きつめられて、つぎつぎと駐 ｾ ｉ ｉ 場所に変ってい

く 。ー 子供たちの自発的な共同生活のｾ二を生かす空間 ｬ づくり、団地づくりのできないことを、大変残念に思ったのであった 。

( K )  

近 代 建 築 ・ ヨ ー ロ ツノて と 日 本

ｉｉｾ ， 年 Ｈ Ｑ ＹＷＴ 年Ｉ、しばらくローマに滞在している問に、ヨーロッパ諸占 ｉｬ､￯ の近代建築のいくつかを見る機会があった 。 その見 ｉ ｬｦｊ

のなかでとくにｾＡￌ ｬ い印象を受けたことは、近代建築の保存が恕像以上に良好であることだった 。 その保存の［ＧＰ Ｇ Ｑ ，Ｊ は、佐物の機

能 や 維 持11日! が十分に行われていて、行11 r!i.fJ;: lT_ ; I のなかで安定した位置を市めていることであって、明治にはじまる日本の j互 代

建 築 が 、 大 正 、 昭 和 前Wl の も の を 含 め て 、 大 変 き び し い 広i岐 の な か に 泣 か れ 、 う ら ぶ れ て i明 日 の 命 運 も は か り し れ な い 状 態 に

あるのと、きわめて対 ＡＡ ｜ｾ (1'-] な の で あ る 。 ヨ ー ロ ッ パ の 近 代 処 築 は 、 古 く か ら の 械 式 主 義 雄 築 に 伍 し て 、 そ の も つ 廃 史 的 使 命 を

誇 ら し げ に r! i 街 地 や 都 市 近 郊 の な か に 生 き つ づ け て い る の で あ る 。

ウィーンやダノレムシュタ y ト の セ セ ッ シ オ ン や 、 プ ラ y セル、パリーのアーノレ ・ヌ ー ボ 一 、 オ ラ ン ダ ・ ア ム ス テ / レ ダ ム 派 の 建

築 、 ハ ン ブ ル グ の ド イ ツ 表 現 派 の も の な ど 、 日 本 の l明 治 後 半 か ら 大 正 末 期 に か け て に 相 当 す る 近 代 建 築 物 が 、 H乍 日 建 っ た か の

よ う な 新 鮮 味 を も っ て わ れ わ れ に 迫 っ て く る の で あ る 。

そ し て 、こ の よ う な 現 実 を 可 能 と す る 社 会的背景や、市民が- I 1llTli の 務 秘 や 玖 鋭 を 大 切 に 考 え る 文 化 的 な 法 務 、 す な わ ち 、 都 市 と 建

築 と 文 化 と い っ た 命 題 に 、 日 本 人 が も っ て い る 意 識 と の 似 本 的 な 逃 い こ そ 、 わ れ わ れ が 今 後 真 剣 に 見 つ め 考 え な け れ ば な ら な

い問 題 が 泌め ら れ て い る と 思 う の で あ る。 ( s  )  

藤 棚 の 下 で

愛知県でパーゴラの設計ーをした 。 )1長 が し 、 っ ぱ い に 下 が る こ と を イ メ ー ジ し て い た ら 、 そ れ に は 10年 以 上 か か る と い わ れ て 、 処

築 と 逃 図 の テ ン ポ の ち が い を 考 え さ せ ら れ た 。

東京の西新手| 二大r . i li の 樹 齢 800年 と い わ れ る rf糾 刷 を み て き た り 、 屋 久 山 の 縄 文 杉 と い わ れ る 樹 齢 数 千 年 の 杉 の 話 な ど き か さ れ る

と 、 今 さ ら な が ら 植 物の生命ブJ に お ど ろ か さ れ る 。 そこて

つて 、E藤露 が一 函に下がるのは」必E後 の 楽 し み に す る こ と に し た 。

それにしても、ついつい竣工 ｈ 寺をピークに巧えがちな設計判悩には大いに反省させられた 。 ｪ 込 ｬ 却は竣工 ｈ 与が ｮｾ 発点で、それ以

後 の あ り か た が 設 計 の ポ イ ン ト に な る 。 ，込mだ っ て 以 後 の 似 わ れ 方 がIllJ 姐 な の だ か ら 、 竣 工 後 次 第 に よ く な っ て い く よ う で な

い と い け な い は ず だ が 、 ど う も そ う い う j孔; 測ではなさそうだ。

考えてみれば、木造建築でも Ｑ ， ＰＰＰ 年以 ｴ 伐っているものがあるのだから、今日の技術からすれば、 ｾＡ｜ｾ ｉ 拠 年にちかい耐久性が

求 め ら れ で も お か し く な い は ず だ の に 、 世 の '1' プ レ フ ァ ブ 、 使 い す て ム ー ド で あ る 。 中 に は 、 従 築 は こ わ し や す く つ く る べ し

と 主 燥 す る 人 も い る 。

主122廷に 7kill'l 企を求める な ど 古 い i 5 い と い わ れ て き た が 、 今 回 ほ ど 永ill 性 を 必 嬰 と し 、又 、そ れ が 可 能 な 条 件 も そ ろ っ て き て い

る ＱＱ 寺イにもないのではないかというう ｦｾ がしているのだが 。 Ｈ ｔ Ｉ

失 敗 は 成 功 の も と

失 敗 は 成 功 の も と と い う 。 こ の 言 楽 は 失敗 した人にう試を併さないように 1J う 慰 め の 言 架 か も 知 れ ない。 し か し 、 失敗 の 中 に は

多 く の 教 訓17 ; < 秘められているのも事実である 。

また、失敗にも: f ' cll 々 の も の が あ り 、全 く 未 知!の も の に 挑 ん で の 失敗 も あるし、日正吾nの 分 野 に お け る 失 敗 も あ る 。 既知! の分' 1l J - で

の 失敗 と い う の は 、 あ る こ と を 成 し と げ る の に 、 必 ず と る べ き 手JI闘が 定 め ら れ て い る の に そ の 手 JI闘を 踏 ま な か っ た 為 に 起 る こ

と が 多 い よ う に 思 う 。わ れ わ れ が た ず さ わ る 佳 設 業 に お け る 災 害 も 多 く は そ の よ う な 失 敗 の結 来 、 発 生 し て い る の で あ ろ う 。 従

って建設災: ;Ij :を 1坊 ぐ に は こ の よ う な 失 敗 を な く す こ と 、 つ ま り 定 め ら れ た 手 JI闘を微 笑 に 尖 行 し て い け ば よ さ そ う で あ る が 、 こ

れ が ま た 大 変 む ず か し い こ と な の で あ る 。 そ れ は 自 分 の H1;:，' の行動を振り返ってみてもわかる 。 一寸 行 け ば 横 断 歩 道 が あ る の

に阜 の 流 れ の 切 れ 目 を 見 つ け て 横 断 し て は い け な い 箇 所 で 縦 断 し た り 、 H、'f;率 40，{'"，と 43: 示 さ れ て い る の に そ れ 以 上 の 速 度 て ，-'11 を

逆転したり、; n : . 夜中をよいことにどんどんい号無視をしたり、その他数えあげればきりがない符である 。 しかし 、こ の よ う な

つ ま ら ぬ よ う に 見 え る 手 順 を 踏 む こ と が 大 切 と わ か れ ば 、 し ょ う が な い か ら 馬 鹿 に な っ た つ も り で 盲 滅 法 手 順 を 守 る こ と が 必

要なのではあるまいか 。 諺にいう、いえさ、がぱまわれ秒、ころばぬ先のつど ＢＢｾ Ｍｴ ｲ･ もたた いて波れ ＢＢｦＭ 丹心に位なしれ、初心忘るべから

ず砂 ーー と は 、 以」二 の よ う な こ と を い っ て い る の で あ ろ う 。 ( A )

拙 策 と社 会/ 1975"1' 9  }トサ 31  
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国 立 大 洲 青 年 の 家

34 

①令iit

②｟，ｪ ＾Ｚｦｩ￭ｩ ，［Ｚｊｩ Ｂ￭ｩ ヰ ｾｾｉ￺￮

③本自立止、 IIl Iホ ー ル

｀本自 ｩ￭ｾ ，， ｾｦＮＺＺｴ

設 計 監 理 中 園 地 方 建 設 局 営 繕 部

施 工 奥 村 組 、 村 上 工 業

所 在 地 愛 媛 県 大 洲市 北 只

建 築 面 積 3，989 ，04 m' 

精 進 規 模 本 館 R C、 4 F 4，706 ，29m'  

宿 泊 棟

連 絡 棟

R C、8 1 、 2 F ， 3，168 ，94m・

R C、 1 F ， 

音 楽 繍 R C、 1 F .  

車 庫 棟 R C、 l F

218 . 95m'  

185 . 02 m・

195 . 12 m' 

延 床 面 積 8，472m'  

工 期 昭 和47年 12 月 ~ 昭 和49年 11 月

室 数 本 館65室 宿 泊 棟96室 ( う ち 宿 泊 室68室 )

収 容 人 員 400 名 宿 泊 人 員 4∞ 名



神 戸 新 聞

上月リバーサイドクラブ

設 計 施 工 竹 中 工 務 庖

所 在 地 兵 庫 県 佐 用 郡 上 月 町 久 崎

敷 地 面 積 8，098 m'  

建 築面 積 1，126 m'  

延 床 面 積 1，987 m'  

構 造 規 模 R C、 3 F 、P 2

工 期 昭 和49年 1 月 ー昭 和49年 10 月

室 数 18室 50人 宿 泊

野 球 場 、 テ ニ ス コ ー ト、プー ル 併 設

@，1車t; 市毛 ー記念ホール

拙t#怪 包 泡 河 野 位

@J )  多比良敏ujt
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大 分 銀 行 湯 布 院 研 修 所

3 6  

設 計 監 理 日 建 設 計

施 工 佐 伯 建 設

所 在 地 大 分 県 大 分 郡 湯 布 院 町 川 西 字 湯 無 国

敷 地 面 積 39 ，663m'  

建 築 面 積 1，059 m'  

延 床 面 積 2，277m'  

構 造 規 模 R C、8 1 、 3 F

工 期 昭 和46年 6 月 ~昭 和47年 4 月

収 容 人 員 235 名

宿 泊 人 員 97 名

室 数 洋 室21 、 和 室 4



特 集 ・ 人 間 環 境 と し て の タ ー ミ ナ ル

梅田ターミナル形成史

上 田 隆 夫

市街地変遷図

大

幅

帆

a

ν

H

r

 

明治18年 (1885)

昭和27年 (1952)

昭和49年 ( 1974)  

1 . はじめに

この小論は、 “ 阪急. . ( 阪急百貨庖共栄会 ) に昭和47年 4 月号か

ら48年 5 、 6 月号まで12回にわたって連載された 川端直正 (元大阪

市史編集委員 ) の 「梅田かいわい 」 と宮本又次著“ キ夕、風土記」ー

|波" (昭和39年 4 月、 ミネルヴ 7 :r!_=:=房 ) をもとにし、これに既往の

調査資料や古地図などを加えて、梅田ターミナル周辺約 100 年間の

うつりかわりを主として都市計画的な面からとらえたものである 。

2. 梅 田 タ ー ミ ナ ル と そ の 周 辺 の 市 街 地 形 成 の 大 要

梅田は、 「ウヅメタ 」 とよばれ、沼沢の地 を埋めて 回にした土地

をあらわしている 。 しかし、天満宮の存在とそ のゆかりの梅にあや

かつて 「梅田 」 と改められたといわれている 。( 一説には、地主の

糠田宗庵が埋めたてたことか ら「梅田」となった説もある )。 この

ように梅田周辺は、大阪落城後の元和( 1615) の昔より明治初期に

至る約 250 年間うらぽん会以外は人々に 忘れ られた墓地 ( 大阪 7 墓

地の一 つで、現在の J悔回貨物駅の南にあった。) や田園、野原の寂

しい所であった。 しかし、こ の寂参の地に明治 2 年阪神聞の鉄道建

設計画がおこり、同 7 年 5 月、近世フランス式の ゴシ ック風で英国

の煉瓦を使った堂々たる駅舎 ( 現在の中央郵便局附近が東 口) をも

っ鉄道が開通し、以来大阪の玄関口、大阪の顔としての第一歩を踏

み出すことになった。 この梅田周辺のうつりかわりの跡を年をおっ

て要約するとつぎのとおりであり、略年表と市街地変遷図を参考に

しながらご覧いただきたい。

(1) 明 治 初 期 初 代 大 阪 駅 の 建 設 初代大阪駅は、先にも述べた

ように明治 7 年旧市街地から雌れた位置に設定されたもので、旧曽

根崎村に属し、市中心部との連絡道路は拡幅前のはそい桜橋筋 l 本

であ った。 しかし、こ の地に駅舎ができるや腰弁当をさげた市民が

ステンション ( ステ ー ションをなまった。) 見物に押しかけ、たち

まち大阪の新名所となった。

(2) 明治20 - 30年代 第 1 次市域拡張、 2 代目大阪駅や梅田新道の

建設 この時代はわが国が急速に近代国家として の基礎を築 いた

H寺期で、明治22年には新橋 ・神戸 間の鉄道が開通し、大阪では 28年、

城東線 (環状線の前身 ) が開通し、悔団地区が大阪の玄関口として

の重要性が認められはじめた。 すなわち 、それまでの大阪は 、川口、

八軒屋を玄関とする舟運および紀州街道 ( 堺筋 ) を軸とする| 隻迩が

主体であり、ここに鉄道という新しい交通機関が加わり、その玄関

口がJ梅田である 。 この ような意味から、 2 代目大阪駅が34年 7 月、

ほぽ現在の場所に機能を拡充して建設され、このだめ都市核が束に

移動し 、今日の都市形成への足がかりとなった。また、この時期 は大

阪市としても拡大隆盛の初期にあたり、曽根崎、 北 野村など周辺町

村を合併し、こ のため、梅田地区も 30年 4 月からは名実ともに大阪

の玄関口となった。

さらに 、36年には第 5 囲内国勧業博覧会が開催されることとなり、

大阪駅東口方面と船場を結ぶ御堂筋の前身である梅田新道 ( 地 名で

はなく道路名称である 。) が整備され、現在の者I1市軸の基礎がつく

られた。

(3) 明治後期阪神、阪急、市電の整備と教育施設の立地 明治

39年 12月、阪神が出入橋から梅田に延長し、 43年 3 月には 、梅田 か

ら箕面 、宝塚への箕面有馬電鉄 ( 阪急の前身 ) が開通した 。 この沿

線には人口が少なか ったため、住宅地の造成にカをそそぎ関西にお

けるこの種の住宅地の先鞭となった。 さらに、市電も 41年 8 月大江

怖 から 梅田、梅聞 から 桜橋筋 を通って波辺橋 を南下する南北線が開

通し、都市内交通の新しい結節点梅田の誕生となった 。 なお、梅田

周辺の市電網は、大正15年天六方面、昭和 2 年扇橋方面の開通によ

って完成された。 ( 市屯の開通は、道路の拡幅整イ痛 でもあった 。)

また、 42年 7 月には北の大火 (焼失戸数11 ，365戸、権災面積120ha)
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が あ り 、 こ れ を 契 機 と し て 北 区 の 市 街 地 の 更 新 が お こ り 、 現 代 に 及

ぶ 市 街 地 形 成 が 始 ま っ た。

さらに、今日の| 波大 、 市 大 、 北 野高校、大手前高校、者I1島工高、

金 蘭 会 等 は い ず れ も 北 区 が 発 祥 の I也であり、阪大を| 徐〈各校は、こ

のH寺期に梅田周辺に立地し、あたかも梅田が新しい教育の中 心 地 と

なった観があった 。 しかし、各校とも市街化、賄業化 の波によって

U? l 和初期 に は 現 在 の 地 に 移 転 し て い っ た。

(4) 大 正 時 代 阪 急 神 戸 線 の 開 通 と 近 郊 住 宅 地 の 発 展 大 正 9 年

7 月、阪急神戸線が開通し、 10年 に は 岡 本 住 宅 地 を は じ め と し て 仁

川、 甲東闘などの住宅地が次つぎと Ｑｾ ｦＮ Ｑ 発され、梅田駅の利用者も明 ｩ

加 し は じ め た。 この乗客サービスのため、 9 年 11 月 5 階 建 駅 舎 を 建

設し、ここに 「白 木 屋 梅 田 庖」 を設けた 。 これが後の阪急マーケ ッ

ト( 14年 開 業 ) 、 阪 急 百 貨 応 ( 昭 和 4 年 ) で あ り 、 わ が 国 の 郊 外 住

宅 地 ー 郊 外 屯 車 一 百 貨 庖 の パ タ ー ン が 姿 を 見 せ は じ め た 。 また、こ

のH寺期は有I1rll f，i宙上も重要な| 時WIで 、 都 市 計 画 法 や 市 街 地 建 築 物 法

も定められ、用途地域も初めて指定された 。

(5)  昭 和 前 期 御 堂 筋 ・ 地 下 鉄 の 開 通 、 大 阪 駅 の 高 架 化 等 交 通 施 設

の 近 代 化 第 l 次世界大戦後の急激な告11市 の 膨 張 発 展 に 対 応 し て

多くの近代化の施策が講じられたが、その一 つ が 御 堂 筋 で 、 大 正15

年 10月来工、 Ui':I' f日12年 5 月'に完成した、大阪市が誇る広路である 。

さらに、地下鉄も 8 年 5 月 は じ め て 梅 田 心 斉 橋 間 が 開 通 し 、 つ い で

10年 10月には難波、 13年 4 月天 王寺まで〉延長された 。 また、 3 年 12

月 に は 梅 田 駅 の 貨 物 荷 扱 所 が 分 離 さ れ 、 広 域 的 な 客 貨 の 集 中 に 対 応

す る と と も に 、 こ の 頃 か ら 大 阪 駅 と い わ れ る よ う に な っ た 。 さらに

市 営 パ ス も こ の 頃 開 業 し 、 梅 聞 は 道 路 ・鉄 道 の 両 面 か ら の ジ ヤ ン ク

ンヨン機能が強化された 。

(6) 戦 中 期 ア ミ ュ ー ズ メ ン ト の 定着 と 駅 前 広 場 等 の 整 備 lIi':1frl 

11年阪急ヒ' ル第 4 期 工 事 が 完 成 し 、 ほ ほ 今 日 の 姿 を あ ら わ し 、 つ づ

いて 12年の北野劇場にはじまり権回映画劇場、地下劇場が開業し、

ア ミ ュ ー ズ メ ン ト セ ン タ ー と し て の 発 展 の 基 礎 が で き た。 さらに、

14年 8 月には中央郵便局 、同じく 14年には阪神地下梅田駅、 15年に

は阪神マート、 15年 6 月第 3 代 目 大 阪 駅 の 開 業 が あ り 、 都 市 計 画 事

業 と し て も 駅 前 広 場 や 地 下 道 の 建 設 、 さ ら に 17年 12月 大 阪 駅 附 近 土

地 区 画 務 理 事 業 が 完 成 し 、 高 度 地 区 の 指 定 と あ い ま っ て 大 阪 の 駅 前

地 区 と し て の 街 区 整 備 が 着 々 と 進 ん だ。 しかし、残念なことにいず

れも第 2 次世界大戦のため計画のほとんどが途中で頓座し、 1i 或後の

混 乱Wl にひきつがれた 。

(7) 戦 後 混乱 期 市 街 地 秩 序 の 喪 失 と 戦 災 復 興 昭 和20年 3 月の

空襲により北区をはじめ大阪市中心部は大被害をうけ、 ( 焼 失 約 11

2，000 戸 、 権 災 者51万 人 ) さら民、同年 6 月 の 空 襲 に よ っ て 被 害 は

拡大し、 8 月 の 終1j戒を迎え、あらゆる秩序がこわされ市中は言語に

絶 す る 混 乱 と な っ た 。 こ と に 大 阪 駅 は 、 疎|井j先 か ら の 帰 郷 者 や 復 貝

軍 人 が あ ふ れ 、 た ち ま ち 構 内 地 下 道 は ね ぐ ら と 化 し 、 不 衛 生 な 状 態

と犯罪の花li床 と な っ た 。 さらに、 20i l三9 片 に は ヤ ミ 市 ( 自由市場と

も称していた 。 ) が通称ダイヤモンド地区を rl" 心 に 誕 生 し 、 都 市 生

活者にとっては 一 つの有効な物資事i I i 給源となっていたが、土地の不

法占拠や衛生上の問題から、いつまでもこれを放置することは大| 仮

復 興 の 支 障 と な る こ と か ら 22年 8 月強制閉鎖が行われた。 ヤミ市閉

鎖後、ヤミ rl111寺 代 か ら の 古 着 屋 か ら 新 品 を 徐 々 に 加 え た 繊 維 街 が24

年 頃 に は す で に 形 成 さ れ 、 大 阪 駅 に 近 い と こ ろ か ら 地 方 業 者 が 集 ま

り活気を呈し、 26年 11 月 に は 梅 岡 繊 維 卸 商 述 合 会 が 結 成 さ れ た 。 ま

た、交通機関についても戦争と戦災によリ大きな被害を受けたが、

「大阪市の復興は市民の足から 」 と の 旗 印 を か か 作 、 軍 用 車 柄 の 払

い下げをうけ、パスを中心として再建を軌道にのせた。 一 方、 一 時

軍 需 会 社 が 使 用 し 休 止 状 態 に あ っ た 阪 急 育11: 庖も 22年 よ り 本 格 営 業

をはじめ、京都線も 23年 梅 図 乗 り 入 札 を 再 開 し 、徐 々 に 戦 前 の タ ー

ミナル機能をとりもどしつつあった 。
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- 阪神間鉄道計画発表

・大阪ー神戸間鉄道開通初代大阪駅綬工

. 大阪ー京都問鉄道開通

・小林授産場( 大阪市の社会事業施設の最初) 牛丸町に開設

・市青IJ 施行( 面積 15. 27km' ・人口約47万人)

・北の九階遊楽場 r ;.愛雲閣 J 開業( 梅田東小学校F付近)

. 神戸一新橋間鉄道開通

- 日清戦争おこる

・梅田一天王寺問城東線開通

・第 l 次市主主鉱張( 面積55. 7k m' ・人口約 76万人)

. 国鉄西成線大阪一安治川間開通

.  2代目大阪駅完成( ほ v 現在地)

・北野中学校( 現北野高校) 芝田町に移転開校( 昭和 6 年まで)

・第 5 囲内国勧業博覧会 新世界で開催

・梅田新道開通( 明治4 1年 ・昭和 2 年に鉱幅 ・御堂筋の前身)

.日 露戦争おこる

・阪神西梅田町( 出入橋) 一三宮間開通

. 阪神梅回延長

・大阪工業学校( 現都島工高) 牛丸町に開校

・市電東西線 ・南北線( 現四ッ橋筋) の一部開通

( 明治 43年 12月全線開通i

- 北の大火

・阪急梅田ー宝塚間開通

- 梅田高等女学校( 現大手前高校) 北精回町に移転開校( 大正

12年大阪駅拡張まで)
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- 阪急神戸線( 梅田ー上筒井) 開通

・第 l 四国勢調査( 人口約 127万人)

・白木屋梅田底開業( タ ーミナル百貨庖のはじめ)

. 第 |次大阪都市計画事業認可

・市斤舎王見位置に綬工

- 大阪都市計画区域決定( 区域面積220 . 15k m'J

・市電梅田車庫廃止( 現富国生命ビJ レ)

・大阪乗合自動車K K ( 普パス) 開業

- 大阪都市計画用途地域はじめて指定

・第 2 次市域拡張 13区となる

・第 2 回国勢調査( 人口約 21 1万人)

. 大阪都市計画高速度交通機関認可

. 市電梅田一都島本通問開通
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- 市営パス( 銀ノ〈ス) 開業、育パスと競争時代に入る

. 市電梅田一扇橋間開通

- 大阪駅F付近都市計画事業認可( 駅前広場 ・地下道 ・街路の新

設)

- 総合都市計画の決定

・梅悶貨物駅開設( 客級いは大阪駅とよばれるようになる)

. 阪急百貨庖開

・曽根崎警察署完成( 東洋一とい われる)

・国鉄城東線高架化( 8 年電車運行)

- 第 2 次都市計画事業認可

• 15区制実施

・地下鉄梅田一心斉橋間開通

. 大阪駅構内高架化工事完成

. 国鉄吹田一須磨間電車運転

. 室戸台風来襲

・都市計画美観地区指定

・大阪駅前土地区画整理事業着工 ( 15年 3 月竣工)

・第 4 回国勢調査( 人口約299万人)

・大阪駅前高度地区( 最低限高さ) 指定、( 昭和37年|日月 変更)

. 第 3 次都市計画事業認可

・御堂筋開通

・目 撃事変おこる ( 15年頃よ円資材難によ町ビルの高層化ス 卜

ップ)

・北野劇場開場 ( r キタ 」の近代劇場の先がけ)

. 地下鉄心斉橋一天王寺間開通

・阪神地下梅田釈で営業開始

・中央郵便局竣工

- 阪神梅田駅に阪神マー ト開

. 青パス市営パスに統合

.  3代目大阪駅( 現大阪駅) 完成

- 第 5 回国勢調査( 人口約 325万人)

. 国鉄桜島線大阪ー桜鳥間開通

・太平洋戦争おこる

• 22区制l実施

・空襲による大被害

. 月4 回の空襲で都心部焼野原となる

・終戦 "  

8  

6  



(8)  昭 和20年 代 ビル ラッシュによ る高 層 化 な ど 都 市 集 積 の 増 大

昭 和24年 ご ろ か ら 戦 争 中 の 統 制 が 解 除 さ れ る に つ れ 急 激 に 商 業 活

動 の範 囲 は 広 く な り 、 一 方 建 築 基 準 法 を は じ め と す る 建 設 3 法 が制

定 さ れ 、 長 い 間 抑 制 さ れ て い た 耐 震 耐 火 建 築 物 が一 斉に計画され、

26年阪急航空ピル、 27年 産 経 会館 、28年 第 一 生 命 ピ ル ( 潜 函 工 法 と

し て 有 名 ) が 完 成 し 、 こ の ピ ル ラ ッ シ ュ と 時 を 同 じ く し て 22年 os

劇場、 24年純回シネマ、 29年 os ミュージックホール 、31年梅田コ

7 等 が 誕 生 し 、 ア ミ ュ ー ズ メ ン ト セ ン タ ー と し て の 「 キタ 」 の 位 置

が一段と 向 上 した。

(9)  昭 和30年 代 モ ー タ リ ゼ ー シ ョ ン の 進 展 と 高 速 度 交 通 機 関 の 拡

充 戦 後 の都 市 人 口 の集 中は、まことにはげしいものがあり、

とくに難波 ・梅 田 な ど の タ ーミ ナ ル に お け る 交 通 量 は 、 人 ・車とも

30年 す ぎ に は 飽 和 点 に 達 し 、 人 を 安 全 に 通 行 さ せ る た め に 地 下 道 の

利 用 が考えられ、 31年 5 月大阪地下街株式会社を創設し、 38年 11月

「地 図 に な い 町 」 と い わ れ る 巨 大 な 地 下 街 の 核 と な る 地 区 が オ ー プ

ンした。また 、横断歩 道絡 も38年 4 月に大阪中央郵便局前、 39年 10

月に阪急 前 新 梅 田 歩 道橋 が完成し、人・ 車 の 立 体 分離 が行われた。

一 方自動車交通の車高級から市屯の廃止が始まり、大阪駅前において

も38年 8 月 大 阪 駅 前 ・肥後橋| 剤、 41年 7 月 大 阪 駅 前 ・淀 屋 橋 間 が 廃

止され、ついに大阪駅前から市電が姿を消すこととなった 。こ れ に 変

わ っ て 高 速 度交通 機 関の整備が着々と進められ、国鉄環状線が36年 4

月 に 全 線 、 地 下 鉄 が39年 9 月新幹線開通にあわせて新大阪駅まで、

40年 10月西梅 田 ・ 大国町間が開通し、阪急では、 34年、 37年 に ホ ー

ムの延仰が行われ、こ の結果先の地 下 街の 建 設 と あ い ま っ て ビ ル の

高層 化 もはじまり、 37年新阪急ビル、 38年 大阪 神 ビ ル 、39年 自 国 生

命 ビ ルの 建 設 な ど梅 聞 か いわいは 、戦後 2 回目 のビルラッシュがお

こり立体化の梅田へと変貌し、この姿が大| 波駅北側、天六、梅田新

道 方 面 へ も 波 及 し て い っ た 。 こ の 市 街 地 の 高 層 化 に応じて大阪市に

おいても 36年 11月 大 阪 駅 前 市 街 地 改 造 計 画 が ス タ ー 卜 し た 。 し た が

っ て こ の 時期 は梅 田 タ ー ミ ナ ル に と っ て 戦 後 の 一 大 飛 躍 期 に あ た っ

たといえる。

(10)  昭 和40年 代 地 下 鉄 綱 、 高 速 道 路 網の拡 充 と 地 下 空 間 の 拡 大

昭 和45年 の 万 国 博 を 契 機 と し て 大 阪 市 の 都 市 施 設 整 備 が 急 速 に 進

んだ時期 であ り、梅田タ ーミ ナ ル に と っ て も 新 御 堂 筋 の 開 通 (45年

3 月 ) や日 速 道 線 図 ランフ。の 1;)f.J 設 な ど が あ り、 41年 廃 止 さ れ た 市 屯

に 変 わ る も の と し て の 地 下 鉄 網 が 西 梅 田 ・大田町聞の| 羽通につづい

て、 42年 3 月束梅田・ 谷町問、 43年 12月天王寺まで営業を 開 始 し、

桜 続 方 面 の 発 展 や 大 手 前 一 帯 の 官 庁 街 と 「 キ タ 」 と の 結 び つ き の 強

化に 寄 与 す る と こ ろ が 大 き か っ た 。 一 方 、 国 鉄 の 高 架 線 に よ っ て 拡

張 を お さ え ら れ て い た 阪 急 は 乗 客 の 大 幅 な伸 び に対 応 す るため、 41

年、駅の拡張工事に若手し、 48年大ターミナル駅として完成をみた。

さらに 、 「泉の広場」などをもっ地下 街 第 2 期 工 事 が 扇 町 線 の 下 を

新 御堂 筋 まで45年 3 月竣工し、 46年 11 月 に は 円 11 のあるまち」、「滝

の あ る ま ち 」 な ど ユ ニ ー ク な 地下{ 封をかかげた「阪急 3 番 街 」 が 出

現 し 、 そ の 後 r17番街」、 「阪急ファ イブ」等 、 「キタ」の新名所

を 増 し つ つ 、 人 々 を 地 下 空 間 へ 誘 い 込 む こ と と な っ た。このよう な

大 阪 駅 東 地 区 が一 変 す る と と も に 、 桜 橋 方 面 ゃ 大 阪 駅 南 側IJ 地区も 43

年 12月 の 大 阪 駅 前 市 街 改 造 ビ ル 第 一棟 の西半分、 45年 4 月 に は 東 半

分 が 完 成 し 、 引 き つ づ き 第 2棟 が 現 在 工 事中 で あり 、吉 本 の 円 筒 型

ビルとともに、この 地 区 は 、 今 後梅 田 タ ーミ ナ ルの一方の核として

変 貌 していくものと考えられる。一方、 梅 田 タ ーミナルに不足して

いた宿泊施設も 39年の新阪急ホテル、 42年 の西 阪 神 ホ テ ルや梅 田 O

S ホ テ ル 等 の ビ ジ ネ ス ホ テ ル が 次 つ ぎ と 開 業 し 、 タ ー ミ ナ ル の 総 合

機 能 が ま す ま す 強化 された。

3. おわり に

大 阪 駅 前 を 中 心 と す る 初 田 地 区 は 、 近 代 的 都 市 機 能 の 集 積 に と も

年 月 西麿 事 項

1945 

2 1. 9  - ヤミ市誕生 ( 22年 8 月強制徹去)

22. 11 - 梅田厚生館設置

2  - 復興土地区画整理事業計画決定

7  . 0 5映画劇場開場

23. 10 - 第 6 四国勢調査( 人口約 166万人)

25.  8  - 阪急京都線乗円入れ再開

26.  5  - 建築基準法公布

8  - 阪急航空 ビル完成 ピルラッシュ始まる

28 .11 - 梅田繊維街卸商連合会結成

3D.  9  1955 - トロリーパス大阪駅 加島問開業

4  - 第 3 次市域鉱張 ( 面積202k m' )  

33 . 10 - 第 8 回国勢調査( 人口約255万人)

34 .  5  - 大阪駅前土地区画受理事務所開設

36 .  2  - 阪急 3 複線となる

4  - 国鉄大阪環状線営業開始

6  - 千里ニュ ータ ウン起工

8  - 都心部に駐車場整備地区指定

9  - 第 2 室戸台風来襲

38. 11  - 大阪駅前市街地改造事業決定

4  - 梅田歩道橋完成( 中央郵便局前)

39. 11 - 梅田地下街完成( 地下街の幕あけ)

9  - 新幹線新大阪ー東京間開通

- 地下鉄梅田一新大阪間開通

40 . 10 1965 - 新梅田歩道僑完成( 阪急前)

10 - 地下鉄西梅田一大国町問開通

41 . 10 - 第10回国勢調査( 人口約316万人)

42.  7  - 大阪駅前力、ら市電消える( 全市は 44年 4 月)

3  - 地下鉄東梅田ー谷町 4 丁目間開通 ( 43年12月天王寺まで延長)

- 大阪市総合計画基本構想発表

43.  8  - 阪神高速道路空港線開通

44.  6  - 新都市計画法公布

45 .  6  - 都心部容積地区制採用

- 幹線道路「一方通行J 交通規制はじまる

3  - 日本万国博覧会大阪で開催

- 新御堂筋開通

- 梅田地下センター第 2 期工事綬工

4  - 大阪駅前市街地改造ピル第 l 棟完成

46 . 10 - 第 11回国勢調査( 人口約298万人)

8  
.  r クリ ーン・エアプラン 71 J 発表

47 . 11 - 阪急 3 番街完成

3  - 新幹線新大阪ー岡山間開通

48 . 11 - 地下鉄四ッ橋線玉出ー住之江公園間開通

4  - 自転車の歩道利用実絡

7  - 梅回新道東交差点立体化工事完成

8  - 新用途地域指定

49 . 11  - 大阪駅東日新歩道橋完成

4  - 夕方のパス専用レーン 4 幹線で実施

5  - 大規模建築物事前協議制実施

- 地下鉄谷町線東権回一都島問開通

7  - 中華人民共和国展覧会大阪で閉幕

• 26区制実施

9  - 梅回V ゾーン設置( 歩行者天国)

な っ て 明 治 以 降 新 た に 出 現 し て き た エ リ ア で は あ る が 、 大 阪 の 玄 関

口 と し て 充 実 し た 都 市 空 間 の 形成 が 今 後 の 課 題 と い え る 。 と く に 、

安 定 成 長 期 に 入 っ た 日 本 経 済 の 中 で 都 市 が ど の よ う に 変 貌 し 、 ま た

!'iHl 1 i 1 されていくのか、 50年 代 は 梅 田 に と っ て L 注目される H寺j切にな

るであろう 。

なお、本，)、"砧は、，j;jj品の図 .'} のほか、つぎの参4・文献によった.

1)  大阪市総介11十l箇局‘ " 権問タ ミナル改造計闘に| 期する J H担品目:Ii 鰍侍 J下. (1970. 3 )  

2)  大阪市総作.lhI 1ij J"j Ｎ 怖 ｉｉｉ 地区計 ｬ 画研究 会 Ｂ梅 ｉｊｊ 地区交通地設計画、歩行 ｾｉｉｉｊ ・広場

形，j J ( ; 町ために. . ( 1974. 3)  

3  )  大阪 di ・制1，Ij 計画年表 (1971. 4)  

4  )  大阪市北区役所北区 "k." ( 1961. 6)  

5)  大阪市・大阪市統計 Jγ

( うえだ たかお 大阪市総合計画局都市計画部)
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都心ターミナルとしての

梅 田 地 区

近 藤 達 夫

はしカぐき

去る昭和44年度、関西鉄道協会都市交通研究所のテーマとして、

都心ターミナルの問題がとり上げられ、富永祐治所長以下、学者先

生四委員による都心ターミナル研究小委員会か設けられ、梅田ター

ミナル地区をケーススタテe ィーの対象として種々検討がなされた。

この際、国鉄、在阪五私鉄、大阪市交通局、大阪市総合計画局等

の各担当者は、研究協力者の形で客観的資料を提供し、 一方、各所

属団体とは全く無関係に、ユーザーの利便増進の立場から、個人と

して意見開陳、討議などに参加した。

この研究結果の要約編はすでに昭和45年 6 月 9 日「都心 ターミナ

ルとしての梅田地区の再開発」の襟題で関西鉄道協会都市交通研究

所より発行 ( 非売品 ) されているが、本稿はこのうち一部を富永所

長のご厚意で拝借するとともに、再開発関係についてはかなり私の

意見を付け加え述べたものである 。

1  . ターミナルの概念

ターミナルとは最も原初的には交通手段の中断点における施設、

端的にいえば鉄道あるいはパスなどの起終点施設を意味する 。 ター

ミナルの中て。都市への流出入交通を都市内の各目的地へ配分する施

設が都市ターミナルてあり、都市ターミナルでとくに都心 に立地し

たものが者日心ターミナルである。

都心ターミナルは業務地区が近〈、したがって釆り換え機能より

も徒歩による業務地区へのアプローチの比重が高まっていくのがそ

の発展の方向であり、したがって、都市再開発によって徒歩で行け

る業務地区の造成が促進され、都心業務機能とターミナル機能の一

体化した完結的地区形成の方向で検討されるべきであろう 。

2 . 都 心 タ ー ミ ナ ル の 構 成 要 素

者[1心ターミナルの構成要素は、 (i ) 交通目的のために直接機能する

基本的な必要方自設。(ii )付随的な必要施設。(ii i )本来は必要でないがそ

れらを考府、することが不可避な空間、に分けられる。

(i) . 基本的に必要な施設

・人に対するもの

(1). 釆降施設

(2). 連絡のための施設

(連絡通路、エスカレーター、エレベータ一、ムーヴイング ・ウオ

ークなど)

(3). 異質、異種の交通手段のジヤンクションとして人の流れの時間

的、量的ギャ ップを調整する施設(待合室 など )

4 0  挫築 と 社 会/ 1975年 9 月号

(4). 歩行者のフ ローを配分するための施設

(5). 出札 、集改札施設

(6) . ターミナルおよび交通従業員のための施設

・輸送手段に対するもの

(1). 率に対するサービス施設 (車両の運転、務備などのための施設)

(2). 車を留置する施設 ( 引上線、パスベイ、タクシーベイ、自家用

車、パーキングなど )

(ii) . 付随的な施設

(1). 公共サービス的施設 ( 電報電話、郵便、案内、救急医療、手荷

物保管、飲食手洗などのための施設)

(2). 保安施設 (警察、消防など )

(3). あった方が便利な焔設 ( ショ ッピング、アミューズメント施設

など )

(iii) . 必要ではないがそれを考慮することが不可避な空間

既述の都心機能と ー休化したターミナルでは都心における人、エネ

ルギ一、情報の集中する場所であり 、業務活動と直結し、人間の交

歓の場でもありうる 。 したがって交通目的からは必要ではないが、

待ち合わせ場所、広場、集合場所、公図などを考fE しなければなら

ない。

3 . ターミナル施設の規模

基本的な施設の中で乗降場、階段、連絡通路、出札、改集札口数、

エレベータ一、エスカレータ一、ムーヴイング ・ウオークなどの個

々の規模の決定については、参照しうる資料も多〈比較的容易であ

るが、駅全体の規模については、とくに大きな駅になると、その駅

における交通目的のみに必要な施設のほかに配慮されるべき要因が

多〈、乗降人員などに関係して一義的な決定法を求めることは困難

である。 さらに都心 ターミナルに付ー| 泌するサービス業、小売業など

の業種別の規模と乗降人員などとの相関をターミナルの百貨居、地下

街について調査してみてもこれらのターミナルにとってその必要性

が相対的に稀薄な施設は、その適正規模をきめる要因が広域的かつ

多元的であり、交通商からとらえたターミナルの単一指標との関係

を見出すことは困難である。

しかしながら、今はっきりいえることは、国鉄大阪駅は旅客のラ

y チ内移動がものすごく多〈、かつ 、その動線は稿較し、これがス

ペースの不足と相まって混乱をきわめていることである。 この改善

策のーっとしてはラッチ数をふやして無用の客をラッチ外のより広

いスペースで処理することであり、このことは改築札の自動化を前

提とすれば省力化と矛盾することなく実施できそうに思われる 。

4  都 心 タ ー ミ ナ ル と し て の 梅 田 地 区

梅田は大阪で最大の都心ターミナルであるが、施設面で多くの問

題をはらんでおり、以下に述べるように、土地利用、鉄道 ・道路計

画、広場と歩行者空間、地下街防災、さらには都心形態と 7 ストラ

のパターンの改革等々、今後に残された課題が多い。

(i) . 土地利用

梅田地区の土地利用は明治初年国鉄大阪駅誕生以来、駅前地区は

みやげ物居、飲食活、旅館といった商業施設群が逐次成長して、百

貨庖に代表される 小売庖街I i 群と高級専門庖に加 えてパ一、キャバレ

ー、 映画館とい った歓楽街が形成され、最近は都心業務地の拡大の

形で業務ビルの建設が進み、これが国道176号線(大阪福知山線) 沿

いに駅装へのぴ、十三方面へ延伸されつつある。

駅裏は貨物駅施設の影響で土地利用は物流および関連サービス施

設群が土地利用を先取りしてきた。都市計画用途地域指定も長らく

準工業地域であったが、戦後、商業化の気運に合わせて昭和40年 2

月商業地域、防火地域指定がなされ、 一 流ホテル、オフィスビルが

進出してきた。



いま、悔回周辺おおむね 1 キロ閤の土地利用の現況をみると、駅

前 Ｚ 駅裏の比較は、道路 ｚ 手 ｾ ＲＶＮＵ ＥＺ 12 .4% 、公有地率49.3% :  63. 3 

% 、宅地率29. 7% : 22. 1% であり、また建物についてみると駅前は

駅裂に比し、建物件数で2. 2倍、延床面秘で5. 1倍 、平均階数で約 3

li 皆の差がある。一方、建物用途をみると、駅前地区の建物延床面積

の約 ＸＰ Ｅ を事務所と盾 ｾｩｬ￬ が占め、駅裂では事務所と庖舗の合計と住

宅床面積がほぽ等しく 、かなりの差i主があるが、今後はさきにも述

べたように駅前駅裏一体化された業務地化の方向で土地利用の進展

が期待される。

(ii) . 交通

(1) . 並道大阪都市圏における人口集中と都市構造の変化は著しい

輸送需要の Ti' :1mとなり、昭和45年の梅田ターミナルの一 日|降車人員

は120万人を数え、昭和35年に比べ57% の地加を示している。 この流

入動態は朝夕のラッシュ l侍以外にもi ] ! 鎖し、業務、貨物、娯楽その

他の目的のために多数の人がこのターミナルを利用していることを

考えるとターミナル施設の E釘府はもとより、その周辺を含む再開発

が要望される。

大阪市としては都市のドーナ‘ ソ化現象は迷距向性通勤と公共投資の

非効率を招くものとして、都心周辺の適地に高密度の住居専用地区

および住商複能地区を配し、職住近接を図るとともに、交通機関の

輸送能力、住宅の供給能力等公共施設計画との調整を図るべくマス

タープランを立ているが、もし、昭和65年の市内昼間就業人口 290

万人、市内 ＱｩｾＮ 住人口 ＳＰＰ 万人とすれば、流入就業者 ＱＵＵ 万人となり、通

勤輸送の鉄道利用率を不変とすれば昭和45年の流入人口 108万人の

約 1. 4併の需要地加となる。

梅田地区における通勤者の流入実態については、昭和42年11月に

将来のターミナル整備計画の樹立を目的として、交通機関別流入率、

乗換状況の実態を調査しである。 これ uこよれば梅田ターミナルへの

流入は平日出勤時( 午前 8 1時- 9 時) において 208，018人であり、こ

のうち約71% は他の交通機関へ乗り換え、他は徒歩で近接業務地へ

向かっている。 この乗り換えパターンを用いて昭和50，60年の設混

雑 1 時間の釆換O D表を推定したが、昭和60年の最混雑 111寺聞の降

車人民は約29万人で昭和42年調査の1. 4倍となる 。ただし、この数字

は梅田のみの発生交通量をトレンドから予測したものを基礎として

いるので、都市圏における広滅的な通勤交通症の予測値との斎合性

について若干の問題がある 。

(2). 道路 市内における自動車保有台数は昭和49年 3 月末で62万台

を数え、 35年同期と較べ3. 7倍に増加している 。都心部の主要交差点

における交通量も保有立の仰ぴと同様の経過をたどっていたが、昭

和35年頃より飽和状態を示し、交通停滞を多発、この状態が漸次外

周昔日へと波及しつつある。路面交通の現状を線本的に打開するため

には 、単に交通需要を後追いする道路整備の姿勢を改め 、路面交通

需要そのものの抑制と発生源としての都市機能の分散、代替手段た

るマストラの準備等の諸地策を総合的かつ効率的に検討する必要が

ある。

梅田における主要交差点について交通泣の推移をみると、やはり

昭和35年以降飽和ぎみであるが、昭和48年の昼間交通量( 午前 7 時一

午後 7 時) は阪急前60，076台、阪神前85，906台、梅新84，611台で、

交通量集中の激しさがうかがわれる 。交差点における車種別比率を

みると、乗用車比率がいずれも 60%前後で貨物交通流の混合度が高

い。これは大阪都心部の特性として従来都心部に卸売業が存在する

ことと線図に大阪最大の梅田貨物駅があることによる。 国鉄大阪駅

北似IJ に立地する梅田貨物駅に対するトラフィックラインのパターン

がきわめて粗であることは、前述のとおり駅裏における道路配置の

不備によるもので、貨物駅へのアプローチはほとんど大阪駅前迂固

という形をとっている。したがって以下に述べるようにターミナル

機能の分散を含めた都心形態の変革、マストラのネットワークの見

直しと関連した市街地再開発が一体としてなされなければ、梅田地

区の交通混乱の解消は望みま住いと考えられる 。

(iii) . 都心形態と鉄道網について

わが国の諸都市は、鉄道を輸送の主軸として都市形成が進んでき

た。東京都心は科1回、東京、有楽町、新橋といった具合に都心の長

手方向に国鉄線が走り、乗降客はこれら複数の各駅でかなり分散し

て釆降しており、 一方幹線道路も都心の長手方向に複数の路線が鐙

備されている。 ところで、大阪都心部は旧船場北浜地区から 中之島 ・

堂島、梅田に至る南北に長い都心地域の北端をかすめる形で東海道

線が淀川を越えてサービスしており、淀川以北の東淀川、塚本の各

駅は 、新大阪副都心の形成を別にすれば、全〈者1I心とは異質の土地

利用の地区に立地している 。道路綱も南北軸 が強〈悔回では駅前か

らやや放射状のパターンを呈しており、なかんず〈駅裏側が弱いの

は前述のとおりである。

このため国鉄の乗降客は梅田のみに集中し、権回でドンと降りて

またドンと乗るパターンであり、このあおりを地下鉄 1 号線が受け

て四苦八苦している 。 これに加えて阪急の三複線と阪神の複線がと

もに梅田でドンになっており、これが梅田ターミナルでの混乱に拍

車をかけている。

この救済策としては、過日都市交通審議会大阪圏部会で答申がな

されたように、片福連絡線の整備( 国道l 、2号線地下) とか市交 3 号

延イIJl (地下鉄四ッ僑線北進、十三経由北伊丹方面) 等々、都心貫通

型のパターンに変革して、梅田での強制釆り換えの解除を図る必要

カずある。

また、実現の可能性を別にすれば前述の梅田でドンになっている

阪急 ・阪神間線の延長についても配慮する必要があろうし、梅田到

達前のいずれかの地点でサプターミナルを開発して、新穫のマスト

ラで受けて都心へのサービスを行うことと、これらのサブターミナ

ルを前述の東京都心部並みの業務地に育成して都心形態そのものを

変革する構想を樹立すべきであろう 。

( i v) . 広場と歩行者空間

さきにふれたように、大阪市への流入人口は国勢調査年の 5 年目

ごとに約1. 5倍、 10年間では 2 倍を越える増加率で仲びてきた 。 この

ことは、市内の雇用力の伸びが強〈、不足する労働力を市外から供

給を1fll いできたからであるが、これに対応、する各鉄道事業者の輸送

力増強策は従来の線路施設の上に車両の増強とホーム延長、運転時

隔の短縮などの方法で進められてきた。したがって、比較的容易に

輸送力増強がなされたことも手伝って、 5 年後に 1. 5倍、 10年後に約

2 倍と、おおむね輸送需要に対応した輸送実績を上げて今日に至っ

ているが、ジヤンクション機能としての広場、連絡通路等の拡充は

容易に進まず、難問を後に残している。

近年、梅田地下街の防災上の問題が強〈指摘されているが、これ

ももとを正せば梅田地区における歩行者空聞の絶対量が不足してい

ることにその様1原があるといわざるを f専ない。

駅周辺地区のスペース不足は全国的な問題でもあり、このため各

自治体により後追い整備の形で駅前広場を生み出すための市街地再

開発事業「駅前シリーズ」がくり拡げられてきた。しかしながら 、

この手法は大阪府下の衛星都市とか他の中都市程度の駅前で地価が

坪当たり 40- 50万円程度の場所が再開発事業完成後、坪当たり 80-

100万円へと飛躍的に上昇する所では事業可能であるが、大阪市のよ

うな既成大都市の駅前ではすでに地価が300万円メ坪程度となってお

り、ここに公共施設等の追加投資がなされたからといって 地価 が 2

倍の600万円/ 坪になる 可能性は薄い。

したがって、今後は梅田のような大ターミナルに対してさらに負

荷を増やす方向は避けて、さきに述べたターミナル機能の分散とそ

れに関連した市街地再開発の方向を模索すべきであろう 。

( こんどう たっお 大阪市総合計四月調態苦11主幹)
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歩行空間の現況と診断

紙 野 縫 人/ 知 花 弘 吉/ 春 井 秀 雄

はじめに

いま、大都市のターミナル ・エリアのありかたについて不満をも

っ人は大変多い。 にもかかわらず、毎日のラ ッシュ H寺の雑踏 、休日

のショ ッ ピング存の殺到にみられるように、その都市固に{ 主む人の

大多数がこのターミナル ・エリアとよばれる空間! と何らかの交渉を

もたざるを符ないのが実情である 。 人とその高IIrl1 との触れ合いが屑

住地とターミナルの二而に極限されている場合も家庭の主婦などに

とってはしばしば起こることである 。 通勤者にしても 、職場とター

ミナルおよびそのかいわいと ｉ ｾ ｉ 分の家との ｉ ｩ｜ ｊ を規 則 的にむこ復するよ

うな生前パターンはまれではなし、。 このように 、 ターミナル ・エリ

アが 都 市空 Ｑｬ ｜ｊのなかで秀れて実効性の日し、公共 ｾ ｾ ｉｬ ｜ｊ であることは、

まずI l ¥] i ♀いのないところである 。 とくに大阪の場令、キタとミナミ

で代表されるように、たんに交通結節としてだけではなく、コミュ

ニケーションの機能もアメニティの要素もかね備えた文字どおりの

都心として J ますます多くの人と物を吸い寄せていることは周知の

とおりであるよそこで、機能と空間と人との彼雑多岐なからみ合い

は、とけないもつれた糸のようにより合わされていく 。

人々は、このもつれた糸くずの中を手際よく泳ぎまわることに倒

錯した充足感を持つと同時に、 心身の彼労をさそう政金!t さ面倒さ、

人と物のｪｩｬＡｉ衝とそれにともなう ｾｉ Ｂ 術生 、 不合 ｅ ｬ ｬ 、空 ｉ｜｜ｊ 不足について

大きな不測をいだきながら、なおかっそこに通いつづけているのが

笑怖である 。 なかでも、 iift もがいまターミナルの人 t¥¥J 環境として問

題に思っているのは 、人の歩〈空間についてである 。

ターミナル ・エリアでは、 11司々の佳物であっても、その中を1n集

が激しく流れて街路や地下街につながっていき、いわば都市空間と

ｩｬｬ 築 ｾｴ｜ ｜ｬひとつながりの歩行経路の網の目ができあがっている 。 そ

こでは、 Ｍ ＱｉｾＱ の建築物といえども準公共空間｝として都市空間の中に

組み込まれていくのが笑情であるが、残念ながらターミナル ・エリ

ア全体を通じる公共空間の流れ、歩行空間の流れについてマスター

4 2  述築と社会/ 1975年 9 月号

プランをもてないままに、側々の機能や空間の膨脹がくり広げられ

てきてしまった。

このような 、空間] の彼雑化 ・多様化に加えて、自動率交通増大と

めからみで、さらに問題は惑い方向に向かつてしまっている。

ターミナル ・エリアにおける自動車の発生交通もさることながら、

ターミナル周辺の街路が向H与により広域の自動車交通の幹線機能を

合わせもっている場令が多いので、ターミナル ・エ リアを自 由 に住

米しようとする群集の流れと大立の自動車交通とがもろにかみ合う

結果となった。これまでのところ、街路は自動車の流れにとってリ

ニアーな構造となり、街区と街区はこの河の両岸に分けへだてられ

て、歩行者は渡し舟 (横断歩道) に釆るか上下する橋を渡って向こ

う岸にたどりつくかせねばならない状態になってしまった。

河を j皮る場所がこのように限定されると、道筋はあらかたごくか

ぎられた経路にしぼられてしまう 。 それが、自然なわかりやすい路

線になっているならばまだしも、空間の政雑化 ・多様化の波にもま

れて不自然なわかりにくい、似いづらいものになってしまっている 。

では、いっ たいどのくらい惑くなっているのか ?

この質問に対して 、はっきりした答えを出すことは意外に困隊であ

る。 なぜなら、そこを使い↑ 口れている人々にとっては、なんとか使

いこなす習性が身についてしまって、答えは生理的 ・心理的に! 回折

し潜在化してしまって l羽織にはね返ってはこないからである 。

この間いに明瞭に答えるためには、ターミナル ・エリア全体を歩

行空間としての環境評価i て' 洗い直してみることが必要である。 また、

もっと直接的な診断法として、初めてそのターミナルにやってきた

人の素朴な行動を通して状態を判断することがひとつの解を与える

であろう 。

前泣きが長くなったが、この特集の主題を受けて、そのようなタ

ーミナル空間の診断の実例を大阪梅田ターミナルと、国鉄京都駅に

ついて示して問題にひとつの手掛りを提供したいと 思 う。

なお、ターミナルの空 I¥¥J のとらえ方として、 (1)各駅のラッチ内の

空間、 (2)釆り換えなどのためにH，米するジヤンクション ・スペース、

(3)その外に展開する市街地空間の区分があるが、ここでは、 (1)は置

いて、 (2)と(3)について検討する 。 そこで、歩行環境としての洗い直

しについては、「あるきやすさ」からみた問題として述べる。また 、

初めてきた人' (初米言力者) の行動による診断は、空間の「わかりや

すさ」の問題として述べることにする 。



日 歩 行 経 路 の 「 あ る き や す さ 」 は ど う か

1  . ジ ヤ ン ク シ ョ ン ・ エ リ ア に つ い て

村正UI ターミナノレJ 也氏には、鉄道駅として、| 仮; t ，仰 111 、 阪神 仰 111 、

同 欽 大 阪 、 地 下 鉄 仰 IJI ・米材'if. III . jl l:j怖111 の 6 つの駅がある。1 I ( { . f 1148年

ｬｩ でレ来 ｉｴｴ 人 Ｑｾ は、 -*村正|口約 12万人、内村正 IJJ 約 9 }J 人 、 仰 IJlk，(j 45万人.

阪急. 仰川約 72J J 入、! vx布11仰 IJ IがJ 24万人、 1"1鉄 大 阪 約 63万人で村i f . 11I タ

ーミナノレ地区全体で約225J J 人 の 来11年人以がある 。ノマーソントリップ

に よ る 欽i立の来換玲tは 約 61% であ る。 よ っ て こ の 中 が か わ ら な い と

似 定 す る と D({ 千[148正I'- l i で 約 137万 人 の 人 が 来 り 換 え の LI (I(j で動し、て

いる。

こ の よ う に 多 く の 人 が 肋 < r 交 Jl1iの '1' 似 」としてのターミ ナ ル 地

区は、左胸骨. r ，や身体| 祁， 1;: . ( ，' にとって F市川ー物としてよくある例は、 lぷ

の ｲｴｴｌｾ 二、 Ｑ［ 符段、平 ｉ ｊ 川しに くいエレベータ一 、 Ｚｾｉ Ｎ、で狭い 近、 ｽｪｬ￭Ｇｊ のわ

かり日くい交 Ｎｦｾ 点、縦断歩道主どであるが、これらは員ＱＡ以なすべて

の人々の交. i J . 自のネソクにもなっている。

つぎにこれら交J l 1 i 1'i 1本I}i"'i を11，' ;1 々に検討する。

. 歩 行 ネ ッ ク 地 点 に つ い て

図 一 11は立 J地也 1'. レベ Jルレにおける 1広歩志少之行.('

わち ｅ交交ｫ どＺ，ぷ伝ｾｾ ，'，λ点...(、 4将似般2到貨目'(i 断 t歩L炉冷 j迫ιι 、 |卜- リlド附;精皆矧l段交、 下 リｼド防［ヰ十符削 ｔｦｾ 立 ｴ を ｊ地也 ｉ医ヌ 川 Ｍに ブプ.ロ y  トし

ている。これをみると、いかに交通機| 見lの利 IIL乗 り 換 え が 歩 行.ri に

とって、不似て' 経路がわかりにく〈なる地. . . '，1: をJ l 1 i らなければならな

いかがよくわかる。またこの| ヌ11( U は歩行ネ y クとなるこ れ ら の 地 点

として阪急:++1仮や11川 の 歩 行 経 路 を 分 析 し て い る が 、 @ は 平 面 図 、 ⑮

は断f ( 1; Ｑ Ｚ［Ｑ Ｑ 、。はレベノレ＿［ＺＺ 、 ⑬は ， ｾ司ｦｬＧ 11 と所安時分、。は‘ 1
1

而 図 の 凡

WIJ を不す。

. 交通 貧 困 層 ( ，、ろいろなタイプ日J j にみてみると)

・ ，g; 紛) ( 1 ( 65歳 以 土 の 人 と 定 筏 づ け る と 大 阪 府 下 で5 % 強 の 人 が い る )

，g;J-j l に う る お い を も た ら す も の に 、 友 人 、 知l 己 へ の 訪 問 、 芝 府 兄 物

などがある。これらの欲求をみたすために公共交 辿 機 ｼ 品 ｬ の釆リ ｦ ｾ さえ

を 余 儀 な く さ れ る 。 こ の 人 々 が1*1っ て い る 主 な 'J'; 制を列挙すると、

① F別 立 の の ぼ り お り が 大 変 で あ る 。 と く に 1; 別交の L己、 X 14の 束 梅 仕l

からきて阪急. 行1 ' n l
-; に J'. がる| 制止など。②行先の経路がわからない。

とくに Ｑ［ 符 ｴ 交からおりてきたり、 ｊｦ ｊ ｊｩ が似維な交ＮＶ ｾ Ｏ ＮｩＺ などで ｊＺ ￯ IIl Jカぜま

ったく わから主い 。 ③ ｮ 動販売機によるＱ［ｉｊＱ ｬ ｬＡ ｬ ｾ 人 Ｑｉ Ｎ�Ｎ ｉ こ大変まごつく 。

④休先日場所がJ I，' ' : ; ¥' に少ない。( "，1$; 1 ; コンコースにはあるが)

・心 身1; 令， i;: .r，'JM Ｈ・ 応身体 Ｑ ｩＡ ｾＧｉ Ｎ ｉＺＺｾＧ 手中 ｉｬｾ 似有名ーと定義すると大阪市内

で 約 2 % の人古川、る)

作Ｎ￬ｊＮ 自 の交通行 ｬ 本 Ｑ ｍ と ｉ［ ［ ｊ じ ｉ ｾｾＺｾｉ ｉ ［Ｚ のほかに、各 ｬＩｴｾｾ ， ｟ ｉＺ Ｚ［ｊｉ ｊ にとくに ｬ 本 ｼ る， Ｑ ，Ｇ，Ｈに

ついてみると、①枕党 ｉ ［ｾｾ ｩ ｾ :， 1;: で は ま ず 、 レ ベ ルJCによるつまづき、{ パ

サの，議日ｊｪがｼ止ｼ餓、 Ｓ ど ｩ Ｇ ［ｾ 点における ｽｪ 向の雌 ｩ 誌が ＱＪｉｾ￯Ａｈ s<: i己点の jf J l i

が 似 紛 ) で あ る 。 ② 聴 覚I;t{' ，i;: で は 、 償 断 歩 道上 で の 1'1 瓜)j '11 i・γ がきこ

えない。辺) I lnを 人 に た ず ね て も き こ え な い か ら J い、てもらわないと

わからない。 とし、う大きな ｬ ￭ｴｾ ｩ ｾ Ｇ， Ｑ［Ｇ ・がある。③言語 ｉｾ ［，Ｈ Ｇｘ li Jl[ JI Il ' i を人にた

ず ね る こ と が で き な い 。 ④ 身 体 不 n由では階段のレベル夫、' fi イス

に ナ ン バ ー を つ け て い る 。 こ れ は 図 3の 来 り 換 え の 分 析 聞 に も 明 示 似 ｪ 日ＮＨ，Ｎのドア州 Ｑｾ の狭小さによる附Ｇ，Ｑ［Ｚ 。 ⑤内郎防Ｇ ， ｩ ［ Ｚ は休恕 ｽ，ｪＮＧ ｪｬ Ｂｩｊ￭Ｍ が少

している。 図 - 2 の 地 下 H許レ ベノレの歩行 ネ ック I也点分イ11 も1，可保であ るい、| 椛段の芥り 11昨リがつかれる。

るが、ネック I也1"). としてレベノレ2，':.:が少 し だ け あ る 1; 町立も入れている 。 . (-(Ji iつ'れ の 人 ( 5  ..1-未il: l. jの ({jlζ づ れ と 定 義 づ け る と 約 10% あ る)

. ジ ヤ ン ク シ ョ ン 機 能 の 条 件 整 理 | 相支ののぼりおりと、休だ! 場所が少立いことが1*1 る。(- ( - W，は つ か れ

鉄道駅川の釆リ換えについて検討している1 ) 1 11 として日凶作、道松、 ると 11民 っ て し ま う こ と が 多 い )

レベノレ ｩｾ ＺＺ の 駅中 Ｑ Ｑ 互の概ｾ万 ｩｬｬ 、それに Ｑ［ 間交数、交 ｬｾｾｾ 点、航断歩道数 ・荷 物 を も っ た 人 ( 定 義 と し て は 、 荷 物 を も っ て い る た め に 許ii 自の

の歩行ネック ｭ 日、故後に経路分析として ｬｩｽ ￭Ｍ ｾｉｉ 寺分、 ｊ� 行経路の，往 歩 行 委 勢 が と れ な い 状 態 と す る と 場 所 に よ り 災 な る が 約 2 - 10% と

築 物 内 部 中 、 距 離 に 対 す る 泊 引 の 似 午 、 100mを 歩 く の に 何 秒 か か っ 比較的に多し、 )。 ① 階 段 の の ぼ り お リ が も っ と も l本|州i である 。 ② 少

て い る か 、参 考 と し て ラ ッ シ ュ 11与 の 釆 り 換 え 人 数 を 示 し て い る 。 例 休 Mtで き る ス ペ ー ス と ロ y カ ー が も う 少 し は し L 、。

- 写真でみる侮因ジヤンクション地区の問題点実態

子供を抱えた母親のつかれは〆 どニヵ、荷物をおくとこはないか主?

パスターミナルの歩道状況 どこにも休む所がないのかしら?
i置いなあ 〆
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図- 1 地上レベルの歩行ネック地点分布図
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表- 1 ジヤンクション機能の条件登理

ル ー ト

l 国 鉄 日 阪 急

A  

日

A  

2 . 国 鉄 H 阪 神 日

c  

A  

3 国 鉄 H 梅 田 日

c  

A  

4 国 鉄 日 東梅田 日

c  

5 国 鉄 H 西梅田

A  

日

6 阪 急 円 阪 神

A - ① 

A - ② 

7 阪 急 - f有 国

8 阪 急 時 東梅田

9 阪 急 H 西梅田

10 阪 神 H 梅 田

11 阪 神 H 東梅田

12 阪 神 H 酉梅田

13 梅 田 H 東梅田

14 . 梅 田 仲 西 締 困

15 . 東梅田 H 酋梅田

. Aー①ルート '740426幽

5 介 19秒

Ｎａ ー ② ｊ レート Ｇ ＷＴＰＴＲＶ ｾ 国

4 介 52秒

手 Y 7

¥ 42秒
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... 35秒
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日
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日
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3  3  3  
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3  3  3  

2  1  0  

1  6  5  

3  1  2  

3  1  2  

1  4  0  

1  5  5  

4  7  5  

4  0  3  

5  6  3  

5  0  4  

4  5  

1  8  5  

1  8  0  

1  8  0  

6  3  

1  8  5  

1  8  5  

1  8  5  

2  9  3  

3  7  8  

3  7  8  

3  7  8  

3  7  8  

道 手呈

(m)  

2  7  6  

2  8  2  

2  1  8  

1  6  8  

2  2  2  

9  4  

7  6  

7  2  

3  9  6  

3  8  2  

3  8  4  

2  8  2  

2  3  6  

4  1  8  

4  1  1  

2  1  2  

2  1  6  

5  7  6  

5  0  2  

7  5  6  

6  7  2  

6  6  

1  9  8  

2  3  8  

2  2  2  

7  1  

2  3  4  

2  2  5  

2  2  0  

3  4  2  

5  4  8  
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5  3  0  

r  

レベル差

階 段 数

( 階)

2  

2  2  

2  

3  

4  

3  

2  
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3  
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。
2  
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2  
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。
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阪神東口

阪神東口( 地下 2 F )  

阪神東口( 地下 2 F )  

所要時介

歩行経路の

道 程/ 距 離

建築物内部率( %)

3 介 52秒 8  6  

4  "  37
11 

5  2  
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2 "  6  H  1  0  0  
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11 
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5  11 19 "  1  0  0  

4  11 52 "  1  0  0  

2  "  21 "  1  0  0  
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6  "  32 '  1  0  0  

5  "  31 "  1  0  0  
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4  "  17 "  1  0  0  

6  11 15 "  1  0  0  

6  1/ 15 "  1  0  0  

6  '  20 '  1  0  0  

6  11 2 "  1  0  0  

図 - 3 例 と して、阪 急 日阪 神

田 I NDEX

ロロ改札口

1111川 階段

= エ ス カ レ ー タ -

F →動〈歩道

一ー 地下車車線
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1  .  1  5  

1  .  1  5  

1  .  3  4  

1  .  4  3  

1  .  3  4  

1  .  3  2  

1  . 5  1  

1  .  3  9  

1  .  2  1  

1  .  2  5  

1  .  3  4  

1  .  3  3  

1  4  7  

1  .  0  7  

1  .  3  2  

1  .  2  3  

1  .  1  3  

1  .  2  6  

1  .  2  2  

1  .  1  9  

1  .  1  7  

1  .  4  5  

1  .  4  7  

1  .  4  8  

1  .  4  0  

3F どこ 阪急 ｾ フ

2 F どこ 阪急日 中F

ｇＮｌ ζ 虫 色 全会ｾ主 Ｏ
開 "

地 下 IF ζ じ 笠笠

西梅田

地下 2 F ど

AI レー ト①

AI レート ②

F EEF考回

原石ア

t.T フ ツ γ ュ時乗り換え人数

/  100m ( A M 8 - A M 9 )  ( 人)

8  4 秒 国 「 急 10，458 

9  8  急 一・園 11 ，685 

7  2  

国 → 神

7  5  

4，077 

6  8  

神 → 国 1，431 

9  9  

国 一・梅

7  9  

20 ，828 

7  2  

綿 一，国 2，649  

7  0  

国 一・東

7  1  

4，520 

7  1  

東 一・固 317 

6  6  国 一・西 7  ，534 

7  4  西 一・国 422 

7  6  急 → 神 2，494 

7  1  神 - ・急 972 

6  7  急 → 侮 21 ，162 

7  7  梅 一・急 4，893 

6  8  ｾ → 東 4，560  

6  6  東 『 急 1，364  

7  8  急 → 西 5 ，273 

8  2  酋 『 急 286 

8  5  神 ー 梅 5 ，389 

7  6  権 ー・神 1，18 1  

7  9  神 → 東 90 1  

7  9  東 → 神 42 1  

8  9  神 →西2，650 西→神6 17

6  8  

梅 『 東

7  1  

118 

6  7  

東 「 侮 529 

7  5  本毎『西1， 147 西→梅 ー

6  8  

6  8  東 → 西 40  

6  8  西 → 東 62 

6  8  

阪急 3 F改札口

G .L .  41 8 m 

阪急 3 F改札口

G. L  411 m 

4 5  



園 周 辺 街 路の 現 況 と 問 題 点

歩行 ｊｾｩ 境としての仰凶ターミナル問 ｪｗｬｩ 路は、さまざまな問題を

抱 えている。その 問題の Jiii をrlJ J らかにするため、歩行名ーサイドに

すーって観然し、 ｦｾｩ 境， ￎ 判 ｉｕｩ を行った。 Ｈ図 Ｍ Ｔ 、表 一 Ｒ ) これはあらか

じめ設定されたルートを調作 Ｑｾ が歩き、 ｾＨｎ ， 、た . ' . ¥を記録し、検討

したものである。相旺況と しては" ; Ur- ｩｬｬ￭ Ｂ という印象を ｾＡ ｉ ，た 。 しかし

大都市のＢ，心 ､ｩｬｊ 什也としてもう少し刊し、レベルの， ｬ ＧｆＱ ｬｬｬｩ を目 ｦｾｻ として

採 f/iii すべきであろう。

比 較(I(J l' H子であると，: 1'i Jl li された街路は術l立筋、間ツ焔筋 etc であ

る。 ( 写真1- 2、 3 ) これらは付i f . 11 I ターミナルと業務地区とを結ぶ1 J i路

で、とくに待11- ;;;: 筋は1I f ' H1I 1JJWJ にI ( 似の資金を投じて 1例liii された 。 脱

イiーでももお Jよ、 j立の係官iii 状況、 fJ i 路樹、処物のメンテナンス etc が怒

えられ、人々にとっても快)1主な歩行主/ 1¥1になっている。

+l.fj; いと，FH制される場所としてまず制I l lli 路がある。そのほとんどは、

n  動車の氾i! なゃれ板、物品などのような突出物によって歩行笠/ 1¥1が

! 七迫されている。ガードレールや駒止めなどによって歩行ツ日: ¥1 が確

ｦｾｾ されている ｦ ｊｩ路でも、 Ｍ｡Ｚ［Ｚ ＭｉＧ Ｑ ・ ｊｌ ＭｔｴＭｦＮ反などのためにスムーズな行動

46 

。
露 墨 ヨ ジヤノナンョンス

園 田 問題の多いと ころ

臨 画比較的ょいと ころ

t，・指 摘

表 - 2 街路の歩行環境評価

評 価 内 容 |  改 善 の 方 向

歩道関係

路面白仕上げ、手入れ懇い | ・よごれに〈い材料による路面白再盤備

・歩道のない所危険 |  幹線街路以外でも歩道的確保{ ガードレール、駒止)

・ガードレールで保護されると歩きやすい | 歩道は骨散的でむ〈連続性をもたせる

歩道幅員挟〈すれ遣いに〈い |  歩道的鉱編、立看、商品、自転車などの除去

I  ( できれば電柱なども)

歩道幅員が一定でない |  地下街出入口、歩道橋附近の歩道幅員の確保

・建物 IF ピロティ部分歩きやすい |  遺物前面を歩行者に開放するように指導

ー歩道広々として気持がよい |  歩道幅員の硫保と植栽の鉱大

・工事中町周辺荒れている l ・工事に伴う道路使用、騒音など令喜ぴ L ( 成制する

・地下街出入口の段差 | ・地下街出入口附近の段差に工夫

・歩道橋 |  スロープ的場所の拡大. 可能ならば除去

・車道と歩道的段差( 階段状である所) I  段差はスロープにする

- 1君号無視多い( 細街路、幹線街路) I  - * 田街路か勺車町排除、信号殺置条件の機約

・どの( 量号をみて良いかわか勺ない ｼ ・ わかりに〈い信号、見に〈い惜号は ｉｾ 置場所を変え

るか、故普

- 1君号の右い 情断歩道危い | ・車が走町に〈いように工夫、繍断歩道的手前に段差

I  ｾつける

ーとっつきに〈い償断歩道、情断中信号が| 交差点主どはスクランプル導入

変わりあわてる

- 信号待ちの人の待ちスベース不足 | ・1言号待ちのスベースの確保

・駐 停車多〈歩畠に〈い | ・駐車遺反等をきびし〈取町締草る、細街路町通行隷止

・歩道に乗り上げた車邪魔 |  歩道に乗りよげ勺れ古いよう工夫

・車に気をと勺れイライラする |  歩車道骨敵区域鉱大、歩行専用路町噂入

- 一方通行喝所‘ 後回車に気をつかう |  

- 騒音大、排気ガス大 | ・高速道路から騒音対策、通行台数を押さえる、減速

する

ス トリ ー ト・ファニチ ュア

- 歩道の屑簡が邪魔 |  狭い歩道での届範の段置を工夫する

届筒、属がI吉まってもう使えない | ・屑簡を大事〈する

謹費が散乱して不潔 |  掻差を気較にすてた〈なるような所をむ〈する

・届範的大きさ、配置、デザインはもっと| 届純白適正配置、デザインの統一

考えるべき l  

- 電柱が歩道内にあり邪魔 | ・幹線街路だけでも除去

- 電柱. 電線がゴチャゴチャしている

ー映画的看板ポスターで雑然としている

・広告、看板が不備いで多すき' る

・歩道に突出した看板、立看、危い

ー広告のはんらん

歩道に突出したテント危い

案内図、案内板に気付きに〈い

今自介がどこにいるかわか円に〈い

アーケードが途中までしかない

アーケードによ η 薄暗〈なっ τ いる

電線は地下ケーブル化の方向に指導

' 映函館附近の看板の規制、ポスターのは η場所指定

・広告、看板の規制、デザインの統合化

広告物の股置高さ規制、立看仮禁止

・公共的標値のある附近での広告物の規制

ー低い所 0 ) 突出テントの除去、デザインの統合化

段置場所の検討、イメ ー ジアピリテイ令高める

( 例、交差点. 10)

・案内図的表現方法的再検討

ーアーケードのデサ' インは全面的に考え直す

デザインが良〈ない | ーデザイン ・コンベティ γ ョンを実bi して創造力金高める

歩道に ｉｾ けられたタクシ 、パス量 η 場 | ・タクシ-.1' ス乗 η場等の滞留スへースの再検討、暗保

田 槻 l  

ー自動販売機が邪魔 | ・歩道に突出し た自動販売徴除去

・自転車、単車、物品、空箱が邪魔 l  自転車、単車、物品elo 除去

外部空間 l  

- 樹木田茂 ってい るところ気持がよい |  フラウーポ y クス由連続的股置、植裁の鉱充

・樹木が分敵している |  低木、高木町適宜配置

- 歩道橋田裏側デッドスベース | ・歩道橋周辺町利用を工夫

・オープン・スベ スが少ない | ・オーブン ・スベースの確保

・中途半端な空i也が惜しい |  宝地町有効利用を計る

・不良品置場 |  材料、ガラクタ置渇になっている所目有効利用を計る

・高架の下町小紋I也、遊び場市どは有効に| ・高架下町工夫と真由有効利用

利用されていない l  

・公開空地は良好 1 . 公開空地町鉱大、公開空地由連続性情保

・ベンチに老人が座っ τ いる | ・休惣喝所田崎保と湾整備

歩道橋 2 カ所昇降すると休みたい | ・幹線街路における休憩スベ ー ス確保

腰かけ勺れるとニろがほしい

少ないスベースでも値教があると人が休| ・休憩スベースの植載、フアニテ a アの充実

んでいる l  

・噴水町周困 . 住宅展示場の近〈て株んでいる| ・心身とも休憩できる空間的演出

バス停のベンチに接掛けている | ・パス利用者のための滞留空間の充実化

景観、視界、その他 |  

新大ピル‘ 大阪市役所、日銀附近景観良好| 景観のよいところ金確保し、殺風景のとニろに工夫

ー異和感のする建物がある |  改修指導

・高架による量観的破壊 |  高木等により景観をやわ勺げ高架道路の構築を規制

壁画が汚繍している |  古〈なった盤面的修理、指導

壁面白広告見苦しい | ・壁面広告物のデザインの統合または規制

・〆ンテナンスの惑い建物があり見苦しい| 低層建物のデザインの統合、幹線街路，古いのデザイ

ノ回統合

- 不良漣物( バラック) がある |  不良建物的改修令指導

- デザイン町不繍い |  個々パラハラのデザイン岳地域的広が円で考える

地下街出入口町デザインの不繍い |  地下街町出入口町デザイン回統合、ネーミ〆グ

高架や歩道橋で視界がさえき・勺れる |  槍築規制

・阪車百貨庖に視界がさえぎ勺れる |  デザイノの指導

- 前方の見通し悪〈、街路由選択に迷う |  復維な交差点での工夫

ランドマーク約なものが少ない | ・ランドマーク的なものの設置およびネ y トワーク化

・地下街出入口が視界を悪〈している |  地下街出入は歩道につ〈らない、周辺建物に組み込む

薄暗いとニろ、淋しい感じのところある | ・陰気古都舟田敬修

・適度な人的流れはない |  適度な流れになるよう、歩行空間的整備

高架による圧迫感 1 . 圧迫感の排除{ 例、樹木によりカバー)



ができる ( とく に同道 1 、 2 -'，N: J i ( の歩道 )。

また 、J少j直析のある地点では、従来 (1'0・似されていた歩道1111，¥11 がせば

められて 、歩道怖と往物とのわずかな| 涼川を人々がi並行していると

いう 1凡象もみられる。歩行. r ，のための歩道4告がj並に歩行. r ，' を I Ej I!す

るという皮肉な紡* に陥 ってい る( 写真 6 )  

さらに、 1句集道路、 IfJi 当日鉄道、 J川主総などのような l' 大 川 築 物 が

視型f を妨げている例が少なくな L 、。ま たII l I ツ統的J から '1' 之 !:，'il;Hj lj:を

ながめた 写真 4 によってい明 ri むように、 |寸大げi 築物によって民税

が破壊されて L 、る。

以上指摘してきた問題点に }j l/ Iえて 、 ターミナル周辺のグリーン、

オーフン ・スベースやレスト ・スペースなどは分散しているため、

充分に効米を発柿できないでいる 。 そ の統令化がのぞまれる 。

回 空 間 の 「わ か り や す さ 」 は ど う か

ターミナルについて、利用主体の11!1J からみると 、大まかに、 i1f11f)J

ター ヴイジター ヴィジ ター

者と i訪問. r ，にわけられる 。 ，lJi問fi はさらに、経験あるものと未経験

ニュービジター

のもの、( f i J 米訪fi) とに分けることができる。主体と環境のかかわ

り合いとして 、前二 .r，は J.i; V'J ' i : に対して強い1 "i であり 、十}j米訪1 "i は弱

い才; である 。 2;;i 境が人I i ¥J らしい生前にふさわしいものとなるための

ぷ本は、環境に対してほ抗 }j の弱い者にも安心して屑られる状態を

ili リ11'， すことである。われわれ大者IIil1何 ( 主ず; は、先にも述べたよう

にターミナルをしばしば平IJ川することでそれに 似 れ、キ" さ! な不具令

についても主体11!1Jの応対のfl: )j でこなしてしまうことから、不具合

矛l行に芯; 外に欠イナかないでいることがある 。 しかしそれは気づか

ないだけであって、本求あるべきものから ｪｾｦ くかけ向 性 れた状態にの

めり込んでいっていることに変わりはなし、。その 影響は ifJ.( E( I(j 、Ii ¥J 核

的にではあるがぶ尖に人々の中. 活にゆがんだ枠をはめ込んでいく 。

他 ｽｪ 、弱いＱＢ ￮ にとっては、その［形手 Ｎｾｩ はもっと明白であり、決定的

である 。 初めての才＿にはとても使いこなせない公共地設、 ｾＩＩｊ ぃＮｻＧ｜が

j!i I i にくれてたちまどう公 J佐官I i 't ] がそれとしてたちどころにゆl らか

になる 、 人Ii¥J はもともと初J ボ訪. r ，ーのようにぷ朴なものであリ、それ

に判| 当なむUil こ応えれJ ることが、l ' i sdi ヤ川の人I i ¥J ら しさの際司i てがあ

ろう。

仰LUターミナル周辺の占IliIF;"11I J は、初オミj)J 1 ' ; がそれぞれ判 (I(j の 所

へいこうとする人川的な要求に対してどう応符するのか、いいかえ

れば、行1I 市ツH:¥I の 「わかりやすさ 」は どのれリ立似たれているか、そ

れが、この謝伐の 11  (I(j であった。

ト'1'1プ

すなわち、ターミナル ・エリアの作所に h 10J の/6;，'，'，，: (ORI GI N) と

終 / ，': (DE S T I NAT I ON) を設定し、その幾組かの O D について、十lJ

4とみおに、終点のJ也1 ' ，または地，i;t 手うだけを if えて ，'1'， Je させ、観察. r ，'

1- ". "プ

(  ，i1t. j  11: l-1 ) がその行動を j五一記録して いくわけである 。 そ れによっ

て、* たして被験者・がうまく日燃に到迷できるか 、 その経路は令. f l l!

(1リなむのか、どのような情報を料、それをどう活 JTJ するか 、行 動 の

1"-1' ，1; 要凶は何か、 Md験fi がもっと頼りにするものは何か、るどの，m

，'，'] :を，h'cみとろうとしたわけである。

z制作対象のI也同と O Dの分布を 図 - 5 、図 - 6 に示す。

訓伐の概要はつぎのとおりであった。

，i1，¥j 1t H  IL'f :  :大阪駅周辺、 昭和49年 4 }J 、京布拘都|目1ωz駅R即)，'ω』

千伐正 j万) i.法去 . 被験1 "i と，i1，¥j1正以とがそれぞれペアを k:l l み所定の o D Ii¥1 トリ

ップを実施した。 この場合、被験. r ，には終点の r1'， f!I; J のみを ツーえ

その他の情報は' ! ; I J与えず 、被! 験. r，'n身が必安に応じて j'! ' i - 報収集を

するように ｊ 行示し、品， ｾＱ ｦＮ以は ＧｨＧｊｾｾｨｬ ポにむらないよう指示した。訓作

H はNl 験. r ，が行動をI ) fJ 始した II. J 点から j口町、をはじめ、 J'J U也) ，'J jll の 地

1:.:<1 ( 1/6000) に行動軌跡、情報収集場所、情報源などについてぷu

し、また被験ＱＢ ￮ の ｲＦＺｊ 主についてもできるだけ詳しく観 ｾ［Ｑ し記録する

ようにした。被 l検1"i : 大| 仮駅周辺、| 見l同大学新人 /1ぇ( S 49 .4入"!・ 41'， ) 、

j; o; l'i MK )?i l  ｪｬｬ 、 ｪｬ￭ Ｇ 畿大ザ Ｚ Ｔ 回生、一般社会人 Ｈ ｾ ｉ ・ Ｕ ＱＧ ， Ｉ である 。 彼ら

がf J J ; f 之訪才i としての' fHおをもつか符かについて検，; ，J するため、おの

おのの被験者- に対して調盗地区) ，' ，'1 jll のイメージマ ッ7 を11Y i かせたが

ｉ ￎ 紙の状態であった 。 また ｏｄ を含んだ，世物名、 ｬ ｊｲ ｾｪ 十名を挙 ｉｦ 認知 ｬ

f' ，Ui を検討した紡米 、 1' ，.f!1、や{ 立自について知らない Lのが大部分て、

あった。したがって初来訪おとしての資絡をむつものとした。
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梅田ターミナル附近における初来訪者の行動

梅田ターミナル ・エリアを中心とする 27の起終点について調査を

実施した ( 図 - 5参照 )。結果の概要を示せばつぎのとおりである。

27例中 2 例は最終目標に到達できなかった。道に迷ってどうにも

ならなくなり、調査員の判断で調査を打ち切 ったものである。 その

トリ ヴプ

うちの l 例の行動の軌跡を 図一 7 に示す。残る 25例は、 一応、行動

を完了したが、その最短歩行距離の平均値7 2 2机に対して実歩行距

維は平均して432' " の超過、すなわち歩行率( 平均) で1 7 7% に達

した。 (図 一10 、表 - 3  )  

ト1) ..， プ

内訳についてみると、歩行率1 1 0% 以下で比較的順調に行動を完

了したものは 6 例 ( 約 2 割) 、逆に歩行率が2 0 0% を上廻り、相当

道に迷ったと判断されるもの 9 例 ( 約 3 割) であ った。 目標に到達

できなか った l 例を加えると約 4 割が道に迷ってさまよい歩いたこ

ニュービジ ター

とになる 。つまり、梅田は初来訪者にと って決して安心できる空間

ではなか ったことになる 。行動軌跡の数例を示してあるので参照願

いたい。 (国一7 、8 、9)

比較的順調に行動した例について、歩行経路の特徴をぬき出して

みると、

・起終点が同一 レベルにあり 経路も同一 レベルて。成り立っている

もの

- 起点が地下から出発し、地上拠点に向かう場合

・ターナミル ・エリアの外周から中心部へ向か つて求心的に行動す

る場合

- 歩行経路が幹線道路に沿 って完結する場合

- 知名度が高くて比較的中心部に近い目標の場合

. 有効な情報が通行人から得られた場合

などであ った。

図 - 7 行動軌跡の例( 梅田)

48  

他方、これらの条件と逆条件の場合には道に迷いやすいことも事

実である 。

ユューピゾ ター

初来訪者の歩行特性をみると、

. 地上面の経路に執着する 。

- 幹線街路に沿 って歩き勝ちで枝道には入らない。

. 空間の開いた方向に行〈 。

- 施設の正面の方向に行く 。

などで‘ あ った。

とくに問題があると思われる場所( まよいやすい、わかりにくい )

としては、

- 阪急阪神前から東側の御堂筋終点一帯のエリア

. 阪急駅の立体的構成

. 地下街全体

があげられる。 また、パスとパスの乗り替え、とくに分散して配置

されたパス ・スト ッフマ目互の往来は非常・に困難とみられる。一般に

有効な視覚情報や案内人が不足しており、通行人に頼らざるを得な

いが、 Ilfl かれた方も道筋が複雑で地名なと。が的確につけられていな

いので説明に困 って不充分な情報しか提供できないというのが実' 附

て"あった。

なお、特別な事例として曽根崎響察前から阪神百貨j苫方面への道

順を主主宵に聞いたあと地下への出入口が探しきれず、御堂筋を Ｍｾ

に走り渡る ( 歩行禁止区域) という事例があ った。 このことは、現

在のターミナル ・エリアの空間が、ナイーフ' な行動の要求を極端に

ゆがめて成り立っていること 、基本的なレベルの問題解決能力を超

えた解答を人間におしつけている傾向があることを示唆しているの

ではないだろうか。

図 - 8 行動軌跡の例( 梅田)



表 3 ルート別m荷量およ び情報源 ( 梅田)

¥叫に三 25 21  9  3  14 20 18 2  4  15 27 6  10 24 8  12 7  19 22  13 26 11 16 5  17 23  肘・平均

距

実 歩 行 程 厳( ・) 525 535 1230  505 1900 660 1630 955 810 1980 780 1140 825  486 1140 1620 795 485 380 1050  2600 2500 1560 1590  1154 

離

最 短 距 厳( ・) 525 535 1170  480 1780 600 1410 780 660 1554  600 850 570 
却。

690 930  420  240 185 435  940 885  420  360 ( 870)  (1羽目) ( 705)  722 

歩 行 事( %) 100 100 105 105 107 110 116 122 123 127 130 134  144  162 165 174 189 202 205 241 277 285 371  442 177 

駅 員 1( 1)  1(1) 1( 1)  3(2)  1( 1)  割引

庖 員 1( 1)  1( 1)  1( 1)  副3)

讐 察
{  属

目2) 1( 1)  割引 日5)

通 行 人 1( 1)  1( 1)  1( 1)  1(1) 2(2)  剖1) 5(2)  5(3)  割引 副1) 3( 2) Ｓ ｾ ｊＩ＠

情 住 民 風
1( 0)  

案 内 所 1( 1)  1( 1) 1( 1)  1(1) 1( 1)  1( 1) 司6)

そ
。〉

他( 人) 1( 1)  
耳1)

寮 内 図 耳3) 1( 1)  司2) 2  10( 6)  

方 向 案 内 1(1) 1( 1)  2(2)  1( 1)  割引 1( 1)  副8)

そ σ3 他( 物 ) 1( 1)  1( 1)  1( 1)  3( 3)  

情 報 数( 回) 3  2  2  2  4  2  2  z  3  7  3  3  3  3  9  s  5  7  5  4  83 

有 効 情 報 数{ 固) 3  2  E  2  3  2  2  2  

‘  

2  3  3  2  5  4  4  4  
。

55 

報 銀 報( 回)
。。。

日
。。

日
。 。。。。 。。。。。。 。 3  

。
2  7  

喜 効 ｾ ｉ 情報数 ＨＥＩ 100 100  100 100 100 100 100 100 75  100 100 100 33  57  67  100 100 67 56 50  80  14  80  
。

66 

人 か ら の 情 報{ 閏)
。 。

3  2  2  2  
。。

E  2  7  2  3  8  8  a  6  4  2  62 

物 か ら の 情 報( 回)
。 。。。。。

3  2  2  
。 。

2  
。

2  
。

2  21  1  

実距歩行離I情報数 +(m( l))  263 268 615 475 330  543 318  168 156 380  275 162 285 203  199 121 103 263 260 280 260 199 278  

距実歩行敵ノ有明 胃報数刊t吋1)  
263 268 61 5  475 330 543 318 168 195 380 275  162  570 324 265 121 103 350 433  504 312 795  

3000 

実歩f T 

. 1 3  

. 26 

( m)  

2000 

16 

・. "1500 

1000 

500 

数字は ｊ レート ｎ ｯ Ｎ ｾ 示 す

i幹l 最短J レート 軌跡 ⑧ 起 点 ③ ルー ト陶

一一一一一実際の行動車川事 ⑧ 終 点

500 1000 1500 2000 

最短距離( m)

図 - 9 行動軌 跡の例 ( 侮回 ) 図 ー10 歩 行E巨費量と 最 短距離の相関 ( 梅田)
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国鉄京都駅附近における初来訪者の行動

ここでは28の起終点について調査したが、全部目標に到達するこ

とができた。( 図 - 6  )  

この場合の最短歩行距離平均882m ( 梅田 : 722抗) に対して実歩

行距離は平均289叩 ( 梅田 : 432川) の超過で、歩行率平均は 132%

となり 、梅田よりも 45%下担 った。行動は概して順調であ ったと 言

えよう 。(図 - 11 、12、13、14、表- 4)  

内訳についてみると 28例中 8例が歩行率100% でほとんど迷わず

スムーズに目標に到達している 。 また、歩行率が200% を上廻るも

のは 2 例にすぎなか った。

以上からみて明らかなように、京都駅周辺の空間状況は、梅田よ

りもわかりやすいと 言えるであろう 。 このわかりやすきの要因は、

下記のようなものとみられる 。

- 地下通路がなく、すべて地上面歩行である。

・駅広 ( 北1nU) の見通しが比較的良〈、方向が見定めやすい。

. 街路が格子状で舟わかりやすい。

また、梅田と造って市電や市バスの采り替えに迷わず混乱が少なか

ったが、これは乗場がー箇所に集ま っている上、駅広との関係で見

やすい位置にあることによるものと 言えるであろう 。

被験者の行動傾向は梅田の場合とよく 一致しており、

. 幹線街路沿いに歩く 。

- 聞いた空間にひかれる。

・駅正面の行動は順調だが、背面 (l 朝日IJ ) て"は迷いやすい。

. 求心的な行動は成功しやすい。

・情報取併は通行人に頼る。

などが認められる。

50 

一般に格子状街路では大きな方向さえ間違っていなければ前の分

岐での誤謬は、つぎの分岐で修正可能となる点が有利で、道案内の

理解も答易である。京都では通りの名称、が確立されていることも通

行人からの情報取得上有利である。



表 - 4 ルート別距厳 およ び 情報源( 京都)

ｾこブ 10 14 20 26 12 

実 歩 行 距 離( ・) 238 610 778 820 973 

ｾ￪＠
ft 短 距 前( ・・ ) 238 610 778 820 973 

離

歩 行 率( %) 100 100 
1目。 l日日 100 

駅 員

庖 員 2( 1)  1( 1)  割引

タ " コ 屋 1(1) 

通 行 人

住 民 風 司1) 1( 1)  

案 内 所 1( 1)  

情

そ σ〉 他( 人)

業 内 図

方 向 案 内

そ σ〉 他{ 物)

情 報 数{ 固) 6  2  2  

有 効 情 報 数(IEI) 3  2  2  

思 報( 困)
。。。

日

報

事 効 : /情 報 数( %) 100 50 100 100 

人 か ら の 情 報( 固) 5  2  2  

物 か ら の 情 報( 固)
。 。。

実短歩行般/情報数+h( l))  305 111 273 326 

距実併Rもf 有 訓育報数い刊1) 1  
305 195 273 326 

19 6  3  16 13 25 4  

998 1048 1348 1083 340 1255 688 

998 1048 1348 993 303 1090 593 

10日 100 100 109 112 115 116 

2  

1(1) 

1(1) 

4  

2  

50 

4  

。

138 

229 

5  

1373 

1153 

119 

1( 1)  

1( 1)  

3  

2  

67 

3  

。

343 

458 

自

618 

510 

121 

1( 1) 

。

100 

。

309 

309 

実

歩

f T 

ｾ･＠

21 

1395 

1143 

122 

2  

百1)

1(1) 

5  

2  

。

40 

5  

。

233 

465 

」

3000 

離 2500

(m)  

2000 

1500 

1000 

500 

7  

1213 

960 

126 

1(1) 

2  

2  

。

100 

2  

D  

404 

404 

2  11 15 

1290 1215 598 

990 918 453 

130 132 132 

3(2)  

日1) 1( 1)  

1( 1)  

1( 1)  2  

1( 1)  

9  4  3  

4  4  

。。

44 100 33 

s  a  3  

。。

129 243 150 

258 243 299 

500 

17 

1933 

1393 

139 

3( 3)  

副1)

1( 1)  

7  

5  

。

71 

7  

。

242 

322 

18 

1788 

1178 

152 

2  

1( 1)  

3  

33 

2  

447 

894 

23 • 
28.  

27 

1375 

863 

159 

1( 1)  

1( 1)  

1( 1)  

3  

3  

。

100 

2  

344 

344 

9  • 

22 

1795 

1123 

160 

1( 1)  

。

100 

。

898 

898 

9  24 

1580 1845 

963 1063 

164 174 

3( 2)  

1( 1) 

2  3  

2  

。

50 67 

2  3  

。。

527 461 

790 615 

28 23 酎田和旬

868 1675 2000 1171 

495 833 805 882 

175 201 248 132 

1( 1)  

3(2)  2剖7)

6( 4)  

1( 1)  1( 1)  13(6)  

1( 1)  7(5)  

剖2)

9( 6) 

1( 1)  2(2)  

剖2)

3  5  69 

2  4  45 

。 。
5  

67 80 65 

5  63 

2  
。

6  

217 333 322 

289 400 416 

数字はルートN o.を示す

1000 1500 2000 

最短距鍛( m)

図 14 実歩行距離と最短距敵の相関( 京都)
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わかりやすさの条 件 の誘導を行うべきであろう 。 なお怖回地区では被験者の平均情報要

ト リ ザ プ

初来訪者の行動の総合軌跡を 図ー15と図一16 とに示している。こ 求距離は約280mであった。

れらの図をみれば、人のもっとも巡りやすい道筋はどこか一 目瞭然 回 梅田 タ ー ミ ナ ル の 将 来 へ 向 け て の 提 案

で見分けられる 。 梅田ターミナルは、あるきやすい、わかりやすい人間環境として

いずれの場令も、徹底して幹線街路の歩道に沿って歩かれている 。 早急に整備しなおすことが必要で、ある。そのために相当な年月をか

胞設内では、主要な太い回廊に沿って流れている。 とくに悔凶では、 けて抜本的な大改造を行うことは、長期の課題としてもちろん必要

歩道を通った歩行者が、各区画の丸い先端をぐるりと 一周して歩い であるが、その聞ながい年月を今のままで推移していくことがあっ

ており、それが結栄的に方向を狂わせたり、道筋をi 1 1 まわりにした てはならない。都市は今使われているのであって、その今の不具合

リしている 。 弁区画から区画への横断が困難て' あるためにこの i f 回 に早急に応じることが人間尊重の基本条件であると言えるであろう。

は助長され、歩行者ーは一度とりついた島からとなりのぬへなかなか つまり、明日からでもとりかかれることについてどんどん実行して

波ることができない状態が明瞭に読みとれる。 ここでは、立体化に いくための修復的な計画が要求される 。修復を計画的にすすめて、

よる歩車分離によって一見役に立たなくなったかにみえる向の先制 当面の対策が、長期の方向づけに矛盾した り、手もど りにならない

が、素朴な歩行行動にとって充分に立味をもっていることが読みと ことも大切でh ある 。これまでの ターミナル対策は、この点で明確な

れる 。地上の歩行空間整備の重要性をあらためて認識すべきであろ 方向づけにもとづいて進められたかどうか。環境を診断した結果か

う。また、「わかりやすさ」の条件として 、地設の外周に沿って良い らみてうまくいっていないのは事笑であろう。

見通しと簡明な動総を用意すること、駅などの施設内てがは附内を貰 以下に行う提案は、そうした現状に対して実行がのぞまれるプラ

過して聞いた戸外 Ｒ 日間に直結する ＱＲ かな公共歩ｩｌｪ｛［を ＡｩｾＱＯｬｩｬ すべきこと ンとして考えたものである。そこで、ジヤンクションの空 間改普ーに

が示唆される 。 ついては、わかりやすきの条件から、広々とした見通しのよい歩廊に

このような地上空間の骨組みが確立されてはじめて、デ ッキレベ よって公共空間ほんらいの機能をまず回復することを重点とした。

ルや地下通路の活用の道・も聞けると考えるべきである 。動総が幹線 総合的な修復の計画は、まず、障害を除去し、機能的必要の充足度

街路の歩道に沿って流れていることから、各種の案内や情報を幹線 を高め、最終的には、盟かで心地よい空間iにもっていく手順で、緊

街路沿いに適正な ｈ｜ｪ 隔、適正な場所で設置して、区画内 の車 ｉ ｬｉ ｦｬ ｩ ｾ Ｎ各へ 急J交の高いものから手をつけていくというプログラムとした。
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梅田ターミナル附近

阪 急 前の立体事脅威

国鉄京都駅南側 細街路

- 上。階段 ( X は阪急ゾーン‘ Y はl盟欽ゾーン、 Z は阪神 ゾーン)

・下。階段 ( ・ .  ・ .  )  

交差在( 円内数字は交差点ナン川一) 横断歩道 (PI 内数字は横断歩道ナ ンバー)

佃I I l D 公共歩廊として登備、明快な動線を形成

- 駅前広場として整備

。地下通路をわか円やすく改善

4 ー→ 明快な動線を確立

4 一一 良L 、見通しを与える

図ー 17 梅田ターミナルにおける空間条件改善の方向

( みの け 叫 ん … 判 糊 糊 一 …H帥附附山肋附附附教制糊;授呈

ちばな こうきち 近鍛大学挫工学郁肋手 |

はるい ひてで，お R & A総合計画研究所 l  



- 梅田ターミナルのリハビリテーションに関する提案( 周辺市街地)

タイム ・スパン 第 l 段階 ( 双{ E - 3 年後) 首12段 階 ( 3 年 - 5 年後) 第 3 段階 ( 10年後に完成)

基 本 方 針 現状における障害の除去 機 能 的 必 要 の 充 足

都市の歩行環境ア メニテ ィ、

イメージア ピリテ ィの向上

路上駐車( とくに駐車巡反) の排除 - 細街路を含む歩道の述続性確保 - ノーカーゾーンの拡大

歩きやすく 歩 草 分 離

絢l街路等における歩行路の硲保 - ノーカーゾーンの一部笑現 - サービス事のカノレデサ ック

( ガードレール、きくなど) システム

時間帯 ｾ ｉ ｊ 自動車交通規制の持入

ランド7 ーク ・

- 幹線街路の植栽拡充 - 街路 ・交差点歩道橋に、それぞれ特徴を附与 - 良い者1I 市長鋭の誘導、形成

シンポ J レの形成

( 路面の材質 ・色彩 ・パ ターン、並木、グリー

ンetc)

サインシステム - 街路交差点等のネーミングおよびその明示 - 案内システムの lifl自立

わかりやす〈 の柿成 - 既存案内施設の諮イliilfI 5.虫、地図案内図等の 案内人、案内板 ・案内施設の適正配置とその

楽内人の適正配置 盤側I
ネットワーク形成( レス トスポットと結合)

歩行路システム

- 歩行路面の段差解消 レベノレ変化に機械力持入( 特に弱者のため) - 歩行自由領域の拡大

- 主要交差点にスクランプル場入 - レベル防l相互関係の明確化 - 循環遊歩道等の形成

の単純化

- 信号システムの改普 - 歩行自由領域の形成

.  ｾ 器商事 ｩｬ￬ 修 - 歩道の拡1 "11、iili 統したコロネードの形成 Ｍ 歩行者 ｾ Ｑ ｬＺ｜ｊ の全面的拡大、

わ歩行絡の批 ・質 .  ｾ央あいな音 Ｑ ｉ 分の改修、信号待ちスペースの - 歩道橋、階段取付部等の改修 流動ネットワークの形成

確保 Ｎ ｾ書物の除去 Ｈ 定住の移設除去など Ｉ (建物内外を含めた)

ひろカずりと

障害物の除去( 示板、テント、ゴミパコ、物品)

ゆとりを オープンスペー 未府JJll!l:' 1羽地の活用、建築公共: 4 : ll l J のオープン化 - 拠点的オープンスペース 広場の形成 - オープンスペースネットワ

スの形成 - ノーカーゾーンの設定( 細街路) - 大規桜建物、足まわりのオープン化 ークの形成

b レス トスポ ット ベンチ ・イスなどを多: I i i : に設置 - レストスポ ントの設置 レストスポットのネット形

のp{lif J?: ( 休恕スペース、化粧宅、室内総設、包括など) 成

I /Y 一l i J r YρG3聞デ〆ザぃノ の適正化

各種施設 ・装備全般について設置の管度、設

置場所、施設内容等改普の必要性がある 。

良さの向上
特にパススト y プの自由設級化、

施 設 装 備

既存アーケードの改修

類を良〈、 インの向上

ゴミ箱 ・スイガラ入れの改良、等である。

適正な密度

で テナ ンス体

- メンテナンスの強化 - メンテナンス体制の確立

制| の拡充

建物外壁、塀、ポスター、ゴミ箱、ベンチ等

JA芥よI ! 収、放水 、樹木グリーンの手入れ等

- 梅田ターミナルのリハビリテーションに関する提案( ジヤンクション・スペース)

制 IJ - - - 一二亙題明日

タイムス，<ン
第 1段階 ( 現在 3 年後) 第 2 段階 ( 3 年 5 年) 第 3 段階 ( 10年後に完成)

Ｑ 現在 Ｎｉ ，Ａｾの確認 防災設備の充実 地下街および取付きピ ｊ レの応 ｾｩ ｬ￬ の 防災性向上のため地下街の椛造的

2 方向性の磁認 階段、交差点に名称をつける。 制限、改普による安全性向上 改善 ( E X. 吹抜け、広〈ゆるい

3 目的地への最短J レート

"  
に方{ 立をつける. - 群衆流のよどみ、滞惚等の計画化 階段等)。

- ラッチ、主i j : ! ill 物への経路を示す。 による広巾只、わかりやすい通路 - 地下 一地上ーデッキレベル等の位

地 下 街 レ ベ ル 4 交差点のシンボ l レ化 - インフォーメーショ ン・センターの設置 の建設 置確認の出来る 一体的な精進

名称と方向性をもたせる。 ( または - 一部コア非降育1I の完成及び吹抜け

色別) 等の設ill

5.階段のシンボJ レ化

"  
( または色別)

6 ネックの解消 ネ y ク地点を分かりやすくする。

1 . 歩行面積の拡大 乗りかえ抵抗を少なくするために、 - 大阪駅東口広場を 一部歩行者に閲 デッキと 一体となった大鋭校な j也

2. 歩行路の確立 地上部にわかりやすい広い歩行路を 放し、国鉄→阪神を直接つなげる 上面での駅前広場形成

3. 主要地点のシンボル化 とる。 ょうにする。 - 歩道一広場一シンボルの体系的形

Ｔ ＮＱ Ｑ 背ｾＹＺのシンボ ｊ レ 化 歩行者が位置確認のしやすい場をつ - 歩道の拡大、硲定および位置確ZZ 成

5.111との関係 くる。 できる広場の形成

グランド ・レベル

- 名称と方向性をもたせる。 ( または - 大規模なスクラ ンプl レを形成する

色別)

- このエリア内に休惣所、案内板、y

ンポノレ ｾｴ 日 Ｑ の形成 。

- モビリティ密度の高い所では故/ht:::・

要限の耳l だけにする o ( 朝夕のピー

ク時地上開放の縫笑)

l. f . / 降部分の改善 - 主要地点でのエスカレーター設置 - 一部コアの完成 コアの完成( 昇降の問題解決)

Ｒ Ｎ 雨 ・ ｊｾ の対策 テントシステムの従笑o ( いらない 地上レベル、地下レベル統一地点

デ ッ キ レ ベ ル 3 コア施設の提案 ときはj11j lj l . にとれる ) の昇降施設て¥電話、ロッカ一、

休憩所、案内板があるコアユニ ッ

トの計画

国鉄東口広場一書1I 歩行者に開放 国鉄東 口広場一部歩行者に開放 デンキ、地上、 地下の歩行路確立

{蔚 考

来降点の移動( 卸J 斜lの監理ll ) 国鉄西 口広場に人工デッキ

駅前線等の111巡紛小

新交通 y ステムの導入準備
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通勤者のホターミナルかいわしグにおける日常的領域

一 一京阪神主要ターミナルでの調査一 一

片倉健雄/稲垣雅彦/ 塩崎賢明

三宮( 神戸)

全 員 が 知 っ て い る 領 域 : 約 1 ，0 0 0 隅 X 7 5 0-

1 ，2 0 0明 と 範 囲 が 広 〈 、 そ の 外 縁 は 知 名 度 円 高

い 施 設 に よ っ て 区 切 ら れ て い る ( 生 田 神 社

神 戸 新 聞 会 館 ・ 貿 易 セ ンターピノレ ・東 遊 間 地

・ オ リ エ ン タ J レ ホ テ ル ・大 丸 等 ) 。 これは、

amus eme nt  a r e a 全 体 的 面 的 な 拡 が り が 小

さ 〈 、 か つ 、 こ の 中 に 歴 史 を も っ 施 設 が い く つ

か 含 ま れ て い る 為 に 、 か え っ て 認 知 領 域 が 大

き く な っ て い る と 是 雪 え ら れ る 。

利 用 が 集 中 し て い る 経 路 : 三 宮 セ ン タ ー 街

ト ー ア ロ ー ド 一一 → 元 町通 1 ・ 2 丁目 と

つ な が る リ ニ ア ー な ゾ ー ン ひ と つ に 集 中 し、

そ の 中 間 部 で や や 偲 を も っ て い る . 延 長 は

56 控築と社会/ 1975年 9 月号

@9 l  (1旺- 40オ ) 国 鉄三 宮 駅 ③ 到 ( 1旺- 35オ ) 国 艶三 ω駅 。 抑 ( 既 - 65オ ) 阪 忠 三 宮 駅

抑 ( 111 - 25オ ) 阪忠三 宮 駅 開 ( 単 - 30才 ) 函 怯三宮 駅 到 { 単ー 25オ ) 阪 神 三 宮 駅

女 ( 111- 20オ } 国 最三 宮 駅 女 { 単 - 35オ ) 阪 忠三 宮 駅 官 ( 単 - 30オ ) 回 融 元 町 駅

ま れ て い る .

利 用 者 が 集 中 し て い る 施 段

の 2 百 貨 庖 と 国 際 会館 ( ホ テ ル + A u di + 庖

釦Ii ) に加 えて、 三 宮 セ ン タ ー 街 京 都 り でl向き

合 っ て い る さ ん プ ラ ザ 昼 氾 社 が 強 い ポ イ ン

ト に な っ て い る . サ ン チ カ タ ウ ン は こ れ ら に

比 べ て 、 通 勤 者 に と っ て は や や 弱 い 存 在 の よ

うて・ある 。

調 査 対 象 に よ る 費量異 : 三 宮 町 場 合 、 制 査 対

象 的 勤 務 先 が や や 近 接 し て い る こ と も あって、

そ の 行 動 圏 域 の 相 終 は あ ま り 明 瞭 で な い . ま

た 個 人 属 性 的 差 典 も 偲 め 維 い が 、 国 鉄 高 事 長 以

北 町 飲 食 庖 中 心 地 区 は 、 駅 近f曹 を 除 い て 男 の



• 

通 勤 経 路 と な っ て い る タ ー ミ ナ J レて¥通勤者の日常的な amusement

｡ｲ ･ ｡ がどのような ｊｾ てす Ｗ ＱＺがっているかは、現 ｾ ｉ 床のあるところである 。

そこで、試みとして map を1le っ て 若 干 の サ ラ リ ー マ ン を 対 象 に し た

制 査 を 行 っ た。 こ こ で は 、 勤 務 後 の 行 動 の 中 で 日 常 的 な も の を 地 図

の 上 に 示 し て も ら っ た 。 わ ず か な 事 例 で は あ る が あ る 程 度 共 通 し た

傾 向 が 現 れ て お り 、 私 共 の 事 前 の 予 測 に 近 い も の と や や 意外 な 結 栄

と古さある。

制 査 で は 、 京 阪神 3 者11市 の 代 表 的 な タ ー ミ ナ ル で あ る 神 戸の三宮、

阪 の キ タ と ミ ナ ミ 、 京 者11の 河 原 町 の 計 4 か 所 を と り あ げ た 。 対 象

ar ea は、ターミナノレ周辺の amusement 施 設 が 集 積 し て い る と み ら

れ る 部 分 を ほ ぼ 含 ん で 、 か つ 同 じ 大 き さ に な る よ う に 、 約 1 . l N mX

1. 5品目にそろえた 。

調 査 対 象 は 、 この範 囲 に あ る 勤 務 先 3 か 所 を 任 意 に 選 ぴ ( 建 築 関 係 ・

一 般 ・官 公 庁 各 1 を原 則 とした) 、 各 々 に つ い て 、 既 婚 男 子 ・単 身

男 子 ・単 身 女 子 各 1 名 ず つ を 選 ん だ ( 一部 都 合 に よ り 呉 る も の が あ

る) 。

調査用紙は、' A ' . OOO又 は ;..{ . 5 0 0 の 地 図 に 知 名 度 が 高 い と 息 わ れ る 街

路 や 庖 舗 の 名 称 等 を 記 入 し た も の で 、 こ れ に 、 次 の よ う な 表 示 を 求

め た 。

1  ) 日 常 の 主 な 通 勤 経 路

II ) 帰 宅 時 の 立 寄 り 経 路 と 主 な 施 設 ( 行 動 領 域)

m) 殆 ど 知 ら な い か 、 行 っ た こ と の な い 範 囲 ( 非 認 知 領 域 )

調 査 結 果 を 各 タ ー ミ ナ J レ 毎 に 取 り ま と め た も の は 以 下 の 通 り で あ る。

図 中 の 白 抜 き の 部 分 は 半 数 以 上 の 人 が 知 っ て い る ar ea ， 濃 い 塗 り

つ ぶ し と 線 は 半 数 以 上 が 立 寄 る 施 設 と 経 路 ( こ の 場 合 「 よ く 利 用 す

る 」 も の を 1. O.  r た ま に 利 用 す る か 知 っ て い る 」 も の を 0.5の 比 重 で

合 計 し た ) 、 淡 い 塗 り つ ぶ し と 線 は 半 数 未 満 が 立 寄 る 施 設 と 経 路 を

示 し て あ る 。 小 さ い 方 の 図 で は 勤 務 先 の 位 世 に よ る 行 動 領 域 の ズ レ

を簡 略 化 し て 表 し た 。

各 タ ー ミ ナ ル の 共 通 傾 向

通 勤 時の 経 路 : 一 般 に 最 短 距 離 の 経 絡 を 選 択 す る と 考 え ら れ て い

キタ( 大阪)

。列( 1 旺- 40才 ) 回 融 大 阪 駅 ⑤別( 1 正- 45オ ) 地 下 鉄 旋 底 偏 駅( 醐 盆 筋 醐 ) ② 則 (L斑ー 35オ } 地下鉄梅 田 駅( 醐 盆 筋 組 }

全 員 が 知 っ て い る 領 域 国 鉄 大 阪 駅 前

お よ び 阪 急 百 貨 庖 を 中 心 と し て 御 堂 筋 の

iilu側 に f広 が っ て い る カ ヘ そ のa屯囲は 4央く

そのひろがりは最勺4 0 0 隅 X 7 50 = で あ る .

利 用 が 集 中 し て い る経 路

椛 団 地 下 街 の 一 昔11← → 堂 島 地 下 街

お 初 天 神 - → 曽 根 崎 小 ( 巴' 根崎センタ ー街)

利 用 が 集 中し て い る施 般 : 鼠色三 番街、

阪 急 百 貨 底 、 阪 急 フ ァ イ プ 、 阪 神 百 貨 庖 、

阪 駅 前 第一 ピ ル 、丸旦昼t ' J : 1苫 本 庖 。

開 査 対 象 に よ る 差 異 ・ 事 業 所 へ の 通 勤

方 法 は 、 出 勤 時 は 出 来 る だ け 所 要 時 間 が

少 く な る よ う 地 下 鉄 等 に 乗 り 替 て で も 通

勤 し て い る が 、 退 社 時 に は 通 勤 } 航 路 に 影

響 の な い 方 向 へと 自 己 の 領 域 を 展 開 さ せ

て い る . 事 業 所 と 悔 回 タ ー ミ ナ ノ レ を 核 と

した 2 眼 レ 7 の 形 を と り 、 各 鯛 ヨE群 と も

ｾｊＺＧＮ制度の ｒ 買い施 ｩｬｴ 生群を 締団 地区に共有す

る 形 と な り 、 事 業 所 内 後 背 苦11分 へ の 展 開

は み ら れ ず 事 業 所 毎 の 器 具 は 顕 著 で あ る 。

日 常 的 領 械 の 特 徴 と 考 察 : 梅 田 地 区 と

戸 斤 を 結 ぶ 放 射 線 上 に 展 開 し 縦 方 向 へ

の ふ く ら み は 弱 い 。 こ れ は 悔 困 地 区 の 市

街 地 形 成 の 歴 史 と 盛 裂 な か か わ り が あ る

ものと恩われる。また、全. Q の官、鰍外空

間 が 大 阪 駅 前 向 一 昔11および駅事長にみられ

る が 、 駅 前 は 再 開 発 予 定 地 で あ り 、 施 政

更 新 が 返 れ 空 白 と な っ た も の と 恩 わ れ 、

市 街 地 再 開 発 が ま た れ る 。

ま た 、 事 業 所 の 後 背 に も そ れ ぞ れ 鉄 道 駅

が 存 在 す る が 、 こ れ ら の 駅 へ 向 っ て 領 域

内展 開 が ほ と ん ど み ら れ な い の は 施 設 集

積 度 が 総 〈 魅 力 度 不 足 の み な ら ず 、 梅 田

地 区 町 京 阪 神 聞 に お け る 位 訟 関 係 、 鉄 道

別 ( 111- 30オ) 地下鉄西梅田駅( 凶ツ備輯} 到 ( 111- 30オ} 地下鉄淀民俗駅( 嗣盆筋融) 列 ( 111- 30オ) 地下鉄東梅田駅( 谷町棉)

女 { 単 - 2 5 - 1 " ) 京阪淀島情駅 女 ( 111- 25オ } 地 下 怯 淀 畠 偏 駅( 御l 1 ; 筋線 } 女 { 単 - 25オ ) 地下蝕梅田駅 ( 醐 盆 筋 組 )

2曲
別抽明

()<; 阪，Ii地形図による ) 5 7



る が 、 こ の 調 査 で は 、 単 純 な 最 短 距 離 で は な く 、 物 型 的 ・ 心 理 的 に

J抵 抗 が 少 い 経 路 を と っ て い る 事 が う か が え る 。 こ の ・J¥- は 、 同 じ 地 点

か ら 同 じ 勤 務 先 に 到 達 し よ う と す る 場 令 で も 、 11司 人 的 な 経 路 選 択 の

差が生ずる司王にも j凶 じるが、手キタ ー ミ ナ ノ レ に 共 通 し て み ら れ た 傾 向

に は 次 の よ う な も の が あ る 。

0 地 下 街 ・横 断 | 塗 絡 を さ け 、 地 上 横 断 の 可 能 な 経 路 を 見 つ け 出 し て

い る 。 ( キ タ に 特 徴 的 な 江 田 例 )

0 歩 行 者 ・車 の 多 い 経 路 を さ け る 。 ( 出 勤 時 に い く つ か の 事 例 が み う

け ら れ る 一一一河 原 町 ・ 三 日 )

O い わ ゆ る 繁 華 街 の 人 ご み を さ け る 。 特 に 帰 宅H寺はi J MリJ 者以外が. m

中 す る i立をさけて、 13: きとは 別 の 経 路 を と る も の が あ る 。

認 知 領 域 : 各ターミナノレに つ い て 、 全 只 が 知 っ て い る 共 通 領 域 が

あ り 、 こ れ に 勤 務 先 の 位 位 の ) j 向 に 領 域 が 付 加|さ れ る の が一 般 的 で

あ る 。 共 通 領 域 は 、 キ タ ミ ナ ミ は 狭 〈 、 三 宮 ・河 原 町 は 広 い。

行 動 領 域 個 人 以 性 に よ る 差 が 呂 立 ち 、 ま ず 既 婚 男 子 は 伊l人 差 が

きくて、極端に狭い人とJ 1 : い人がある。単身男チは一般に広〈、

特 に の み 犀 街 ・娯楽施設を求めて. ! J . よっている 。 ま た 女 子 は 個 人 差 が

か な り あ る が 、 共 通 点 と し て は 、 s hopping と み ら れ る も の や 特 定 施

設 利 用 が 同 立 ち 、 距 離 は 伸 び て い る が 面 的 な 拡 り に 乏 し い 。

誘 引 力 の あ る ポ イ ン ト :  タ ー ミ ナ ノ レ に よ っ て 災 な る が 、 あ え て 共

通 性 を 求 め て み る と 、 フ ァッション性 の あ る 集 積j支 の 高 い ( 大 規 紋 な )

l苫告ili と お 府 が 目 立 っ て い る 。

鉄 道 隣 接 駅の 影 響 タ ー ミ ナ j レ 中 心 釈 に 対 し て 、 隣 接 駅 の 距 離 が

近 < ( 1. 0止間程度 )、 列 車 回 数 . Hi 類 等 に 差 が 少 い と 、 そ の 方 向 へ 行

動経路が延イIP し や す く 、 こ れ は 帰 宅 方 向 と 関 係 が な い よ う で あ る 。

こ の 傾 向 は 、 三 宮ー→ 元 町 、 員fti，皮一一→心斎橋、三条一→ 四 条 、 烏 丸

一一→ 河 原 町 、 と い う 形 で 現 れ て い る が 、 3梅 田 周 辺 と 日 本 橋 ・難 波 間

で は み ら れ な い 。

この ［ｵ ，ｾ設には、京都市 ・ 大阪市 ・ 神 戸市の職員および主として建築

に 関 係 の あ る 会 社 . zJ:¥. 務 所の 11 /:l に 御 協 力 を 放 い た 。 篠JI 希 望 も あ っ

て 会 社 名 等 は す べ て 伏 せ で あ る が、誌 上 を 借 り て 厚 〈 術l礼 申 し 上 げ

ます。
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ミナミ( 大阪)

全 員 が 知 っ て い る 領 峨 : 範 Illl が狭〈、

!li:[ の1 J i をはさむ 鰍 波 新 J也と以' " 術 I"IIIIT 内

約 400 川 X 500明に、心指名舟筋を栴hとしてそ

ごうに司王る約 650 閉めゾーンを加えたも

のに 伺 っている。

利 用 が;集中している経路 前'i!: ，¥l 忌

戎橋筋一 一心百計局筋ー→大詳し・そごうと、

道領胤( 御堂筋一一一太左術門僑I l ll ) の 2

納 、 お よ び な ん ば 花 月 前何事ii>叶 屯 凶 で あ

る。しかし半数未洲町利用車E陛|は大きく

鉱り、 4省子状的主主宰街路と雄被新J 也は綱

It./.され ている。

利 用 が 集中して い る 施 段 : 心斎橋のそ

ごうと大丸のみが112. められる . 大 き な

a m us em e nt  a r e a では点的な施設の強

度 が 弱 め ら れ る 傾 向 が あ る が 、 通 勤 者 に

とってそれが特に liJi 響なのかもしれなル、。

商品屈は a c c e s s i b il i t y の弱さの為とみ

られるが、虹の街の比 ill の 低 さ が 意 外 で

あった. また、松竹/ A . 中座 あ る い は ニ

ュージャパン等は 利用者が目 立 つ が 、 施

絞 め 性 格 上 こ の よ う な 集 計 で は 強 〈 表 れ

ていない。

調査対象によ る差 異 勤務先の位訟に

よって行動圏域が片野る傾向が明 か に 現

れている . し かし、半径 1. Okmを越えて

も 利 用 さ れ る よ う な 強 い 誘 引 力 を も っ 部

分 が あ る . ま た 、 男 子 は 飲 食 ・娯楽 が、

女子はｾ物・娯楽が目立ちブラプラ歩き

もみられる 。 こ こ で も 、 宗 右 術 門 町 以 北

ののみや街は男性だけの領域であること

を示している 。
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( かた〈ら たけお 近畿大学助教授)

( いながさ まさひこ 7 ジタ工業般計部)

( L  J ; ざき よしみつ 京都大学大学院)

河原町( 京都)

全 員 が 知 っ て い る 領 域 ・ 、、 河 原 町w 界 隙

と よ ば れ る ー 術 的 領 域 は 定 か で な い が 、

今 回 の ア ン ケ ー ト 側 主 主 的 結 卦 ー か ら 、 回 答

者 ー の ほ ぼ 会 只 が 認 知 し て い る 純 聞 を み る

と 、 四 条 迎 。 と 三 条 通 り 、 お よ び 寺 田T巡 り

と 先 斗 町 に 閉 ま れ た 、 東 西 50 0 m南 北 7 0 0 m

の 部 分 で あ っ た 。 交通 の 拠 点 は こ の部 分

的 縁 辺 部 に 、 阪 急 河 原 町 、 京 阪三 条 ・四

条駅、市 ｭ の河原町 三 条 ・ｊｬ ｱ 条イＧｾｾ官 ｉ jifr な

ど が あ る 。 こ れ ら の 交 通 地 散 と 、 回 答 者

の 行動 範 聞 か ら み る と 、 界 限 は 御 池i泊、

四 条 通 り と 寺 町 通 り 大 和 大 路 で 閉 ま れ た

面 的 に 広 が る 地 域 ( 東 西 650 m南 北 l OOOm)

に 四 条 通 を 中 心 と す る 線 状 部 分 が く っ つ

い て t均成 さ れ て い る と い え よ う .

利 用 が 集 中 し て い る 経 路 ' こ の 界 限 で 最

も よ 〈 手11mさ れ て い る の は 、 む ろ ん 河 原

町 巡 り と 四 条 通 つ で 、 交 通 機 関 へ の ア プ

ロ ー チ と し て も 必 要 不 可 欠 的 経 路 で あ る 。

次 い で 、 寺 町 、 木bi l 灯 、 新 J;{ 極 な ど が 多

〈利 用 さ れ て い る 。 京都 の 者1I 心 部 は 全 体

と し て 絡 I吋止のm路 ， マ タ ー ン を な し て い

る が 、 こ の 界 限 で は 南 北 ) ] 1"1 に 比 較 的 制

只 の 大 き い 直 進 巡 路 が あ る が 、 東 西 方 向

の{ : i j 路 は 狭 〈 、 ま た 、 丙I 北 万 rilJ の ill 路 に

よ っ て 寸 断 さ れ て い る 。 従 っ て 、 街 路 の

利 用 も こ れ ら の 南 北 方 向 的 道路を主i f i Ihと

し た 1彩 に な っ て い る .

利 用 が 集 中 し て い る 施役 目 t折 、 よ く 利

用 さ れ て い る 地 訟 を と り だ し て み る と

Ａｾｊｩ雪・ Ｗ ア ッション ビノレ、飲食 ｬ 汚が多い 。

とくに、 I'fli 宵 は 意 外 な ほ ど 利 用 さ れ て い

る 。 Ｍ ＩＧｪ 、百貨 Ｑ 古は 、 日 Ｇｉ［ｾＧ (1勺 な 利 用 は 梁

ナ十ｾＮＮぃ Ｎ

階 層 別 に よ る 行 動 範 囲 : ｉ ｬ ｩＧｩ ｉ ｾＱ 別にみると、

ＱＱ 身 ｹｾ 性が ｉ 誌もよ〈 鴫 ぶ ら っ しJ て お り、

行動範凶が広〈、利用地 ＱＱｾ も多岐にわた

っ て い る . 単身女子、既婚: ! J J チ の‘ . . 1 ; ら

つ き n は 同 むu変 で あ る が 、 111批 女 子 の 場

合 、 利 用 地 設 が 限 定 さ れ 、 ま た 、 通 勤 年

数 の 少 な い ほ ど 行 動 車E聞 が 狭 い と い う 傾

戸司ヵＧｾｊｪｾ咋てＧある 。

( 京郎市地形図による )

①開( 1旺- 40..t ) ＮＡｩ￭ ｌＺ四条阿保町 ｾＹｊ Ｑ Ｑ 珪 Ｍ Ｔ Ｕｾ ) 巾パス四条向 Ik.' I il) YJ I1旺- 40 < ) ぷ血三条

則 1 ＡＱＱ Ｍ ＳＰｾ Ｉ 京阪開粂 切 Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ Ｍ ＲＵ ｾ ) 匝忠伊'11.. 目1 9J 1  Ｎ Ａｬ ｴＭ ＳＰｾ＠ ) 阪 ".i' lIk. 町

女 ｉ ｪｬ ｬＭ ＳＵ ｾ Ｉ ，hハス問晶向台 女 ( Jjl - 25..t ) ，11パス問条，; . : r<< 女 ＱＮ ＧＱＧ ＮＭ ＳＰｾ ) ν( r<<三条

0 ・ 1回 2叩 国 伽

1  ・・・・・・ ・・・・・・
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北 欧 諸 都 市 の

ターミナル建築

紙 野 桂 人

6 0  建築と社会/ 1975年 9 月 号

この夏、ごく短期間であったが、北欧諸国を訪問する機会を得た。出発に先立

ち、編集の諸兄と約束をしてしまったのが、北欧諸国のタ ーミナルの現状を紹

介するという二の話であった。急な旅程のあい間を縫って、 目指す場所にとん

でいって写真をとるといったありさまなので、結果はまことに不充分であるけ

れども 、ともかく約束を果たす覚悟を決めた次第である 。

都 市 の 現 状 と タ ー ミ ナ ル建 築

スカンテナピア諸国から西ドイツ述宇1¥を中心に駆け脚で廻った印

象から、各国の中心的な諸都市の現状を大づかみに言ってみる。

おおむねどの都市も起伏のゆるやかな、広大な森林や農地を背景

にして数十万から百万程度の人口を集めている。 おおかた市の中心

部に中世以来の旧市街 (A L T S T A DT) を保有しており、その外↑ H 1J

に新市街 (NE US T A DT ) の屑がかなり厚〈形造られている 。 さら

に外似IJ に、都市緑地や公園とモザイク状をなして散らばる近代的な

S I E DL UNG と独立住宅街区の用をもった三重の構造になっている。

市街地の外の広大な森林や必耕地は、特例を除いて全〈市街化のii 与

をみせないみごとな回図風景となっている 。緑地帯を厚くもった高

速道路がその聞を縫ってのびているが、沿道の市街化は全くみられ

ない。 時にはこの外側の森林や湖水がそのまま市の中心部になだれ

こんでいる 。 その好例がへルシンキであった。 この都市では、市街

を歩いていて針葉樹林独特の森のにおいがしてくる 。

高速道路を経由して都市に近づくとき の誘導は、どの都市でもま

ず @豆RUM) の表示によ って市の機能的な中心に導かれるが、

それはおおかた記念的な市庁舎 (R A T HA US ) や教会 (D O M) の広場

をもっ旧市街とそのすぐ外側に位置する中央駅 (HAUPT BAHNHOF )

歩行者天国のショ ッ ピングストリー トおよび緑道を含む一郎をなし

ていて人間的 ・生活的 ・歴史的な道具立てが市の 中心として活力を

もっていることが感じ られる 。 人口数万の都市から百万におよぶ都

市まで、この形を線強くもちこた えてい る。他面、第 2 次大戦にお

ける市街の破壊の程度が、それ らの 中心市街地の現在の姿にそれぞ

れの影響を与えていることは見逃せな い。

現在の都市間交通は、杢E各・欽道 ・高速道の 3 本立てであるが、

都市近郊は市内の路面屯車のネ ッ トワークと地下鉄でカバーしてい

る。 路面屯車は比較的よく維持されているが、次第に自動車交通の

犠牲になるきざしが見え、現在地下鉄化が各都市で援んに進行中で

ある 。 そのため中央駅前はほとんどの都市で改造工事または地下鉄

工Ｎｾ の 瓦最中であった 。言 い訳ではないが、良い駅前 写 真が搬れな

かった最大の理由である。 これ らを通して、北欧諸都市もいまや市

内の 自動車対策が重大な問題になり つつあることは明らかである 。

しかし、歴史的建造物を大切にしていることと大規桜な歩行者天国

をつぎ つぎ実現している点は、そ の柏極さを見習うべきであろう 。

中央駅を独語で B A HNHOFと言 うが、こ の言葉はヨーロ ッパ諸国

の ター ミナル建築の空間の特徴をまことに素直に言 い表していると

思う 。 すなわちそれは鉄道のための囲い庭てe あることに徹している

といえよう 。 その基本のゲシュタルトは、へルシンキ中央駅のスケ

ッチで示したように、広大な駅広空間の中におかれた コの字型の聞

いである。 コンコ ー スの空Ij ¥jは、 一般にこの型を素直に反映して 三

方にアプローチをもっ明快な大広間となっている 。 利用者が道にま

ようことはまずない。駅令が近代化された場合でも、この方式はよ

く守られている。 たとえば、 ミュンへ ン中央駅のホールのよ うに、

コンコースの中から、外の市街地の 空間iが明瞭にみてとれるなど 、

好例といえるであろう 。

これらのことを駅の性絡め逃い、ターミナルの複合建築化の進展

の程度のi主いとして切り捨ててしまうことは簡単であるが、ターミ

ナル建築が都市空間の道具立てとして来たすべき本来の役割、基本

的機能に立ちもどって考える べ き、い くつか の点を暗示しているの

ではないかと感じた次第である 。
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。 ストックホルム駅正面
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@ ストックホルム駅 コンコース

。 ストックホルム駅前
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。 へ ル シ ン キ 駅 正 面
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コベンハーゲン中央駅( デ.ンマーク)
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.  
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@コ ベンハーゲン中央駅

プラッ トホーム を通してみる

@コ ベンハーゲン 中央駅 前面のコ ロネー ド

@ス ツッ トガル ト中央駅 正面
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@ スツッ トガル ト中央駅 コンコース



l〉手今く[

鉄骨構造建築物の

鋼材量と基礎のコス卜( その 2 )  

( 柱 負 担 面積 と 階 数 の 影響 に つ い て )

須 賀 好 富

八 木 省 三

前 杭 に 続 い て 2 種 類 の 椛 造 形 式 ( ① 両 方

向 ラ ー メ ン 桃 造 、 ② 桁 行 方 向 ラ ー メ ン で 張

間 方 向 は ピ ン 構 造 ) に よ り 、 柱 負 担 面 秘 や

階 数 が 単 位 床 面 核 当 た り の 鋼 材孟 と 基 礎 部

コスト ( 独 立 基 礎 と 基 礎 ば り コ ス トの和 )

に 与 え る 彬 轡 に つ い て 明 ら か に し た も の で

あ る 。 な お 、 小 ば り は 鋼 材 iif が 少 な い 方 向

( 梢造形式がR の場合は短辺方向、 S の 場

合はラーメン大ばり) にかける。

各材料の単価はつぎのように仮定する。

コ ンクリー卜 9000円 / 州、 型 枠 1500円 / m' 、

鉄 筋 100千 円/ t 、 角 形 鋼 管 180千 円 / t 、そ

の 他 鋼 材 160千 円 / t ( いずれも材工とも) 。

地 耐 力 15t / m'  ( 長期 ) として 、独立基礎、

基 礎 ば り の コ ス ト を 求 め る 。 基 礎 お よ び 基

礎 ば り の 詳 細 は 図 1 の ご と く す る 。 す な わ

ち、柱脚は R . C 造柱に埋め込まれ、かぶり

は四周とも 15cm と す る ほ か 、 主 筋 、 せ ん 断

中flFHl 筋、 JI則 前 そ し て 越 礎 ベ ー ス 筋 な ど を 柏

算 す る 。 基 礎 ば り の l闘はスノマンにより変化

させる。図 1 の 基 礎 ス ラ プ の せ い D F は 上

記 単 価 の も と で 柱 軸 カ に た い し 最 小 コ ス ト

を与える D F をあらかじめ用意しておく。

図 1 基礎<! り図

両 方 向 ラ ー メ ン 構 造 の 場 合

図 2 は 中 柱 負 担 面 積 A の彬轡を 3 階建と

71:皆廷について示したもので、 A と単位床

面 税 当 た り の 鋼 材 量 比 ( 鉄 筋 を 含 ま ず ) お

よび A と 単 位 床 面 積 当 た り の 全 コ ス ト 比 の

関係はほぼ直線的になるが、その地力日率に

か な り の 差 が あ る ( 鋼 材 置 比 の 急 激 な 附 力11

に た い し 、 全 コ ス ト のWl力11は緩い 。) こ れは

基 礎 部 コ ス ト が A の地力[J に つ れ て 反 対 に 減

少するからである。( 図 3 参照)

図 3 は北礎部コストと A の 関 係 を 示 し た

もので、 ｴ ｬ ｾ 礎部コス ト が ａ の 増加 とともに

減 少 す る ( 鋼 材 立 と 逆 の 現 象 ) 。そしてこの

傾 向 は 低 層 ほ ど ( こ こ で は 3 階 建 が 7 階 建

より) いちじるしい。

7 階! L J ) ; の法礎部コスト比は 3 階 建 に く ら

べて 小 さく、約70% である。 3 階建の場合、

A は 基 礎 部 コ ス ト に 大 き な JJ診響を与え、 A

孟 30 m' に な る と 基 礎 部 だ け で 会 コ ス ト の30

% 以上を占める結果がでている。 一 方、 7

階 建 は A のi; 診響をあま り受けない。

2.0 

1.9 

比1.8
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1.6 

1.5 

1. 4  

1.3 

1.2  

1.1  

1. 0  

0.9  

0.8 

一一 コスト比

一ー 鋼材量比

ぬ o  40.0 60.0 80.0  100.0 120.0 

一一→柱負担面積A( m' )

図 2 柱負担面積 A と階数の影響

2.0 

張 間 方向 が ピ ン 構 造 の 場 合

図 4 は 階 数 と 鋼 材 益 の 関 係 を 必1mカ IIol 1

スパン ( S l ) と、 2 スパン ( S 2) について

示 し た も の で、 ほ ぽ 直 線 的 に 地 加 し て い る 。
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図5 全コストと基礎部コスト

こ れ は 両 方 向 ラ ー メ ン 構 造 の 場 合 と 閉 じ 傾

向 で あ る 。 ま た こ の 図 か ら S 2がSl に く ら

べ有利なこと、 S 2は 張 附 方 向 ス パ ン に た い

しほとんど変化がないが、 S l は ス パ ン に 大

きく ijZ響されていることがわかる。

図 5 は基礎部コストと 、 そ れ を 含 め た 全

コストの階数にたいする版製i を 示 し た も の

である。| 荷数にたいして基礎部コストは 5

階 建 以 上 に な る と ほ ぼ一 定 て ¥ 階 数 が 少 な

くなるにしたがって急激に Wl 1J 11する 。 こ れ

は 両 方 向 ラ ー メ ン 構 造 の 場 合 と よ く 似 た 現

象 で 、 全 コ ス ト は 階 数 の .WI 加 に よ る 鋼 材 立

の ア ッ プ と 基礎 部 コ ス ト の 低 下 か ら 、 図 5

の」ニ音I1の よ う に 下 に 凸 の l+11線となっていて、

平家建より 3 - 5 階 建 の 全 コ ス ト が 小 さ く

な っ て い る 。 こ れ は 基 礎 部 の1;13 - 響によるも

のである。

(すが よ L とh . ｪ 蜘 ､学惜 ι地理工非問苦部ｾ D助h教 段

やぎしようそぞ，う 兵 l川叩.1中1ドJ 叫貼l i立z争例仲1ド1戸工』業住悶校教" 府/

住築と社会/ 1975年 9 月号 6 3  



。ι : 部 材 の 表 面 温 度 ("C )  

t i ， to 室 内 外 温 度 ( t る> to) ( "C)  

r i ， ro 室 内 外 の 熱 伝 達 抵 抗

( m'h・C / kcaJ )

R: 部 材 の 熱 貫 流 抵 抗 ( m'h. C/kcaJ )

R = 円+寸 + r o  .. . . .. .. . ......... (  2 )  

1  : 昔日材の厚さ ( m )  

λ : 熱 伝 導 率 ( kcaJ  1m h・C )

また

い ま 、 コ ン ク リ ー ト 単一 材 を 対 象 に し て 、

λ = 1. 4  ri  =  ro =  0 .2 とおき (1)式 を t に

つ い て 整 理 す れ ば 、

室 内 換 気 が 充 分 行 わ れ る だ ろ う し 、 多 少 の

床 面 結 露 は 許 さ れ る か も し れ な い が 、 1 階

居 室 の 床 下 を 望 書 熱 そ う に す る と き の 床 面 結

露 は 絶 対 に 許 さ れ な い。 この主な原因は、

土 曜 日 H訟 を 休 日 と す る 間 欠 空 調 が 行 わ れ る

と き 、 休 日 に 侵 入 し た 外 気 が 床 簡 に 結 露 す

る も の で 、 と く に 梅 雨 ど き の 高 温 多 湿 空 気

が 室 内 に 停 滞 す る と き は 、 床 聞 は お ろ か 壁

面 下 部 に ま で 「 ア セ 」 を か 〈 現 象 が 起 こ る 。

結 露 を 防 ぐ に は 、 こ の よ う に 壁 面 に 生 ず

る も の と 床 面 に 生 ず る も の に つ い て 、 断 熱

対 策 を 検 討 す る こ と に な る か ら 、 そ の 考 え

方 に つ い て 簡 単 に の べ る 。

I  5  

蓄熱そうの断熱について

稔金子

r  ( μ - to) 、
1  =  ＱＮ Ｔ ｾ 一一 一一一一 口一 ｏ Ｎ 叫 ・・・・・(3)

¥ ( ti - 8ι ) ノ

室 内 表 面 が 結 露 し な い た め の j写 さ の 限 界

点 は 、 室 内 空 気 の 露 点 温 度 ( ti d ) が 表 商 品

皮 ( 8  i ) に 等 し い と き で あ る か ら 、 そ の と き

の t の1i IIは、

1  壁 面 結 露 に 対 す る 検 討

苦1¥材に温度差による熱1 ' l 流があるとき、

表 面 温 度 は 下 記 の よ う に 与 え ら れ る 。

'(1)  8i =  t i 一号 ( μ to )  

WJ 熱 そ う は ヒ ー ト ポ ン プ シ ス テ ム や 省 エ

ネノレギ ー シ ス テ ム に 欠 か せ な い も の で あ り 、

最 近 多 く 利 用 さ れ る よ う に な っ た が 、 断 熱

イ土 機 が 不 充 分 な た め の ク レ ー ム も 多 く な っ

Tこ。

地 下 機 械室 床 下 に 設 け た 蓄 熱 そ う で は 、 ; ( t i - to) 、
γ =  ＱＮ Ｔ ｾ 一 一一一一 一九一 Ｐ ＮＴ ト … … Ｈ Ｔ Ｉ

¥( tι ー t 必) ，. ｶＮｾ Ｉ＠

そこで、冷水温度を 5.C と仮定したとき、

室 内 空 気 の 状 態 と 、 結 露 し な い た め の コン

ク リ ー ト 厚 さ の 限 界 点 ( 結 露 高 ) とを (4)式

から求めると、 図 ー 1 の よ う に な る 。

・例 - 1  コ ン ク リ ー ト 水 そ う に 5.C の 冷

水 が あ っ て 、 室 内 空 気 が33. C80% の 状 態 で

停 滞 し て い る と き 、壁 面 に 結 露 現 象 を 起 こ

す 限 界 高 さ は l' = 1. 53 怖 と な る 。( 図 - 1 )  

す な わ ち 、熱 伝 達 水 面 (! l 点 ) から 1. 53 '" の

範 囲 ( b 点 ) で は室 内 面 で 結 露 す る 可 能 性 が

ある ( 図 ー 2 . A ) 。

室 内 に 結 露 さ せ な い た め に は 、 ( b 点 ) を

床 面 以 下 に す れ ば よ い か ら、 水 そ う を 深 く

す る と か 、 水 面 以 下 の lRIJ 壁 面 を 断 熱 処 理 し

て 実 効 の 熱 伝 達 水 面 を 下 げ る な ど の 対 策 を

緋 ず る ( 図 - 2 . B ) 。 ただし、 lnリ壁 が 完 全

断 熱 仕 様 で な い | 浪 り 、 断 熱 材 か ら の 熱 伝 達

が あ る か ら 次 項 に 準 じ て 壁 面 に 結 露 し な い

こ と を 検 討 す る 必 要 も あ る 。

l/!. 

(附h・C!1<caJ)

0. 125 

0.023 

0.773 

( 日)

( m)  

0.03 

0. 15 

λ  

(kcal l附 h・C)

1.3  

0. 194 
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2 . 床 面結 露 に 対す る 検 討

室 内 床 面 が 結 館 し な い た め の 床 材 の 所 要

熱1' l '流 抵 抗 を (1)式 か ら 求 め る と 、

一 ( μ - to )  

一一一一一，T L ・ー・…一一…… (5)
一 ( μ _ t i d )  r  

冷 水 温 度 を 5.C と仮定したとき、 皇室 内 空

気 の状態変化と所要熱1 ' l 流抵抗と の 関 係 を

求めると、 図 - 3 の よ う に な る 。

・仔IJ - 2  梅 雨 の ときを想定して、 30.C 、

90% の 空 気 が室 内 に 停 滞 し た と き 、 床 版 上

面 に 結 露 し な い た め の 所 要 熱 : m 流 抵 抗 を 求

め る と R =  2. 84m'h. C/ kcaJ となる ( 図 -

3  )。 す な わ ち 、伝 熱 係 数 K = lI R = 0 . 352

kcaJ  I m' h. C以 下 と な る よ う な 断 熱 仕 械 が 必

要 と な る 。 こ れ に 対 す る 設 計 例 を 、 図 - 4

に 示 す。

( か ね こ みの る以新日本技術コ ンサルタ ン ト部長)
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R = 2. 82 

K = 0.355 

kc al/
m・"・c
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断熱仕機例

室内温度と結露高
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施 工 材 料 の 頁

1 5  

スクイズ式鉄筋継手

工法 ( S J 工法)

松井 攻

'‘  

1 .  S J 工 法 の 概 要

本 継 手 工 法 は ス リ ー ブ ( 厚 肉 鋼管 ) に 被

接 合 異 形 鉄 筋 を 婦 人 し 、 ス リ ー プ を 特 殊 な

油 圧 ジ ャ ッ キ を 用 い て ダ イ ス で 絞 り 加 工 し、

兵 形 鉄 筋 の フ シ 聞 に 食 い 込 ま せ る こ と に よ

り、ス リー プ と 異 形 鉄 筋 と を 完全 に 一体 化

す る 機 械 的 接 合 法 で あ る 。 ( 図 1参照)

接 合 さ れ た 呉 形 鉄 筋 の 荷 量 伝 達 は 、 異 形

鉄 筋 の フ シ /fft に 食 い 込 ん だ ス リ ー ブ の せ ん

断 抵 抗 な ら び に 異 形 鉄 筋 と ス リー プ の 摩 擦

抵 抗 に よ っ て 行 わ れ る 。

継 手 性 能 は 典 形 鉄 筋 の フ シ の 模 様 ( 斜 フ

シ、 積一 フ シ 、 法 フ シ ) に 関 係 な く 、 ス リー

プ の 締 付 長 さ が 異 形 鉄 筋 の フ シ 数 に し て 、

4 フ シ以 上 あ れ ば 鉄 筋 の 規格 他 を 十 分 に 満

足 し 、 力 学 性 状 も 母 材 鉄 筋 と 同 等 で あ る 。

本 工 法 に よ る 接 合 可 能 な 鉄 筋 は 、 J I S

スリーブに鉄筋を挿入する

G 3 1 1 2  r鉄 筋 コ ンク リー ト 用 棒 鋼 」 に

規 定 す る 熱 問 圧 延 呉 形 棒 鋼 で あ り 、 種 類 は

S D 3 0  な ら び に S D 3 5 、 l呼 び 名 は D 1  9  

より D 3  5 まて・のもので干ある。

な お 、 本 工 法 は 鹿 島 建 設 、 新 構 造 技 術 、

大 同 製 鋼 、 竹 中 工 務 庖 の 4 社 に よ り 共 同 開

発 さ れ た も の で 、 昨 年 5 月 日 本 建 築 セ ン タ

ー - コンク リー ト 系構 造評 定 委 只 会 よ り 、

一 般 鉄 筋 コ ン ク リート 工 事の 鉄 筋 継 手 と し

て 使 用 し て も 構 造 耐 力 上 支 障 な し と の 評 定

を符} ている。

2 . 工 法 の 特徴

① 機 械 的 接 合 で あ る の で 、 信 頼 性 が き わ

め て 高 い 継 手 が 得 ら れ る 。

② 締 付 け 機 の 操 作 は 簡 単 か つ 単 純 作 業 で

あ る の で 、 熟 練 工 を 必 要 と し な い 。 ( 紫

人 で も 作 業 が で き る )

③ 火 気 を 使 用 し な い た め 天 候 に 左 右 さ れ

ず に 作 業 が 行 え る 。

④ 継 手 昔 日 の 検 査 は 目 視 お よ び ス リ ー ブ 外

径 測 定 な ど の 簡 単 な も の で よ い 。

⑤ 鉄 筋 の 先 組 み 工 法 と 併 用 す る こ と に よ

り合理的なく体工司王ができる。

以 上 の よ う な 特 徴 を も っ 本 工 法 と ガ ス 圧

接 工 法 と を 比 較 し て 表 1 に示す。

褒 1 S J 工法とガス圧接の比較

項 目 が1 A 庄 按 S  J 工 法

ヰT資格者でなければ作 数時 tll! 町議習、実技指

作業者 業ができない t車を受ければよ〈、特

に熱紙{ を裂しない

グラインダーがけ、端 切断形状的チェ ，1 の

機合面

面fUJ の隙UI! などの形状 みでよい

チェ y クを厳mに行ヲ

必裂がある

油、塗料、セメントベ セメントベーストの除

m 民1 ーストなど不純物の除 去校! 庄の簡単なもので

去が必裂 よい

雨天時、強風下では作 耕 一

天 候

撲ができない. また低 が可能である

i品時は余熱が必要であ

る

IJ 日熱溢l主と加圧力の関 J草作は簡単で、継手性

作 業

係が微妙であり、圧接 能に作業者による差は

作業只の技量による依 生じない

存l立が高い

圧按部肉強 ｊｾ は実際に 外観検fi:_ だけですみ、

継手検査 引扱試験を行わなけれ 信頼性円高い継手がで

If ! i l l 認できない きる

長 さ

アプセ y トにより鉄筋 庄務前と後で鉄筋肉長

町長さが短くなる 在、{ 立法は変わらない

異形鉄筋

I_::_I "':'_I .J.::.J 3 . スリーブと締付装置

スリーブをダイス で絞円加工する

ロ土口主主ロココ

接 合 完7

一

-

-

-

戸

白

t

l

L

1

，
，
d

 

-

一

-

一-

-

図 1 接合方法

スリープは、 J I S G  2  4  5  5  r機 械 精 進 用

炭 紫 鋼 鋼 管 」 に 規 定 す る S T K M 13  A に 相

当 す る も の を 使 用 し て い る 。 核 合 す る 銭 形

鉄 筋 の 径 に 対 応 す る ス リ ー ブ の 標 準 的 寸 法

を表 2 に示す。

締付装置は締イ寸機 ( ダ イ ス 、 か ま し 金 具

を 含 む ) と 油 圧 ポ ン プ か ら 梢 成 さ れ て お り 、

締 付 機 は 接 合 す る 呉 形 鉄 筋 の 径 に 応 じ た 専

用 機 が あ り 、 主 筋 間 隔 が 径 の お お む ね 3 倍

あ れ ば 締 付 け 可 能 で あ る 。

油圧ポンプはｾｬｬＮｪ｛ｩ ＱＩ 式で ＲＮＲ k w、締イサ機の

手 元 操 作 ボ タ ン で簡 単 に 作 動 さ せ る こ と が

でe きる。

表 2 スリープの標準寸法 ( mm)

H乎ぴ名 内後 少ト径 長さ

022 30 .3  40.3 180 

025 34 . 1  45.1 200 

029 37 .8  51. 0  220 

032 41. 5  56 .3 240 

035 45 . 1  61.5 260 

写真 1 締付機および紛付状況

写真 2 S J 工法によるはりの継手例

4 . 本 工 法 の 実 施 例

お わ り に 本 工 法 を 今 ま で に 採 用 し た 代 表

的 作 業 所 を 紹 介 す る 。

①中音I1氾 カ 浜 岡 発 電 所 作 業 所

② 天 理 お や さ と や か た 北 左 第 4 棟 作 業 所

③ 鐙 紡 洲 本 工 場 作 業 所

④ ユ ニ チ カ 大 和 高 田 作 業 所

⑤ 横 浜 日 新 運 輸 大 泉 町 倉 庫 作 業 所

( まつい おさむ KK竹中工務底工事部技術課)
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繊維インテリア材料による省エネルギー効果

S  1  . はじめに

1973年のオイ J レショ ック 以 来 、 各 分 野 で 省 エ ネ ル ギ ー 化 が 大 き く

ク ロ ー ズ ア y プ さ れ て お り ま す。しかしこのような省エネルギーは、

わ が 固 め ご と き 資 源 の 大 部 分 を 諸 外 国 に た よ ら ざ る を 得 な い 国 で は

当 然 の こ と で あ り 、 む し ろ こ れ ま で の エ ネ ル ギ ー 浪 費 を 恥 ず べ き で

あ りましょう 。 そ こ で 今 回 、 当 所 で は 、 京 都 大 学 堀 内 三 郎 教 授 に 指

導 を 願 い 、 繊 維 イ ン テ リ ア 材 料 メ ー カ ー の 側川 島 織 物 の 依 頼 に よ っ

て 、 附 積 水 化 学 工 業 の 協 力 の も と に 、 住 宅 室 内 環 境 に 関 す る 省 エ ネ

ノ レ ギ ー 効 果 の 実 験 的 研 究 を 行 っ た の で 、 そ の 結 果 の一 昔I1 を報告いた

します。

本 研 究 で 対 象 と し た も の は 消 費 エ ネ ル ギ ー の 中 の 民 生 用 エ ネ ル ギ

ー で 、 と く に 冬 期 の 暖 房 時 に お け る 熱 エ ネ ノ レ ギ ー に 着 目 し 、 カ ー テ

ン 、 カ ー ペ y ト 、 壁 貼 地 等 の 繊 維 イ ン テ リ ア 材 料 が 、 そ の 取 り 付 け

公や取り付け状態、また、繊維材の材質の: i s い等により室内暖房効

率 に 対 し て 、 ど の 程 度 の エ ネ ル ギ 一 節 約 ( 電 力 節 約 ) と な る か を 実

第 1 !喪 インテリ ア材料、材質表

部 品 名 重( 9さ/ 附 ) 車且 成 ( %)  

カーテン C1 3  1  7  レーヨン; 61，モダ 71) /レ; 39 

11 C， 3 3 0  レーヨン; 52， ビニロン 10，7 7 リルラテ y クス; 38 

11 C， 2  0  4  レーヨ ン; 86， ビニロン; 14 

11 C.  2  5  0  レーヨン; 88，ポリ塩化ビニ - /レ; 12  

11 C， 2  1  8  レーヨン; 100 

同レ ー スC。 4 8  エステル 100

ブライ ンドB 2  7  5  ガラス繊維，塩ピコ ー ト

壁 貼 I也 W 4  6  8  レーヨン; 100  

カーベ y トF 1  5  6  7  ポリエステル: 100，ジュ一 人 100

同 下 材 9 5 0  ジュー ト〈ず 100

験 に よ り 求 め よ う と 試 み た も の で あ り ま す。 よ る 電 力 消 費 節 約iii; を 求 め る こ と に し ま し た 。

S  2 . 実験計画 S  3  . 実験結果

第 1 図 に 示 す よ う な 同一 性 能 を 有 す る 工 場 生 産 に よ る 量 産 型 ユ ニ 以 上 の よ う な 実 験 方 法 に よ り 昭 和4 9年 11 月11 日から 50年 4 月10 日

y ト住宅の A 、 B 2 棟 を 同 じ 立 地 条 件 と な る よ う に 配 置 し 、 実 験 棟 ま で の 延 べ 150 日IHJ に、極々の内装仕様に対する測定を行いましたが、

としました 。 両 棟 に は 同一 性 能 の 加 熱 用 屯 気 ヒ ー タ ー を 内 蔵 さ せ た こ こ で は 紙 面 の 都 合 で 笑 験 結 果 の二 、三 を 例 示 す る こ と に し ま す。

温 度 調 整 機 に よ り 室 内 の空 気 を 循 環 加 熱 し 、 調 整 機 上 音11の 吹 出 口 よ まず 第 2 図 に一般 的 な 内 装 仕 様 と し て 、 窓 面 に カ ー テ ン Cl とレー

り 拡 散 放 出 さ せ 、 室 内 温 度 を 常 に 22

0

C に 保 持 し ま し た 。 室 内 の 温 度 ス カ ー テ ン C oを 2 倍 ひ だ 、 カ ー テ ン 丈 床 上 1 側 、 カ ー テ ン ポ y クス

測定には混度調整在機の前 方 4 抗、高さ 1. 2 悦の位 置 に 乾 球 湿 度 計 、 自 付ーきで取り付け、壁面には壁貼地W を 、 そ し て 床 面 に は カ ー ペ ッ ト

記温度記録計およびヴJ日熱用屯気ヒーター のサ ー モ ス タ ッ トを設置し 下 敷 お よ び カ ー ペ y トF を 脇 工 し た 状 態 で 連 続 128時 聞 の 測 定 を 行 つ

ました 。 た 場 合 の A 棟 お よ び B煉 の 各 累 積 消 費 'lll カiL t と繊維インテリア材料

実 験 に 際 し て は A 、 B 2 棟の内、 A 棟 に は 第 1 表 に 示 す 材 質 の 繊 施工によって得られる累積消費屯力節約: i l l : ( B 棟 の 累 積 消 費 電 力 量

窓 W H  

1600X  1800 

5480 

温度聞盤機

400日

凹

W H  

窓 3200X 1800 

平面図

換気回数， 0. 6- 1. 1( ! / h)

A - A ' 断面図

第 1図 実 験 棟 見 取 図
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維インテリア材料カ切也 - A おRの 累 積 消 費 電 力 註) を 示 し ま し た 。

工 さ れ 、 と く に カ ー テ また 第 3 図 は レ ー ス カ ー テ ン 、 カ ー ペ ッ ト 下 敷 、 カ ー ペ ッ ト お よ

ン に つ い て は そ の 縫 製 び 壁 貼 地 は 同一 条 件 と し 、 カ ー テ ン の 材 質 を 変化 さ せ た 場 合 の 累 積

で 2 倍ひだ、 1. 5倍ひだ、 消 費 電 力 節 約 琵 を 示 し ま し た 。 そ し て 、 カ ー ペ ッ ト お よ び カ ー ベ γ

1 倍 ひ だ 、 ま た 吊 り 丈 ト 下 敷 に よ る 効 果 と し て カ ー テ ン お よ び レ ー ス カ ー テ ン を 施 工 し な

で 床 上 O側、 1 側、 10 い 状 態 で カ ー ペ ソ ト お よ び カ ー ペッ ト下敷 の あ る 場 合 と な い 場 合 の

師 、 そ し て 取 り 付 け 方 測 定 を 行 い 、 そ の 累 積 消 費 氾 力 節 約 益 を 第 4 図 に 示 し ま し た 。

法 で は 、 カ ー テ ン ポ y

ク ス の あ る 場 合 と 、 な

い場合というように、

材 質 ば か り で な く 縫 製

や 施 工 法 の 迎 い に よ る

組 み 合 わ せ で27種 類 の

むIIJ 定 種 目 を 作 り 、 そ の

お の お の に つ い て 実 験

期 間 中 に 消 費 さ れ た A

棟 の 消 費 泣 力 量 と 、 繊

維 イ ン テ リ ア 材 料 の な

い B 棟 の 消 費 屯 力 量 を

上じ中交することにより

繊 維 イ ン テ リ ア 材 料 に

以 上 の ご と く12 81時 間 の 短 い 計 測 期 間 で は あ る が、カ ー テ ン や カ ー

ペ ッ ト 等 の 繊 維 イ ン テ リ ア 材 料 が 電 力 消 費 の 節 約 に 大 き な 効 果 を 持

っ て い る こ と が わ か り ま す。

そ こ で カ ー テ ン や カ ー ペ ッ トの各部品ごとて酬の節 約 効 果 を 示 す 節

約 率 ( 1 l - A 棟 の 累 積 消 費 電 力 量/ B 棟 の 累 積 消 費 電 力 量 I X 100 )  

と、冬期の暖房一期間を 150 日 と し た 場 合 の 電 力 節 約 量 、 そ れ に よ る 経

済 的 な 節 約 額 を 求 め て み る と 第 2 衰 の ご と く に な り ま す。
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第 2 図 インテ リア施工の有無によ る差
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第 3 図 カーテン材質の遣いによる差
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第 2 褒 各部材に よる節約量

第 4 図 カー ベッ トの有無による差

節約率 150日 目 同 約 量 l

部 品 名 緑色・l生 縫 製 取付方法

%  ｾｉｌ 力 ｋｗｈ

カ ー テ ン C，普 通

21吉ひだ

Box 付き 16.7  932 16，590 I  
床上 Ocm

キ ー テ ン C， '$' 

2  f宮ひだ

Box 無し 14. 7 810 14，410 

床上IOcm

カ ー テ ン C， 竜也

2 1古ひだ

Box 無し 12.7  700 12，460 

床上IOcm

カーベ y トF

床而敷き詰め 12.0  661  11 ，760 

( 下敷十l き)

極ピ発泡床材 床面敷き詰め 6. 4 353 6，280 

I:tt 貼 地 W 全噌面 1' ) 付け 2. 1 116 2，060 

- 当試験所の組織( 各種試験お問い合わせ)

大型構造物試験部門

主管( 誰) 奥島正一

第l 係 長 西 仁

所長 | 第 2係 長 回 村 博

奥島正一l 第3係長 谷村嘉英

工事用材

小林一雄

料 係 長

耐火防火試験部門

主管(荘) 正法院院三

耐虫防; )(，

藤川 ｾ＠
材料係長

耐火防火坂啓智

構造係長

音 響 熱 部 門

主 管 十 合 毅

係長 民1品英彦

大 淀 分 室

分室長中山; ) ( t ! I :

事 務 部

事務長訟下喜一郎

係 長 石 堂 義 経

( 試験項目 )

柱梁床版など町大型構

造部材や架構の実大試験

模型試験

パネル類の強度試験

鋼材、コ ン7 リート等町物

理的性質の試験

木材の各種強度試験

コン :7 ' ) ート悶混和剤等向

性能試験

一般建材試験

建物の診断とその対策

外壁均一テ y ウオール、サ

ｹ ン等の面 ｪｬｬ 圧強 ｊｾ ‘気宮、

水管試験

シャッタ一、 7 ンハ一等の

進煙、漏煙性能試験

防火戸の温度ヒュー丈連動

機械の作動試験

工事用材料の圧縮、 ｾｉ 張曲

げ等の試験

柱 ・梁 床 壁 ・屋恨等の

耐火試験

外壁 ・防火戸等の防火試験

内装材料の韓懲性試験、

燃焼ガえの毒性試験

音の透過m先・吸音率 ・床

衝繋昔試験

熱伝導率 熱貫流 ・結* 試

験

音 ・熱の各種現場測定等

工事用材料の圧縮 ・引猿 ・

出iげ試験

骨材試験

試験受託 Ｎｾ務

会計一般庶務

本試験所 . 〒565 吹田市藤白台 5 丁目 1 2 5 m話 ( 06) 872- 0391代表

大淀分室 干531 大阪市大淀区長柄西通 2 丁目 35 m話 ( 06) 351ー 7217

S  4 . 結び

上記の結: ! . I ーか ら 、 暖 房 エ ネ J レ ギ ー ( 屯 力 量 ) の 節 約五容 が 、 カ ー テ

ン て' 15% 、 ま た カ ー ペ ッ ト で は 12% 、カ ー テ ン と カ ー ベ y ト の 併 用

で は 2 7 %程 J立 と な る こ と が 分 か り ま す 。

ま た カ ー テ ン に つ い て は 織 密 度 の 密 な る も の を 十 分 に " ひ だ " を 取

り 、 カ ー テ ン ボ ッ ク ス よ り 床 面 ま で 吊 る す こ と に よ り さ ら に そ の 効

来 を 向 上 さ せ る こ と が で き ま す。 (研究只 長橋英彦 )
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日本建築協会

月間の動き

昭 和50年 7 月 分

E里 事

. 6.  

宜主

17 日 4 11寺一 5 時 於会館集会室

出 席者福 ｬ 王 ｬ 副会長ほか Ｘ 理 ｉ ｾ ｚ ｊ Ｇ［ 山根建

築業務基準委員会委員

議 事 (1)建築士及び建築士事務所実態調査

の件 (建築業務基準黍只会経過報

告)

(2)i 中縄海洋博建築写真集の件

(3)  r第22回青年技術者」特集号の件

(4)入退会者ゑ認の件

(5)報告事項

編 集 委 員

. 6.  

: D< 

第 2 回計画分科会

2 日 2 1侍ー 4 11寺 於会館集会室

出席者 片fr 幹事、松村委只長、右田委員

議 事 (1)計画特集のテー? とその編集方針

の具体化

(2)そのほか

委 員 会

2 日 4 1時一 6 11寺 於会館集会室

出席者 松村委只長ほか 7 !(，

議事 (1) 8 月号「生活排水処理施設のあり

方」特集報告

(2) 9 月号「人間環境としてのターミ

ナル」特集報告

(3)10月号「騒音対策と防音材料」特

- J ; R報侍

(4)11 月号「第22固守年技術者」特集

の応募規定と選術委只について

(5)12月号「集合住宅の設備」特集幹

事会報官

(6)来年 1 月号と 3 月号の特集テーマ

一 一第 2 回計画分科会報告

(7)広告企画小委員会について

(8)そのほか

10月号「騒音対策と防音材料」 特集第 3

回編集幹事会

3 日 4 1時 - 6 11寺 於会館集会室

出席者 浅野幹事、十合委長ほか 4 名

殺 事 (W 施工材料の頁 J 10月号の企画

(2)広告企画

(3)そのほか

12月号「集合住宅の設備」特集第 2 回編

集幹事会

6 8  池築と社会/ 1915年 9 月号

8 日 4 s寺- 6 時 於会館 3 階会議室

出席者成瀬、 山崎両特別幹事ほか 2 名

議事 (1)12月号「集合住宅の設備」特集の

テー 7 の具体化 と執筆者の選定

(2)そのほか

広告企画小委員会

9 日 4 時 - 61時 於会館集会室

出席 者 伴 副 委 員 長 ほ か 5 名

議事 (1) 7 月号広告収支報告

(2) 8 月号広告企画の件

(3) 9 月号広告企画の件

(4)10月号広告企画の件

(5)11 月号広告企画の件

(6)12月号広告企画の件

第 1圏構造分科会

15 日 4 時一 6 時 於会館 3 階会議室

出席者 須 賀 幹 事 ほ か 3 名

議事 「建築と社会」誌「構造の頁」の 10

月号以降の企画について

作品作風小委員会

16 日 4 時 - 6 1侍 於会館 3 階会議室

出席者 横山副委員長ほか 4 名

議事 (1) 8 月号排水処理場作品の報告

(2) 9 月号作品、研修所。の選定

(3)10月号以降の作品作風の方針

9 月号ターミナル特集編集打合会

25 日 3 時一 7 11寺 半 於 会 館 3 階会議室

出席者片倉委貝、稲垣委貝

議事 、ターミナルとかいわい空間H の! 京

稲作成

一

会A

一

一

口貝

一

一

委

一

一

業

一

一

事

一

広報小委員会

2 日 6 時一 711寺 於会館 3 階会議室

出席者 三品副委員長、上松、打浪両幹

ヰ弘まか 7 名

殺事 (l )P R 分科会の事業報告並びに卒業

企画について

(2;研修分科会の事業企画について

(3)親睦分科会の卒業企画について

(4)そのほか

見学会小委員会

4 日 6 時一 7 時 於会館集会室

出席者 堤 副 委 只 長 ほ か 4 .1，

議事 (1) 9 月の見学会についての報告

(2)10月以降の見学会企画について

(3)矢崎実験ソーラハウス 1 号 ( 太陽

熱利用冷 ・暖房システム ) の見学

について

(4)そのほか

若い会員の集い第 5 回企画「ディスカバ

ー大阪」現地調査

8 日 111寺- 6 時

出席者 中村 主査 、 森下、宮 後 問 。 Ｑｾｾ ｊ Ｚ［Ｇ

ほか 1 名

若い会員の集い小委員会

8 日 6 1侍- 8 時40分

出席者西村副委員長、広瀬、宮後、森

下各幹事ほか10名

議 事 (1)第 2 回「建築家のための、みどり H

学習会(3)J についての反省

(2)第 3 回「解体修理中の古建築見学

会(4)一一 国宝東福寺三門その他」

の実施報告

(3)第 4 回 「海とレク リェーション」

の企画報告

(4)第 5 回「ディスカバー大阪」の企

画について

(5)  r教育環境」の企画分科会報告

(6)そのほか

委 員 会

10日 6 時- 7 11寺 於会館集会室

出席者 窪田委員長、大橋、小泉、花房、

柳、西村、 各冨iI 委貝長ほか 2 名

殺事 (1)各小委員会の事業報告並びに事業

企画について

(2)そのほか

若い会員の集い第 5 回「ディスカバー大

阪」企画分科会

29 日 6 11寺一 8 時 於会館集会室

出席者 中村主査ほか 5 名

議事 (1)第 5 回「ディスカバー大阪」の点

検下見の報告

(2)  r第 5 回 ・ディスカバー大阪」の

会告案について

(3)向上のイラストについて

(4)そのほか

住 宅 委 員

.6、

: D< 

委 員 会

7 日 5 11寺50分 - 8 時 於会館集会室

出席者 小西委員長ほか 15名

殺 事 第12回よろず相談住宅展の件

住宅展、総務合同小委員会

15 日 5 時50分 - 8 時 於会館集会室

出席者岩本、高国両副委員長ほか 6 名

殺 事 (1)住宅展会場計画変更の件

(2)出展業者勧誘の件

住宅展小委員会

24日 5 時50分 - 8 時 於会館集会室

出 席 者 岩 本 、 高 田 、 高 野 3 副委員長ほ

か 2 名

議 事 住 宅 展 会 場 計 画 の 決 定

そごう百貨底打合会

29日 2 11寺- 4 時 於そごう百貨庖

出 席 者 協 会 側 岩 本 、 高 田 、 吉 田 、

そごう似U4 名

議 事 住 宅 展 会 場 計 画、宣伝などの検討

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 委 員 会 |

企画分科会

9 日 午前11時~午後 1 時 於会館 3

階会談窓

出席者 酒井幹事ほか 2 名

議事 (1)建築データシートの掲載案内作成

について



(2)そ の ほ か

委 員 会

16 日 5 時 半 一 7 時 40分 於 会 館 集 会 室

出 席 者 井 上 、 真塚 正 副委 員 長 ほ か 10名

議 事 (l )No. 51号 ( 11月発行) の掲載予定シー

トについて

(2)  r建 築 デ ー タ シ ー ト・掲載案内」

の 作成 に ついて

(3)中 国 建 築 学 会 訪 日 代 表 団 に 建 築 デ

ー タ シ ー ト フ ァ イ ル 贈 呈 に つ い て

(4)そ の ほ か

建 材 委 員 会 |

委 員 会

18 日 5 1時半 - 8 時 半 於 会館 集会 室

出 席 者 山田、牧田、 元 木 正副 委員 長 ほ

か 6 名 日本セメント 3 名

議 事 膨 張 セ メ ン ト 検 討 会 ( 第 3 回)

21 日 4 1侍- 5 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 市 川 委 員 長 ほ か 15名

議 事 建 築 基 準法 と 消 防 法の ギ ャ ッ プ に つ

い て の ア ン ケ ー ト の ま と め

講 習 会 小 委 員会 講 師 と の打合 会

22 日 5 時 半 - 8 時 於 会 館 集 会 室

氏

3

に

隆

か

画

辺

ほ

企

波

長

会

と

貝

習

日

委

総

訂

副

務

時

木

笑

酢

伽

耳

氏

築

一

会

連

洋

員

度

原

委

名

年

梅

本
者

ω

師

席

議

出

事

議

つ い て

(2)そ の ほ か

若 い 会 員 の 集 い

解 体 修 理中 の 古建 築 見 学 会 ( 第 4 回)

国 宝 ・ 東 福 寺 山 門 そ の 他一 一

5 日 2 時 一 5 時

参加 者 37名

講 師 京都府教育庁文化財保積課

主 査 川 ，嶋 一 雄 氏 ほ か 1 名

訂

(2)業 者 推 せ ん 等 の 場 合 の 設 計 民 理 者

の 責 任 に つ い て

(3)そ の ほ か

建 築 ク ラ ブ 朝 食 会

8 日 8 時 一 9 時 半 於 大 阪 グ ラ ン ド

ホ テ ル

出 席 者 77名

当 日 は 京都 大学 教 授 工 学博 士 石 崎 溌 雄 氏

よ り 「 台 風 と 建 築 物 」 に つ い て の お 話 を

伺 った。

|6月 の 入 会 者 ( 山 ) I  

〔個人会 J HO名〕

相宅莞爾

菊 岡 靖 久

ｾ国充

松下 軍駐日目

有 賀 保 二

渋 谷 康 雄

中井消和

右 角 和 維

習 回 四 自11

中 西 秀賞

学

西 山 記 念 会 館 と旧 ハ ン タ ー 住 宅 ( 重 要 文

化 財) の見 学 会

15 日 111寺半一 5 時

参加者 4 2名

講 師 |日 ハ ン タ ー 住 宅 に つ い て

神戸市教育委只会社会教育部主幹

工学博士 坂 本 勝 比 古 氏

西 山 記 念 会館

設 計 村聖子 ・森 建 築 事 務 所

監 理 川 崎 製鉄側営繕昔日建 築 課

施 工 清 水 建 設 側 大 阪 支 庖

| 建 築 業 務 基 準 委 員 会

15 日 2 1待- 4 時 於 日 本 建 築 士 会 述

合 会

出 席 者 山 根 正 次 郎 氏 ほか 19名

議 事 (1)士 会 連 合 会 の 士 法 改 正 要 綱 案 に つ

い て の 各 会 の 意 見

7 月 の 入 会 者 ( 敬称略 )

〔団体会長 5 社〕

氷大産業側大阪営業所ハウス団地事業部 大阪機

工側三愛美義側高取鮒 日本住宅パネル工業協

同組合i拘束支所

〔個人会員 22名〕

安部三労 岩 尾 秀 明 姥 前守

大 浦 孝一 岡本英造 小 林 照 男

1主瀬正雄 回 中 進三 竹内 保

竹 凹 正 治 ;i 修二 土 屋 弘 和

内藤貴之 永浜彰一郎 深 沢 雅 俊

百長塚 敬 伯者 紳 松井 主主祐

松 風 勝 美 八木慶一自11 柳閉 1fi: 樹

山口信義

l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l日川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11山l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11 l  

向上、室内を見る

- 日 本建 築 協 会の 展 示 窓 紹介

本営; 8 月号でもご紹介しましたが、今回は r 大阪の新しい建築」として、本年 4 月末竣工した r N C  B 中之山セ

ンタービルディングJ をご紹介いたします.

大阪の中心部、中之仏の西端に完成したこのピ J レは、地上32階、開き 129mの文字通り西日本では一番高いピル。

内部にはオフ ィスを中心として、大小会議室 ・宴会場 ・結鈴式場 ホテルなどが併設され、多機fじする大都市町

機能に対応するよ う計画されており、 E宣言十から施工にいたるまて・最新の技術が場入された復合建築物です。

展示写真には、ご覧めように、南北を 2 つの川に挟まれたこのビルを中心とする航空写真を掲載しました。

「中之仏再開発計画」の一環とし て建設されたこのピルの占める位也、およびそ の周辺地域が一望され、この地区

内変化の織相などがよ〈ご覧いただけるものと思います。その他、メ? 1)  ' Y : 7 仕上げが美しい外鋭、繰のオープ

ンスベースとして広〈一般に公開された庭閣、および超高層建築のもう一つめ建築美ともいえる夜景の写n など

も掲示しましたのでご一覧ください.

[ >展示期Hl l 8 月下旬より 2 ヶ月 lill

[ > 展示場所 京阪電鉄 地下通路( 淀屋橋→北浜の中| 湖南1111J のショーケース)

11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川川11川1川|川川川11川11川|川川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川川11川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川l川11川11川111川川11川川11川11川11川11川川11川11川川11川11川11川l川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川川11川川11川11川11川11川11川l川川11川11川|川川11川川11川11川11川11川1111川1111川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川川11川川11川111川11川11川11川1[11川川11川11川111川11川11川11川11川11川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11  
|  
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日 鎖 ザu，s，

公 共 住 宅 用

B L - K J  

K J  AL - 007 

一 一 一 一

B L  BO- 034 

スヂールドア P- 003 

新 日 鎖 グ ル ー プ

⑤目錨カーテンオイレ織訳書融

本 社 東 京 都 千 代 田 区 神 田 錦 町 卜 8 f t 03 - 295 - 4511 

支 l苫 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 広 島 ・高 松

渡り鳥の鋭敏な判断力を

私たちは求めていま女

A  

ｾ｟，＠

，A 

""" 
.Af ，}A  

ｾ＠
ｾＮ，Ｎ，Ｎ＠

，#A  

p  

ｾ，Ｎ＠

n  

_.，4' 
. F

J I  

_  ... ‘  

渡り鳥lまなにを基準に移動するのか、何を頼 り

に正確な方向を定めて飛ぶのか… まだ、解明

で、きない自然の不思議のひとってす。

私たちは建築の可能性を大きく広げるために、

この渡り鳥のも っている自然に対する直感と

把 握 t 判断力をも っt も大切にしています。

そして日本独梼の自然現象を、渡り鳥のよう

に鋭敏に、正確lこキャy チし、それを超高層

カーテンウオール技術の中に生かしています。

s  - ' ' ;  

副ｾＭー｟，｟［ＢＧｾ
ｾでｾＮＮＮニＮ - . 噌

こんにちわ、渡以烏。 議京= 廿担割
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三協は輝かしい未来を開き¥新しい飛躍

と社会の貢献に努力をつづけます。

より豊かな生活環境づくりに一役を担う

三協戸ルミ建材はぇ優れだ気密性、遮音

性、雨仕舞、強度、耐食性、経済性およ

び各種着色、発色技術の開発などにより

好評を| 専し¥高層ビルから居舗、住宅ま

で広範囲に使われています。

その各種製自は、近代建築にマッチしだ

建築美を生み出し、広く需要家の皆さま

のご要望に応えております。

。 三 協 I ' /L言 二 守h 工 業 株 式 副 主

本 社 富 山 県 高 岡 市 早 川 7 0  

T  E  L  0766(22)5030代 表

大阪支庖 大阪市西区靭1ー 123(近畿富山会館ビル)

T  E  L  06(448)  5451代 表

庄司E軍 司;1

A . ビル用サッシ

超高性能スーパーシリーズ

各種排煙窓

ビル用レディメードサ ッシ・汎用サ ッシ

公団規格KJ サ ッシ.AL C用サ ッシ

スタンダード ・カーテンウオール

B. 住宅用サッシ

超 高 級 請 手 秀 峰 シ リ ー ズ

c. 厨房用品

アルミ製流し台、家庭日 用 品

D. 画期的内装材のフレクサラム・

ルクサロン・ルクサクレア

E.  B L認定製品

防音サ ッシ・手摺ユニ ットキ ッチンユニ ット

日本住宅公団 御 指定品

直: 二重副

只一

v

民

υ

F

O

 

圃 特 長

・ ど な た で も 簡 単 に 開 閉 錠 ( 開 栓 閉 栓 ) で き ま す。

・ ワ ン タ ッ チ で す 一一一 片 手 で 簡 単 に 操 作 で き る 複 式 チェ

ー ン ロ ック で す。

- 鎖 の 引 張 強 度 は 500kg /  cm
2

で す か ら 、 安 心 し て ご 使 用

で き ま す。 ボ タ ン の 内 部 は ス テ ン レ ス パ ネ を 使 用 し て

い ま す か ら 、 錆 付 い て 動 か な い こ と は あ り ま せ ん。

・ 高 級 品 と し て 、 オ ー ル ス テ ン レ ス 製 も あ り ま す。

三 築 建 材 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪市 生 野 区 巽北 4- 5- 11 宮 ( 06) 751 ー3653- 5 / 東 京 出 張 所 東 京 都墨 田区立花町| ー 11 - 1 宮 ( 03) 61 8  - 4071 
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今日も新しい街づくりに貢献する

吉良，吉サ‘ ys，・ドF

72  

営 業種 目

回金属製建具工事

K J 型サ ッシ ・ドア スチール サ ッシ ・ド ア

アル ミサッシ ・ドア ステ ンレスサ y シ ・ドア

カーテ ンウオール B  L ・防 音 サ ッ シ

回設備工事

回電気工事

販宣 活 畿 T 掌 姓 4 糾

冗 疋ｌｅ 克」ーヲ長ｾ不エ ｜，［Ｎｺ 丈Ｂｴ ｉ

本 社 大 阪 市 北 区 侮 ケ 椅 町 1 0  8  (新梅ケ枝町 ビル)

叩 530 電 信 (06) 3  6  3  - 3  3  7  1  (代)

東 京 支 底 東京都千代田区神田松永町 内( 東京近鉄ピル)

'!" 101 電 路 (03) 2  5  5  - 8  2  7  1  (代)

名 古 屋 支 唐 名古屋市中村区米屋町2番 50号( 名古屋三交ビル)

'!" 450  電 路 (052) 5  7  1  - 9  1  1  1  (代)

営 業 所 償浜・志摩 四日市よ六・京都・神戸・広島・福岡

製造近畿車輔株式会社

工 I畠 東 京 ・ 大 阪

営 業 品 目

ス チ ー ル ド ア I 型

ス チ ー ル ド ア II 型

フ ラ ッ シ ュ ド ア

ノぐイ プ シ ャ フ ト ド ア

ス テ ン レ ス サ ッ シ

カ ラ ー ド ア ( C 0  - 50)  

小 扉

ダ ス 卜 コ ン テ ナ

M T 型 プ レ ス 手 摺

。 輸 送 機 工 業 株 式 会 社

本 社 ・工 場 〒 475 愛 知 県 半 田 市 上 浜 町 1 0  2  

大 阪 出 張 所 〒533 大 阪 市 東 淀 川 区 山 口 町 3 2  5 - 1  

T E L  半回 (0569)21- 3311代

星和 不 動 産 新 大 阪 駅 前 ビ ル

T E L  大 阪 (06) 323- 8551代



住まし吃生かす

営 業 品 目

0 防 煙 シ ャ ッ タ ー 0 防 災 制 御 機 器

0 防 火 シ ャ ッ タ ー 0 ス モ レ ー タ ー ( 煙感知器)

0 軽 量 シ ャ ッ タ ー 0 テンプレーター ( 熱感知器)

￦ｬｾ］［ ヤＺＮｉｊＭ
0 グ リ ル シ ャ ッ タ ー 0 マグホールド ( ドアー磁着装置)

0 サンパ ック(窓 シャ ッター ) 0 防 排 煙
2 、.  

ネ J レ

0 アコーダー (折たたみ雨戸 ) 0 排 煙 ダ ‘  J  
，、-、 -

0 オーパースライダードアー 0 雨 戸 ア
一

- あらゆる建築設計にお応えします 。

・資本金21億 6 千万円 ・株式東京大阪市場第一部上場

⑨ョeシャゅーZ 業 株 式 会 社

本 社 東 京 都 新 宿 区 西 新 宿2- 1- 1(新宿三井ビル44階 ) 東京03(346)  30日代

関 西 地 区 事 業 部

尼 崎 市 田 能 二 の 坪 4 6 8 大阪 06 (491 ) 6  0 2 1 代
大阪支庖 ・大阪工場

営 業 所 大 阪 南 ・東大阪 ・羽曳野 ・高槻 ・京都 ・京都南 ・大 津 ・福知山 ・豊 岡

煙 感 知 器 連 動 防 災 シ ス テ ム

二】ｾＭＧＮ二 ｸｯ

収 納 型 屋 外 避 難 階 段 ・ 避 難 橋

ヲイヘード

尼 崎 ・池田 ・大 阪 北 ・神戸 ・明石 ・加古川 ・姫 路 ・ 泉 州 ・和歌山

田辺 ・奈 良 ・大和高田 営業第 1謀， 2 謀 ，3 課，4 謀，防災システム課

煙 は 人 間 よ り 速 い /

ビ ル 火 災 で 恐 し い の は 、 火 焔 よ り む し ろ 『 煙 』 だ と

い わ れ て い ま す。 火 災 時 の 煙 の 速 度 は 水 平 方 向 で

毎 秒o. Ｓ ｾ＠ ＰＮＸ メートル、垂直方向で Ｒ ｾ Ｔ メートル

と い う 予 想 以 上 の ス ピ ー ド で 拡 散 し ま す 。 これは

明 ら か に 人 聞 の 動 き を 上 回 る 速 度 で す。

火 災 時 の 煙 や 有害 ガ ス に よ る 惨 事 を 防 ぐ た め 、

早 期 発 見 と 初 期 消 火 、 そ し て 居 住 者 の 安 全 な 避 難

を 果 す た め 、 わ れ わ れ は 独 自 の 技 術 に よ る 防 災 設

備 の 開 発 に 、 絶 え ざ る ご 奉 仕 を 続 け て い ま す。

〔詳細お問合せ ・資 料 ご 請 求 は 下 記 へ ご一 報願います〕

東洋シャッター株式会社 222ご222: ;; 12ね:;: ::: :::: ;::;; ;:z
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S PH. HP Cに

プレハブ防水

外 壁 及 び 屋 根の 目地防水

E P Tプチルラパー

ベルシート防水

我 国 最 初 の完 全 防 水

アスフアル ト系高分子シート

アスシート防水

冷 熱 工 法 面 周 防 水

量 鐘 紡 合 成 化 学 株 式 会 社
水防

;

ス

刈

ク

則

ツ

塗

レ

性

し
ン

ウ

榊

タ

レ

μ

ν川

町

ウレタン系

ベルフロアー

シー ムレス の ｾｾｬ 性 塗 床

本 社 干 543 大 阪 市 都 島 区 友 洲 町 1 丁 目 3 番 80 号

T E L  大 阪 06 ( 921)  1  2  3  1  ( 代 表 )

肥 後 橋事 務所 干 550 大 阪 市 西 区 江 戸 堀 上 通 1 丁 目 25 番 地

( 防 水 事 業部 ) ( 日 本 火 災 海 上 ビ ル )

T E L  大 阪 06 ( 441 )  8  2  4  1  ( 代 表 )

東 京 支 l苫 〒 141 東 京 都 品 川 区 西 五 反 田 7 丁 目 22 番 17 号

( 東 京 卸 売 セ ン タ ー )

T E L  東 京 03 ( 494 )  2  7  4  1  ( 代 表 )

名 古 屋 支 l苫 干 450 名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 田T 3 丁 目 5 番 地

( 主主{f)j ピノレ 3 F )  

T E L  名 古 屋 052 ( 581 )  1  2  7  1  ( 代 表 )

アクリル系

樹脂防水

常 温 架 僑 型 の塗膜手i'lJ 百防水

日 本 住 宅 公 団 御 指 定 材 料

日本住宅公団関西支社指定工事庖

防火材認定番号 関連 J IS

化 粧 壁 セ メ ン ト 吹 付 材

ソリジットスタイン ( R 2 型) 基材同等0003号 J IS 6907 

合 成 樹 脂 入 化 粧 用

エ パ ー ウ オ ー ル ( R 4 型) 基材同等0003号 J IS 6907 

セ メ ン ト H吹 付 材

合 成 樹 脂 エ マ ル シ ョ ン

エ バ ー サ ン ド
基材同等0004号 J IS 6909 

砂 壁 状 吹 イ寸 材

ヒ j レ 石 日欠 イ寸 材

エ パ ー テ ッ ク ス
基材同等0004号 J IS 6909 

下 地 調 整 用

ス タ ー ソ ー ル
モ j レ タ ル 添 加 斉IJ

合同特許建材工業株式会社

本 社 大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 丁 目 54番 地 T E  L  ( 702 )  7814代 表

場 大 阪 T E  L  ( 06 )  709 - 5735 束 京 千 葉 T E  L  ( 0474 )  23 - 7767 

事 業 所 来 京 ( 03 ) 990 - 3252 名 古 屋 ( 052 ) 503 - 4344 

名古 岡 ( 092 )  521 - 2731 キし中見 ( 011 )  582 - 6976 
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じ

国産初のファッションタイル

装いのフロブてソプラ

フコフツション性豊かな塩ビタイルガ国産で初めて東リから生ま

れましだ。素材はソフト系ピ二ルタイル、床材としての機能性

はもちろん、耐摩耗性 ・すべり量産さ ・耐シガレッド性などすぐ

れだ性能をもっています。

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

札 幌 営 曹 所 宮 ( 011 )271 - 2561 1仙 台 宮 曜 所 宮 ( 0222) 94-35051東 京 営 睡 所 ft ( 03)503-3021附

名 古 屋 営 聾 所宮 (052) 733・3471附 / 大 阪 営 揖 所 f t ( 06)943- 1641!仰/広 島営 揖 所宮 ( 0822)28-3361

高 松 営 揖 所 宮 ( 0878) 33-44 101福 岡 営 瞳 所 官 ( 凹 2) 4" -9日76仰

マヨ..IJ ・，:1

用途に応じた軽・中-

重荷重. • • 

美しい

会ぷ a  

軽荷重用 ( R. RA型〉

0 公 団 タ イ プ

R I O- 15 .  R I O- 18  

R I O- 24 .  R I O- 30  

一般タ イ プ各種あり

〈実用新案意匠登録〉

中荷重用 ( M A型〉 重荷重用 ( H A 型〉

圧接式ヲヨーヲ ｌｉＭｾ コヲ
横断溝・測溝・集水桝・ロックグレーチング・ U 型グレーチング

φ ヲヨーヌヨF-J I o 株式会祉

取 締 役 社 長 嶋 田 外 喜 男

本 社 大阪市東区大川町27番地( 住友生命淀屋僑ピル 5 階) T  E  L 06 (231)6206(代)

東京支庖 東京都中央区日本繍茅場町 1 - 8 (稲村ピル 5 階) T E L 0 3  (“ 8) 5811 (代)

工 場 和 歌 山 香 取 (千 葉) 堺 滋 賀

総 発 売 元

三井物産株式会社/住友商事株式会社/住金物産株式会社

① 各 種 カ タ ロ グ 用 意 致 し て お り ま す 。
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関欝轍瀦鰯趨輯購欝鶴欝輯輯欝豊富

内 装 不 燃 材

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生回区北長狭通 4 ー 1 ( 英和ビル)

ｾｉＮＡＺ訴神戸 ＨＳＳＱＩ 0881- 3  

支 庖 大阪市北区絹笠町50{ 主ビル 51;皆 502号室)

屯話 大阪 ( 364) 2031- 4  

倉 庫 神戸市首合区八 11時過 1 - 5  ( 電話221 2923)  

陸屋似|坊水には 奥 山 式 附 二絶縁 工 法 を

前回 ｡ 民一間ｾ帯
新 工 法 .ノ

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

奥山化工業株式舎紅

|特許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー l
( 電 動 式 並 固 定 型 各 種 -

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

本 社

史 阪 出 張 所

名古屋山帰所

中u見出 4長所

岩元式連塔換気装置 ( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/特殊装置による風量増幅1

新型 換気塔 S Fスーパー L換気扇の能力を倍増する j

最新型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

ス カ イ ラ イ ト 工 事 ・ 通 風 ル ー パ ー

ｾｉｓ ミ Ｉ 事ヲ ｱ イト

東京都中央区銀座 8 - 4 - 1 1 'i1L話 03(571  )2703- 4.2370.4064・0264

大阪市都品区都品中 itfi'l 2 - 3- 1  ｾＱｬ訴 06(921) 2  4  9  7  .  (922)  7  2  8  0  

名 古 屋 市 南 区 来 車 町 3 3  ';1l訴 052(811) 3  6  6  0 ・3 1  0  4  

札帆市中央区北三 条来四丁目 'i llMi 011 (231)  7  5  1  1  

( カタログ進呈)

ス チ ー ル 及 ア ル ミ サ ッ シ ュ ド ア ー ・ 各種 シ ャ ッ タ ー 製 作 施 工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁 目5番22号

f正 言古 (981) 0  6  1  5- 06 1  8  

7 6  

、



電 気 設 備 の 頁

電 気 設備 ⑤

178 .:胃ヨ .t:::= .LJ.I・ ---..h. 

l場 竜 丸 守 米 誌

代表取締役 山 本 博 三

社 大 阪 市 北 区 中 之 J斗 3 - 3  ｾ ｖｊ 日ピル

T E L  大 阪06 (  3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

市 垂 水 町 3 - 3  4  - 6  

T E L  大 阪06 ( 3  8  5 )  1  3  6  1  ( 代 )

京 都 市 右 京 区 西 京 極 革 与 野 田J 2  1  

T E L 京 都 075 ( 3  1  1 )  1  1  8  5  ( 代 )

稲 岡 市 中 央 区 茶 院 1 - 1 4 - 8

T E L 骨A岡 092 (  7  7  1 )  6  1  6  8  
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III S次

本

毒ヰ土営割健所

京 都営 換 所

原信ｾ

番 地 ( 京 阪 急 ビ ル )

( 大代)

・大 阪 商 ・神 戸 ・広 t:.¥. 九1"'1

6  

粟

大 阪 市 北 区 高 垣 町

屯 話 大 阪 ( 313)

支 l吉 東 京 ・名 古 屋 ・舞1鶴

取 締 役社 長

1  
。

福 岡 出 張 所

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

取締役支社長 姉 川 正 男

大 阪 市 東 区 内 問f，if，' li.丁目 二 八 帯 地 ｾｴｉ訴大阪 Ｈ Ｒ Ｐ Ｒ Ｉ Ｐ ＳＲＵ Ｍ 9 需

本 竜i 東 京 都 千 代 m区内事l' 日J 1 丁 円 4 帯 地 5 ｾｊＭ

支 社 札 帆 ・仙 台 ) L /  J付 名 古 l-r. . ' ｾＧｉ｜ 岡

営業所 ・出制「 全国主要再開20ヶ所

設 計 施 工

血i
，、

敏 夫

電 気 工 事

会 社社株 式 会 社

林

絹 笠 町 5 0  ( 堂ビル 7 1培)

3  6  7  1  (代 )

日本 紙柿 崎 町 3 丁 目 2 帯 地

1  4  7  8  (代 )

模 原 ・堺 ・稲 山

代 表 取 締 役

社 大 阪 市 北 区

電 話 ( 361)

庖 東 京 都 中 央 区

電 話 ( 671)

自奇 ・ 中日

本

支

出 張 所 川

設計・施工

鴎 '

気 株

電 気 工 事
間 工 事 設 計 施 工

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 空

ぷ弘

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 rlj 城 点 区 野 江 点 之 町 三 丁 目 - J i

世 話 大 阪 (931) 代 或 7 3 4 1 - 5

( 0 3 8 8 ) 2 1 9 3  

大阪市械東区野江点之田T3 丁目 11 ilI llfi 大阪 (931)7004  

襟良県御所市御国 iui 3  6  0  包括御所 ( 2 ) 0 1 2 2

枚万市山之上丙町 1 の 1 'il1Jfa枚 Jj (43)8659'  (44)9232 

社

A

G

玄式本 電中

本

資 材 倉 庫

奈良営業所

枚方営業所

笠 町 5 0  ( 堂ビル 3階)

364 )  1  4  7  1  ( 代)

- 1  6  ( ニュー新橋ピル 7 階)

504 )  0  2  3  1  

城 見 通 2 丁 目 2 0 番 地

991 )  5  1  3  1  (代 )

千 葉 ・ 宇 都 宮 ・ 熊 本

社機 株 式 会

嘉 納 伝 三

電

脳

宝

附

大 阪 市 北 区 絹

屯 話 (

東京都港区新統 2

屯 話 (

名 古 屋 市 北 区

屯 話 (

神 戸 ・ 場1 ・

本 社

支 庖

支 庖

営 業 所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 中 白 虫 田T 1 丁 目 1 I  0 得 I也

f伝 活 大 阪 ( 472 ) 代 ぷ 1 1 0 1 - 7

束 点 都 1111 川 区 西 J i .反 111 6  r  1=125帯 ! H J - ( 似 );，Ij ピノレ)

ｦ 包括話 束 ｊ［ｾ ( 491) 1746  ( 492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 介 区 銚 物 自li 旧r 2  3 係 地

i l I 訴 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8 ! 8  

2  千 葉 ・ 和 歌 山 t， r1i 昼

+上

足7

本

-← 

) z.  

社業 株 式 会

村 騰

木 寛

ｦｦｾ ヶ校 ｂｲｦ 5  6 帯 地

て代表 ( 312) 8  8  8  1  

・四 日 市 神 戸 ・和 歌 山

草 il! .  !'i予岡 ・水/; ; ¥.  t' ，¥岡

工 事 ・ 段骨十 施 工

中 央 電 気 エ

本 社

取締役会長

取締役社長

大 阪 市 北 区

屯 話

電 気 工 事 ・ 析 装

メ〉、

寸

平

大 阪

営 業 所

東 京 ・名 古 屋支 府

営業所
J庁出 ＱＱ ｾ ａ 斤松 山 京 初 ・

電 気 工 事 設 計 施 工

卒 富 士 電 業 株 式 会 社

設 計 施 工電 気 工 事

太 陽 工 藤 工 社

A

Q

一
品事 株 式

中 実

阪市 西区 北堀江 上通 1 丁 目6 5  

電 話 大 阪 ( 538 ) 1 1 7 1 代 表

東 京 ・名 古 屋 ・広 島 ・福 岡

田取締 役 社 長
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自日
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十

小
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ぁ

n

1

取 締 役社長 小

社 大 阪 市 福

T  E  L ( 06)  

阪 市 此

T  E  L ( 06)  

本

屯カ工事本苦11

営業所

A

S

A

 

商

電気工事・計装工事・設計施工

株式会社 ヤ マ ト 電 気

ー刀く

設計施工電気設備

号 造

大 阪 市 北 区 間 堀 川 町 1 5 帯 地

ＮｾｵＺ＠ I治 大 阪 ( 364 ) 代 3 0  5  6  

東 京 ・神 戸 ・jよ 山

名 古 屋 ・!向 山 ・水 品

中 ｵ 見 ・ 滋 ＱＱ Ｍ ｩｦｅ 砂 ・ 松山 Ｍ 三 ｉｾ 沖 縄

山取締役社長

，
十

L

4

4

L

 

本

縦株式会話

雄久崎

車千穂亀

取 締役 社 長 岩

庖

所

所

支

営

出

野 町 4 丁 目 8 - I  0  

)  358 ー I I  7  I 大代表

大 阪 市 都 島 区 中

電 話 大 阪 ( 06

キ土本

業

張
東 京 ・ 神 戸 ・九 州営 業 所

7 7  



空 調 ・ 衛 生 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

設 計 ・施 工

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

φ お朝日三業社

本 社 東 京都港区芝松町 1 -25- 7  ¥te話 (434)6171( 大代)

大阪支社 大阪市淀川区加山 1 -58-59  1氾昔話 ( 302) 22 7 1(代)

支 j苫 北 海 道 {IIJ 台 ・ 名 古 屋 広 l斗 ・稲 岡

営 業 所 釧 路 ・函 館 盛 岡 ・横 浜 ・静 岡 ・京 初 ・神 戸

電 気 ・ 空 調 ・ 給 排 水 衛 生 設 備

設 計 施 工

. 大 阪 電 気 暖 房 株 式 会 社
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旨
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日

1

1

阿

川

ω
一机

松

山

一

・

口

広

ー

阪

開

刺

繍

大

山

浜

M

m

戸

・

問

織

江

良

・

・
口

同

区

古

山

田

児

西

名

新

秋

山

叫

市

・

阪

京

帆

岡

戸

大

東

札

盛

神

社

庖

所

所

業

張

本

支

営

出

給 排 水 ・術 生

H是 冷 房 換 気 設 計地

去 五 大 阪 城 口 研 究 所

取締役社長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 - ｾｴＡＺ ｾｉｾ 大阪 ＳＷＲ 局 Ｗ Ｑ Ｕ Ｑ Ｈ 代 Ｉ

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 而 上 ル 屯 話 京 都561局4944( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー 泣 訴 事jJ 戸341局 5 8  9  2  

空 気 調 和 設 備

各種送風機 ・風カ輸送装置

給排水衛生設備設計施工 設計製作

空調機器類 ・公害防止装置

各種プラント設備

ｾ嗣盆社 ，，ＺＧＴｊｬＮ シ

本 社 大 阪市住吉区万代 東 6 丁目 3 T E し (672) 1281(大代)

営 業 所 東京 ・名古 屋 ・京都 ・広 島 ・福 岡 エ 湯 和 泉 ・名古 屋

テレックス : 本社 No. 562ー 7688 和 泉 工場 No. 538- 5898  

- 給排水衛生 ・冷暖房

圃空気調和設備

. その他管工事一切の設計・施工

⑮ ( 叩 長 久 利 務 所)

斎 え 王 業 株 式 会 社 大 阪 支 広

大 阪 支 広 大 阪 市 北 区 常 安町 11 電話 06- 443- 5041 附

東 京 本 社 東京都千代 田区大手町 2- 6- 2( 日本 ビ J レデ ング)

電 話 o  3  - 2  7  0 ー 7 4  1  1附

営 業 所 札 帆 . {IIJ 内 金 沢 向 絞 ・ 岡 山

tB ｾ｡ 所ｉｩ，｜ )1= .  :tt !J!世 ・ 広 J::j . 市 小 牧

J令 H妥 房 、e 政i 境 術 生 施 設

給 排 水 ・術 生水 i立 ，、
，恒夫 荷 役 運 搬 機 械

f包 含 { 1 =、
厨 房 ヲーーー" " ' " 化 学 鉱 山 機 械

］幽 ｔ 嘗株式Ｍｊ・ｉｬｾ吐ァ ｲ 七
一 明 占 需 会 社 八 l奴 J ι J 白

取 締 役 社 長 各 務 節j

取締役支庖長 藤 田 初 蔵

大 阪 市 東 区 北 浜 2 丁 目 2 2  {昨I也 m館 大 阪 ( 202) 代 器3071

本 脂 耳目E ・日比谷 ・三倍ピル

支 1苫 名古催、編問、札帆、広 ｽ ｾ｜、仙台、北陸

出 Ｇ ｪｾ＠ 所 持町浜、副総、静岡、 一位 l 目 、 岡 山 、 金 沢

78  

空 気 調 和 設 備

衛 生 設 備設 計 施 工

φ 三建設備工業株式曾枇

大阪支庖 大 阪 市 北 区 紅 梅 町 6 5 番 地 電 話 ( 352) 11 3  1  (代 )

本 社 東 京都 中央 区 日 本 橋 脱 殻町 2 - 22 電 話 ( 667) 3431  ( 大代)

支 社 名 古 屋 ・仙 台 ・札 幌 ・広 島 ・福 岡 ・金 沢 ・新 潟 ・横 浜

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

。 空 調

- 回酔

-
-

晃株式会社

東京本応

大阪本庖

支 I古

東京都新宿区西新宿新宿住友ピル 屯話 03- 344- 1911

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電 話 06- 363- 1371  

名 古 屋 市 中 村 区 下笹 山町 11 - 2 電話052- 581- 8571

広 品 rli 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 屯 話0822- 47- 4535

福岡市 中央区大名 2 丁目 4 番22号 電 話092- 761- 3795

横浜 ・筒井 ・京初 神戸 松江 ー沖縄w  ｾｮ＠ fiff 

一 一 冷 ・ 暖 房 、 衛 生 、 機 器 配 管 、 設 計 施 工 一 一

⑧ 
株会社式

ごJ三同主

71< エ 業 所

本 社 大 阪 市 大 淀 区 南 浜 町 3 丁目 14番地

〒 5 3  1  ; 正 論 大 阪 (372) 2  8  5  1  (代表)

東京支 Jh 点京部中央区八丁堀 4 丁目 11番 7 号

干 1 0  4  ( 神谷ピ ル)

ｦ 五 ［ ｩ ，ｾ東京 Ｈ ＵＵ Ｑ Ｉ 8  0  4  1  (代表)

日j ｾｕ＠ iifr 鳥 取 鮮 馬 宇 都 宮 ・君 nt.

fl{ • fi ，¥岡 . f公 山 ・高 松

q1!ll邑

喜ｾ新日本空調株式会社
司w

大 阪 支 応 大 阪 市 北 区 立 ) : ，
l

j 浜 i凪 1 ー 2 5  ( 新大ビノレ )

也市i (06 )  344 - 6  0  3  1  ( 代)

本社 ・東京支 lお 東京都中央区日本航本石町4-2( 三井第二別館)

電話 (03)  279  - 5  6  7  1  (大代)

名 古 屋 九 州 広 仏 ・札 幌 ・東 海 村 北 陸 大 分

空 気調 和 衛 生 設 備/ 設 計 施 工

須 賀 工 業

大 阪甫 西 区 土 佐 堀 通 1- 1  4  T  E  L  0 6- 4 4  1ー引 7 1

支 l吉 東 京 ・大 阪 ・名 古 屋 ・京 都 ・神 戸 ・福 岡

営 業所 札 幌 ・千 葉 ・横 浜 ・静 岡 ・高 松 ・広 島

出 張 所 金 沢

空 気 調 和 地 盤 凍 結 冷 凍 冷 蔵

⑧ 指fl f; 者 機 繍:ifi:i' :t

本 社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3番丁68番地( 才一トセンタービル2階)

郵便番号542 電 話 大 阪 ( 06) 768- 5  0  3  1 番

東京営業所 来京都千代田区九段南 2丁目 2番5号( 九段ビル 8階)

郵便番号 102 電 話 東 京 (03) 262- 3  2  4  1  - 4 番



- 塗装置宜備- 空気関和段備 ・給排水衛生設備

・蒸気噴射 式冷，東機・公害防止関連機 縁 / 投書十・製 作 施 工

、f 大
，ー=

ヌ1 茄土

( 旧社名 建 材 社 )

本社 . ｾＡ 京支 ｉｉ ￏｪ］ 車京都新宿区西新宿 ＲＱｩ Ｈ新宿住 瓦ピ ル ＱＲ ・ ＱＳｆ Ｉ ⑧ (344)1851大代

大 阪 支 庖 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 22 ⑨ (203)3721 代

名古屋支J i l i =名古屋市中区錦 2 - 2  - 13 ⑨ (211)1535 代

出強所= 札悦・{ i 1 J 台盟国金沢 ・神 戸 高 松

広ｽＺｾ怯山福岡沖縄パ ンコ ＱＷ

一般 空開 設備・恒 i且悟 1M設備・冷猿冷 蔵 設備

冷 却乾 燥 段備 ・環境 改善 設備 その他上記 に附

，園、』 帯 す る 衛 生、電 気 等一 切 の 工事 の 量生計 ・施工

ｉｾ イタ著本 ｕ フヲシト繍読書担
司宝F 取 締 役 社 長 北 川 一 郎

本 社 大阪市大淀区中 ;'It本通 1 丁目 2 帯 地 ホ ー コ ク ピ ル

〒 531 恒栃 大 阪 ( 06) 372- 5171( 代 袋 )

支 庖 東 京 有11 中 央 区 日 本 械 本 町 3 の 1 共 同 ピ ル

千 103 1 ' 1 I 結束京 ( 03 )242- 5521( 代 表 )

営難所 福 岡 ・ 名 古 屋 ・広 島 札 幌 ー仙 台

ｈ 麦 ・ 冷房 ・ 空気 ｩｊｾｾ 温度調務装世

田 設 計 施

高 fi!!! 
垂れ

品! . 4

-← 

大 阪 支庖 大 阪 市 北 区 芝 田 町 55番 地 ( 北 阪急 ビ ル 9 附)

電 話 大 ・ 阪 ( 372 ) 2  5  1  1  ( 代 表 )

本 社 東 京 都 千 代 田 区神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

温 - 湿度調整装置、暖房

冷房、 水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第一工業株式会社大阪支庖

大 阪 市 北 区 日 回 町 3 0  包 括 ( 364 ) 6  6  6  1  ( 代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3- 3- 1( 新東京ピル)

t包 括 ( 211 ) 8  5  1  1 ・ 8 5  6  1  ( 代)

仙 台 支 庖 fil l 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

i' 1I 骨i5 ( 21 )  4  4  9  1  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 面T 3  - 6  

f包 括 ( 971 ) 3  6  2  1  

く m哩胆コ 空 気 調 和 設 備

? 計 施 工

換 気 ・除 塵 設 備 又

東 洋 煎 工 務 織 式 会 極 大 阪 安 倍

大 阪 市 西 区 京 町 場 4 丁 目 T  E  L  (433)  8  0  7  1  

本 社 東京都中央区京僑 2 丁目 9 T E し( 562) 1  3  5  1  

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

温 湿 度 調 整 ・ 暖 冷 房 ・ 換 気 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 並 施 行

⑨日本管工業株式会社

棋士及問問盾 京 都 市 南 区 西 九 条 12 田 町 2 0 番 地 内 l

包 括 (681 ) 5  1  0  1  - 5 ・夜間専用 (691 ) 1045 

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 天 満 橋 筋 1 - 37(天満僑北鈷 )

￭｛ ｌ ｾ 舌 Ｈ ＳＵＲ Ｉ 3  5  0  1  - 3  

四 日 市 支 l吉 岡 田 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 話 ⑮7431- 3  

滋 賀 営 換 所 大 i!l! 市 打 出 浜 13 ー 15 電話 0775 ⑫ 9 7 3  8  

津 営 機 所 津 市 栄 町 2 ー 1 1 1 包 括 0592 ⑧ 3 6 1  0  

空 調 ・衛生 設 備の 頁

3舎町産房副S

-
.，，，"@-

圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃圃 ｅ ・ ，Ｎ ｣Ｚ 司 Ｚｾ Ｚ ｈＺＨ Ｚ ｉ

噌r:"・.......

⑫Hi i 語専属品

給 ・排 水 ・衛 生 ・消 火 ・l瑳 冷房 設備

お 懸 西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

大 阪 市 大 淀 区 中 津 南 通 4 丁目 11 電 話 大 阪 (458) 3531番

営 業 所 京 都 ・ 広 島 ・ 天 理 ・福 岡

@平曲互業株式会社

大阪市西区江戸堀通 2 の 2 T E L (441 )的1994 ・( 443)的0331

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給 排 水 衛 生 設 備 設 計 施 工

@ 不ニ熱苧工業撤去曾粧

本 庖 大阪市南区順ｾｾ町 Ｒ - 5  0 電話 261- 2436仰

東京支庖 東京都大田区内馬込 1 - 2  - 1  泣訴 773- 1231!ttl

営 業 所 銀 庵 ・ 浜 松 京 都 ・ 神 戸 稲| 珂

親切工工心 で御 用 さ せ て 頂 き ま す

大 型 パ y ケ ー ジ 、 ヒ ー タ 一 等 々

( 市 価 の 半 値 以 下町 出 物 も 少 虫 あ り ま す )

宵 宮 地 空 調 専 門 庖

代 表 御 用 役 宮 地 一彦

大 阪 市 西 成 区 山 王3 - 16一7

代表 649-0008 夜間 641-1242

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 環 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社) ; : 阪 rli 西 区 京 町 llti l 丁 日 6 2  '，11話 06 (443)8161()、; 代J <)

名古陀支社名占陀市中区栄 2 丁目 16- 13  '，!I，，[; 055  (202) ∞77m. &)  

JJt 樹ビル

出張所車京侃浴 ｉ 更 ｾｴ Ｍ ＢＧｦ 山 Ｓｔ ＱＧｉ ＶＭ Ｑ Ｘ

ｾｾｉＢｊ ビルディング， Ｇ ｦＱ Ｑ Ｑ Ｓ 附 m，，{; 03 (409)  8  9  0  5  

神ド市生m区北長狭通 7丁目 l の1 '，[e"f; 078 (341)  1778 . 4386 
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社 寺 数 奇 屋 周 瓦 …一 大 仏 瓦

床 ・壁 内 外 装 用 瓦 …・・大 仏 敷 ・ 貼 瓦

内外装用様変美術タイル … 大 仏 タ イ ル

古代土器開高温 〆 タイル ・・・ー 大 仏 古 代 タ イ ル

h-C/: l S 市東山区今熊野} ) dム 池 凹 町 9 町 9 075( S41) 3344(代 )

東京町1I 干 代 山 区 内 仲 間 1 了 目 6 砕 2 号 03 ( 291  ) 0491- 2  

内' Jl年賀r '.，. J レ3 F

J i¥/: I S 情 木 山 城 槻i，"": i

@  

建 材 ・ そ の 他 の 頁
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ニ
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楠
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耐 震 耐 j弘 司
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大 阪 市 北 区 堂 島 北 町T 1  6  

大 阪 市 東 区 本 町 4 - 27御 堂 ピ ル

大 阪 市 東 区 横 堀 2 - 3  6  

字 社

1卸 盆 常 業 所

繊 細 営 業 所

貨 ご利用下 守E

V

 

種

ガラス製品卸問屋

セ卜モノのデパー卜

各ポ
、ソ

酸

陶器、

耐

奉 仕 感 謝 の 唐

タ イ ル 工 事 施 工

: :  '11 淳 窯 零 歳 怠⑪ 

姫 路 堂 喋 所

株罰

金 社 庖

大 阪 支 庖

大 阪 市 東 区 高 閲 橋二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

電 話 大 阪 ( 2 0 2 )  4 9 0 5  

商石理大橋矢

建設省認定の防火材料

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  3 号

基材同等 o  0  0  4 号

基材同等 o  0  0  4 号

本 社 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54  ';]l話 (06)702- 7814- 7  

東 京 事 業 所 ・名 古 屋 出 張 所 ・ 高 松 出 張 所 ・ 福 岡 出 張 所

ソリジットスタイ ン

エ パ ウ オ ー ル

エ パ ー サ ン ド

エ パ テ ッ ク ス

@問
内外装ホーロー建材及スパンドレル( ヨドウオル・ヨドスパン)

屋根折版( ヨドルーフ) 販売及責任施工

Board &Sl ate 

ｾｾ ，司送電Ｇー，咽
Ｎ ｊ ， ＮＢ Ｚ Ｎ ｾ ｉ＠ ＢＢ｟ ，Ｎ ｾ，Ｚｉ＠ ｾ与 ｅ

可ｾ Ｚ ［ｾ 芳守01 �ｾｦｴ Ｑ＠
防 袖ｾ tヰ与2. 1 ;; ，.;" 

Standard 

サクラ建産株式会社
ペート

匂宅F

大阪市都島区都島中通 2 丁目 1 7 番 4 号

電 話 大 阪 ( 922) 代表4421 - 3  フ タ パ 黒 木 反

F UT A B A Y A  

建築物船舶等造作工事、家具建具・室内装備工事

内 外 装 飾 織 物 ・窓 掛 敷 物 壁 紙 類一 式 / 設 計 施 工

DE COR A T OR S ，L T D  

二葉屋装備工業株式会社

取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大 阪 府 摂 津 市 東 別 府 3 丁 目 7 番 8 号

電 話 大 阪 ( 06) 349- 9 1  9  3 代 表

大阪府知事建築業者許可( 般- 48)第12064号

図 翻
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Z こ

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P . M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C . S . P . M)

責 任 施由自孟ｾ色尺 物長

種

1:1 

ロロ

タ 然 え な い

わ れ な い

傍 ら な い
W ジ ャ ン ポ 波

平板・波板・棟包・雨押類・谷樋・竪樋・軒樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

ボ ッ ク ス t皮V i.皮S 大 波S ノj 、t皮波 板 規 格

途用

ｲｴＧｊｉ ンヲ ｊｬ ゑヲ ｊｾ 製造株式会祖

大 阪 ( 412 ) 5131代 表

蕨 ( 42 ) 3115 - 8  

大 阪 ( 488 ) 1081代 表

八 幡 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 ( 581) 2781 - 4

電 話

電 話

電 話

電 話

電 話

兵 庫 県 尼 崎 市 昭 和 南 通 り 3 - 26松本ピノレ

均 玉 県 蕨 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号

兵 庫 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 田 4 4  

福 岡 県 遠 賀 郡 水 巻 町 頃 末

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 田 T l の 24第 2中経ピノレ

本 社

東 京 支 社 及 工 場

大 阪 支 社 及 工 場

九 州 支 l吉 及 工 場

名 古 屋 支1吉 及 工 場

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

ヤ

ＮｧＨｾマ

ｾＡＩｉ ・

3段
ワ ン タ ッ チ ・ ・ ・ 洗 出 し 仕 上 ・ . .  

ｾ＠

- カタログお送りします

( 旭化成ミューj レコー卜・セット品 )

B，ZPヨ・スト-zb

- 全 固 有 名 建 材 庖 へ 御 問 合 せ 下 さ い

いつも美しい

新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業

発

売

元

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

81 



盗

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ッ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ・ @シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

防災

.•. 
防防 煙 火発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

N. G. C. 式

内外ｾ業株式会社

工

エ

。

大阪市東住吉区桑意図T 3 丁 目16番地ー工場

|実|
皆様の見本室年中見ていただける

AM.I0.00- P.M. 5. 00 

日曜 ・祝日は休館

全 国 タ イ ル 展 示 協 会

大 阪 市 北 区 南 森 町46番 地

八 千 代 ビ ル 南 館2 F

T E L  (06)364- 2059 

タイル

常設展示場

， 

建物の用途男11に設計要点を、構造別に構造

要点を即戦的に指導して短期実力向上を計

町、受験期には r 2級・ l 級の線題研究コ

ース』 を実施して毎年多数の合格者を出 し

ている絶賛の通信教育。 2級| 級受験者は

ぜひお申込み下さい。説明書急送

仕事に追われる受験者の環境、実力程度ま

で考慮して、最短時間の勉強で充介な対策

がとれるよう、独特な企画構成指導がなさ

れている全〈新しい合格への道しるべ。安

心してご利用下さい 。説明書急送

厳罰ELt当図E

E E盟霊園圏

建築実務研究所建築と社会係
⑤ 164 東京都中堅f区東中野ト51- 3

1屯 s活 03 (363)  7 9 3  6 (it) 

不況どこ吹く風-

今こそ生きた実力を/

厳しい社会情勢を反映し倒産 ・人員整理が相

次ぐ中にあって、構造技術戸首だけはますます

の盛況ー ーまさに構造知識こそこれからの建

築界を勝ち抜〈切札です。

。気軽に構造をチェ ックしたい /

。手早 〈、確実な計算書 を作りたい /

。 2 級 1級建築士試験に合格したい /

という方は今すぐお申込み下さい。全〈新 し

い方法で初歩知識から計算書の作成まで短期

間にマスターできるようにした速習通信教育

の詳細説明書を急送します。

昨年は 45才の主婦でさえ修了し、現在引張り

だこの活躍を続 けています。

〈

建

築

家

必

習

の

通

信

教

育

V
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日 式 装飾天井くクロツパ一刻|

クロッJ ¥ーは光と影をだくみに合成し疋光天井の一種で、色々の基本パタ ンを

持ち、その建物や使用用途によって幾通りもの組合せガ可能です。その柔和な光

と影は現代感覚にマッチしだ最高の人工空間を創ります。 ( P A 丁、6 件)

奥村重呉衛株式会社 日

旧 社 名 株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商J苫 名 古屋

広 島

仙 台

大 阪 市 北 区 伊 雲 寺 町 22 番 地

穿該間住ヰコ央区銀座 1 丁 目27番 9 号

福 岡 市1噂 多 区 住 吉 2 T目 16番 27号

名 古 屋 市 西 区 俵 町2 丁 目 守 番6 号

広 島 市 舟 入 本 町 19 番 目 号

仙 台 市 燕 沢 字 西 山 5 の 18

干 530 電 話( 06) 312- 4131( 代〉

干 104 電 話( 03) 563- 3351 ( 代〉

千812 電 話( 092) 291 - 0459( 代〉

干 733 電 話( 052) 522 - 5436( 代〉

干 733 電 話( 0822) 91 - 1  533( 代〉

干983 電 話( 0222) 52 - 2631 ( 代〉

ス タ ン ダ ー ド メ タ ル の

大 島 応 用 化 学 東 大 阪 市 新 庄 ( 745 ) 5121- 5  

腐 ら な い ・ 燃 え な い ・ 軽 い

ケ ミ カ ラ ー オ ー シ マ メ タ ル

屋根材 ・壁 材 ・谷樋棟包水切りに

“ 高級ヒンジ" で

世界市場に躍進/

DR - 8 4 4  

銅製防錆ギボシ丁番

全自動コントロールによるヒンジ自動製造

ライン、電動研磨、包装、パッカーライン

の製法特許を誇る優秀な生産技術が生みだ

す 〈アート 〉のヒンジは、世界各国の製品

よりはるかに優れた品質の製品であること

を、米国“ U L " のラベル表示許可が明ら

かに立証しています。

温度変化、錆、摩耗などいかなる要素にも

強い抜群の耐久性、きわめて容易な施工、

美い、表面仕上げ一一〈アート 〉の高級ヒ

ンジは高い品質で、世界各国に躍進していま

す。

日本住宅公団選定規格品

+
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アスファルト防水は

世界の主涜

躍進する建築と共に

大正8年 創 立 満 創 業56周年

田島ルーフィング株式会社

大阪営換所 = 大阪市西区京町掘 1- 74 fi 06- 443- 0431側

広 島 事 務 所 = 広 島 市 峨 町 12-3 ft0822-27-5771 

高松事務所= 高松市栗林町 2-8- 1 含 0878--62-5285

東 京 ・名 古 屋 ・博 多



各階・各室の遮音に

ｊｊｾ 師時ヨ
日本住宅公団と共同開発

日本住宅公団御指定第一号( 1973以来)

.r雨露をしのぐ」これが、住居のはじまりでした。防水については、

年限仕様で世界ーの技術を 三 星 が確立致しました 。文化が進むにつ

れ、世の中の要求は「雨水を防ぐ 」だけではなく、生活空間から発生

する不協和音を外部に及ぽきないようにするという、方向に変って

来ました 。 これが遮音なのであります。防水世界ーの 三星 が、遮音

世界ーの床材を開発したのです。三星ソ フトカ ペ ラがこれです。

時代の要望にこたえた、遮音長尺床材ソフトカ ペ ラは、日本住宅公

団御指定第一号 (1973年以降 ) です。

| 特 徴 ・
I  

@ 遮 音 性 : 特殊塩化ビニル表層と、発泡層及び、ガラス繊維と の完全一体複合に

より優れた遮音性を発揮します。

@ 暖 か さ : 特殊塩化ビニル表層は 、杉板の肌ざわりと暖かさをもっています。

@ 軟 か さ : 高密度発泡層により、足ざわりが軟かく、疲れを知りません

。 汚れに 〈い : 表層が特殊塩化ビニルですから、汚れにくく、日常のお手入れが楽です。
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. ご入会のお申込および「建築と社会 J の賦続は・社団法人 日本建築協会 干54 1 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪 ( 06) 231・9648 ・9649 ・9640 掻替口座大阪 39975番


